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登別市本庁舎建設基本設計

1-1　基本方針

■カムイヌプリと来馬岳と新庁舎をみる鳥瞰イメージ

（登別市本庁舎建設基本計画より抜粋）

「登別市本庁舎建設基本計画」で定めた基本コンセプトを引継ぎ、発展させた 6つの基本方針を次に示します。

1. 海と山を感じる公園と一体となった庁舎
　・豊かな自然を感じながら、歩いて楽しいまちづくりのシンボルとなるような庁舎を目指します。

　・かつて陸上競技場であった地形を活かした、ランドスケープと一体となった庁舎をつくります。

　・公園の中に市役所があるような、誰もが気軽に集える開放的な庁舎を目指します。

2. 市民の新しい居場所となる庁舎
　・自然光があふれ、市民の憩いの場所となる「ひかりのみち」をつくります。

　・市民の憩いの場や協働のためのスペースとして、ひろばに面し、市民ホールや会議室を設けます。

　・1階市民ホールはひろばと一体利用できる空間とし、夜間や閉庁日にも市民が利用できるよう検討します。

　・誰もが使うことのできるトイレや授乳室、学習スペースを設けることで、開かれた市民の居場所をつくります。

　・1階屋上には、海を望める展望テラスを設けます。

　・議場・ホールを 1階に配置し、市民開放など多目的に利用できるようにします。

3. 将来を見据えた機能的で使いやすい庁舎
　・新しい庁舎は、環境対策グループを除き、今まで分散していた庁舎機能を集約した効率的でコンパクトな庁舎とします。

　・構造壁のない空間とすることで将来の様々な活用に対応できる庁舎とします。

　・会議室や収納等の業務を支援する機能を執務室付近に配置し、円滑な業務を行うことができる庁舎とします。

　・窓口は、来庁者を移動させず、職員が移動するワンストップによる対応を目指します。

4. 快適で健康的な執務環境
　・大きな一体空間の中に、異なる光や眺望をもった執務環境をつくります。

　・部署間や職員間の縦割り意識の撤廃や職員間のコミュニケーションの活性化を図りながら、グループ内連携も充分に

　　とることができるよう、職員が専用机を持たないフリーアドレス制を基本とし、併せてグループアドレス制や ABWの

　　考え方を取り入れた執務環境を計画します。

　・職員の業務効率を向上させるため、打ち合わせにも活用できる休憩スペースを設置します。

　・執務室の衛生環境を確保するため、手洗いや歯磨きコーナーを設置します。

　　※ABW（Activity Based Working)　業務内容に合わせて、働く場所を自ら選択できる働き方

5. 登別の気候風土にふさわしい庁舎
　・次世代の庁舎建築にふさわしい消費エネルギーの小さい庁舎を目指します。

　・自然光や通風などの自然エネルギーを活用した「パッシブ」手法と、高効率の設備機器を活用した「アクティブ」手法を

　　組み合わせることで、消費エネルギー全体を削減します。

6. 防災機能に優れた安全安心な庁舎
　・津波や風水害などの非常時に市の防災拠点として機能し、安全安心な市民をまもる庁舎とします。

　 ・ 災害発生時においても行政機能を維持し、防災関係機関とスムーズな連携が図ることが可能な庁舎を整備します。

　・あらゆる災害に対応できる鉄筋コンクリート造の庁舎とします。

　・庁舎と連続するひろばを津波災害時等の緊急避難場所として整備します。

基本計画におけるコンセプト

『市民の安全安心を守り、市民が集い、協働のための庁舎』

基本計画における基本方針

（１）市民の安全安心を支える庁舎

・防災拠点としての高い耐震性を確保し、様々な災害に対応できる機能を有した強い庁舎を目指します。

・個人情報や行政資料の保護を行うセキュリティを確保した庁舎を目指します。

（２）市民が集い、活用できる憩いの場となる庁舎

・多くの市民が集まり、活用し、憩いの場となる庁舎を目指します。

・誰もがわかりやすい情報を発信することができる庁舎を目指します。

（３）誰もが利用しやすく、人や環境にやさしい庁舎

・来庁した市民等がわかりやすく、プライバシーにも配慮した窓口機能を備えた庁舎を目指します。

・誰もが利用しやすいユニバーサルデザインを取り入れた庁舎を目指します。

・自然エネルギーを活用しながら照明や空調、暖冷房などのエネルギーを削減し、省エネルギー化を進める庁舎を目指します。

（４）使いやすく効率的な庁舎

・適正な執務室を確保し、コンパクトで使いやすく効率的な庁舎を目指します。

・維持補修や設備更新などのしやすさやランニングコストを抑えた経済性に配慮し、長く使い続けられる庁舎を目指します。

カムイヌプリ

来馬岳
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登別市本庁舎建設基本設計

1-2　新庁舎に求められる規模

基本計画において次の基準を基に定めた新庁舎に必要な部屋数、室名を示します。

・旧総務省算定基準、国交省算定基準

・既存建物

・類似案件

面積は、参考に分類毎の合計を提示します。

必要諸室・各室毎の面積および部屋数は、今後コンパクト化を図りながら設計段階で適宜調整するものとします。

室名 備考

執務関連諸室 特別職関係室 市長室

副市長室

教育長室

応接室

秘書室 職員3名

給湯室

執務室 執務室 フリーアドレス　職員357名

会計 職員11名

監査 職員3名、監査委員2名

印刷室

サーバー室・前室 空調　免振ラック

耐火書庫

会議室 部屋数は適宜　市民開放する部屋も想定

相談室 部屋数は適宜　プライバシーに配慮

防災関連諸室 会議室（災害対策本部） 災害時は災害対策本部として利用

家具収納・備蓄庫

無線室

福利厚生室 男性ロッカー 各階に設ける

女性ロッカー 各階に設ける

職員休憩スペース 各階に設ける

産業医室 プライバシーに配慮

執務関連諸室　小計 3,520　㎡

議会関連諸室 議場・ホール 市民開放や多目的利用を想定　災害時は一時避難スペースとして利用

正副議長室 議長1名、副議長1名

会派室 議員19名

議会事務局 職員9名

委員会室

議会図書室

音響室・ギャラリー

議会関連諸室　小計 570　㎡

その他諸室 連合町内会事務所

社会福祉協議会事務所

記者室

組合室

その他諸室　小計 60　㎡

区分 室名 備考区分

市民関連諸室 １F市民ホール
学習スペース　カフェ　キッズスペース　待合スペースを設ける
災害時は一時避難スペースとして利用

２F市民スペース 学習スペース　待合スペースを設ける

市民関連諸室　小計 710　㎡

共用諸室 物品庫、管理室など 宿直室

物品庫

郵便仕分室

給湯室

機械関係室 機械室

受水槽・消火ポンプ 災害時3日分の水量確保

電気・発電機室

共用部 廊下等

職員トイレ（男・女） 各階に設ける

職員トイレ（バリアフリー） 各階に設ける

来庁者トイレ（男・女） 各階に設ける

来庁者トイレ（バリアフリー）各階に設ける

オールジェンダートイレ

授乳室

自販機

共用諸室　小計 1,470　㎡

金融機関 金融機関

金融機関　小計 240　㎡

子育て支援エリア プレイルーム 災害時は一時避難スペースとして利用

赤ちゃんコーナー 災害時は一時避難スペースとして利用

事務室

授乳室

物品庫

相談室 災害時は一時避難スペースとして利用

幼児トイレ

物品庫・薬品庫

ネウボラルーム 災害時は一時避難スペースとして利用

ホール 災害時は一時避難スペースとして利用

その他

子育て支援エリア　小計 550　㎡

全体面積　合計 7,120　㎡
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登別市本庁舎建設基本設計

1-3　新庁舎に求められる機能

1F：
市民スペース

2F：市民スペース

1F：
職員スペース

2F：職員スペース 屋外

屋外

執務スペース
議場・ホール

・思いやり駐車場：
5台

・来庁者駐車場：
95台

・EV急速充電器

・EV普通充電器

・EV急速充電器

・車寄せ

・バス

・健診バス

・思いやり駐車場：
3台

・公用車駐車場：
66台

・市バス

ホール

赤ちゃん
コーナー

プレイ
ルーム

園庭

事務室

公用車車庫
5台
（4＋作業車1）

倉庫

ゴミ庫

■凡例

：居室

：非居室

：スペース

：諸条件

：機能の繋がり

赤字

会議室

会議室

▲
▲

▲
▲ 相談室 相談室 来庁者WC

バリアフリーWC

家具収納
備蓄庫

執務スペース

執務室

議会関連諸室

子育て支援エリア

市民関連諸室

執務室・執務関連諸室

共用諸室

会議+防災特別職関係

管理 機械室関連共用部

受水槽
消火栓
ポンプ

電気室・
自家発電機

機械室

市長室

教育長室

副市長室

会議室

秘書室
給湯

専用玄関

薬品庫

物品庫
物品庫

一般WC
幼児WC

幼児用
HWC

授乳
オムツ替え

相談室ネウボラ
ルーム

相談室 相談室

学習スペース
ミーティング
ラウンジ

議場ギャラリー

親子部屋

（学習支援教室）

AWC

AWC

産業医室

音響

無線室

宿直室

物品庫

物品庫

物品庫

耐火書庫

郵便給湯

物品庫

物品庫

物品庫
給湯

前室

応接室

職員WC
バリアフリー
WC

職員WC
バリアフリー
WC

議会事務局 正副議長室

会派室

議会図書室

ｻｰﾊﾞｰ

会議室
（災害対策本部）

委員会室

会議室

会議室

印刷
作業
物品庫

監査委員
事務局会計室

市民生活部
選挙管理
委員会

都市整備部 観光経済部 総務部

保健福祉部

サポートスペース

サポートスペース

教育委員会

職員ロッカー

福利厚生

職員ロッカー

休憩スペース

休憩
スペース

歯磨き

歯磨き

歯磨き

歯磨き

市民ホール
（屋外広場と一体利用空間）

窓口

会議室 会議室相談室 相談室

記者室

社会福祉
協議会

町内会 組合室

相談室 相談室 相談室

相談室

クイック 相談ブース

来庁者WC

指定金融機関

金融機関 市民関連諸室 その他諸室

授乳
オムツ替え

カフェコーナー

自販機

学習スペース相談サロン 臨時窓口
１・２

キッズスペース

バリアフリー
WC

・洗面化粧台
・打合せスペース

・打合せスペース

・打合せスペース

・打合せスペース
・学習支援教室

・打合せスペース

・金融機関付近に設置

・男女別
・ロッカー人数分

・男女別
・ロッカー人数分

・健診車の乗りつけ

・健診時の問診対応
・子育て支援
　エリアに隣接

・間仕切り分割

・間仕切り分割

・フリーアドレス

・WEB会議、打合せ、集中スペースなど

・WEB会議、打合せ、集中スペースなど

・フリーアドレス

・会派ごとに分割可能な構成（5～ 6室）

・移動間仕切りで区分
・会議室など多目的の利用

会議利用

・市民開放（運用方法は検討）
　夜間、閉庁日に開放
・災害時は
    一時避難所として利用

・市民利用可能

・ワンストップサービス・夜間、閉庁日に開放・待合スペースを共用部と兼用

・夜間、開庁日にも市民利用
・2室に分割

・1名体制

・2社の利用が大半

・2名体制

□新庁舎に求められる機能

• 現庁舎における諸機能に加えて、市内の諸施設に分散している行政機能を新庁舎に

集約することで、業務の効率化および市民サービスの向上を図ります。

基本計画策定時 基本設計策定時（今回検討案）

A：本庁舎職員
B：選挙管理委員会
D：健康推進グループ
E：観光経済部
G：中央子育て支援センター
F：教育委員会
B：水道グループ
B：下水道グループ
C：環境対策グループ

→新庁舎へ

→他公共施設へ

→そのまま

A：本庁舎職員
B：選挙管理委員会
D：健康推進グループ
E：観光経済部
G：中央子育て支援センター
F：教育委員会
B：水道グループ
B：下水道グループ
C：環境対策グループ

→新庁舎へ

→新庁舎へ

→そのまま
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2-1　配置計画 SCALE:1/1000

登別市本庁舎建設基本設計

： 歩行者動線： 歩行者動線

： 来庁者・職員出入口： 来庁者・職員出入口
： 職員出入口： 職員出入口
： メンテナンス用出入口： メンテナンス用出入口

： 車両動線： 車両動線

凡例凡例

敷地内の歩行者ネットワーク

ひろばと市民スペースの
一体利用

幼児ひろばと
一体利用

既存の土手を利用した
ランドスケープ

旧陸上競技場の
中心軸

埋蔵文化財の調査結果による
ニナルカ遺跡を保存

なだらかなスロープと階段

屋上テラスへ繋がる階段

幅員 3.0ｍ

市民ひろば

健康ひろば

別棟
倉庫

若者ひろば

掲揚塔ステージ

出会いのひろば

ステップひろば

幼児ひろば

子どもの遊び場

街かど
ガーデン

こもれび
ひろば

緩衝植栽

既存林
勾配

6.7%

勾配 5.0%

勾配 5.6%

(13.50)

(7.20)
7.35

(10.10)

9.50

基準点 13.30基準点 13.30

中学校通り中学校通り

中央通り中央通り

(13.80)

(16.60)

(17.05)

(18.50)

(14.00)

(16.60)

14.05

12.60

(14.00)(14.00)

1FL＝14.20
公用車駐車場
66 台＋5台
公用車駐車場
66 台＋5台

思いやり駐車場
3台

思いやり駐車場
3台

思いやり
駐車場
思いやり
駐車場

幌別中学校グラウンド幌別中学校グラウンド

来庁者駐車場
62 台

来庁者駐車場
62 台

来庁者駐車場
38 台

来庁者駐車場
38 台

健診車
スペース
健診車
スペース

□海と山を感じる歩いて楽しいまちづくり
• 高低差のある敷地周囲の各所からアクセスでき、敷
地内全体に園路を巡らせて市街地から連続する歩行
者ネットワークをつくります。
• 中央通りから中学校通りに沿ってなだらかなスロー
プと階段を、幌別中学校グラウンドとの間の土手に
も園路を整備し、異なる高低差で海や山の風景を感
じることができる計画とします。

□旧陸上競技場の敷地形状を活かした配置計画
• 旧陸上競技場の掲揚塔を活かし、新たに整備する掲
揚塔ステージを中心軸とした大きな円弧を描く屋根
形状の低層（2 階建て）の庁舎を幌別中学校側に寄
せて配置します。
• 既存の土手と新庁舎の大きな庇（ひさし）によって
囲われた、市民のための憩いの場をつくります。
• 旧陸上競技場スタンドを再利用して産業廃棄物を抑制
し、市民や職員の休憩に利用できるスペースを設置し
ます。

□市民にひらかれたひろばと一体となった庁舎
• 広い敷地を活かし、様々な世代の市民が広く利用で
きる多様なひろばをつくります。
• 高低差のある敷地を生かして、1 階と 2 階の両階に
駐車場から直接アクセスできる出入口を設けます。
• 敷地内の園路から 1 階屋根へとアクセスでき、大き
な庇（ひさし）がひろばと連続するなど、建物とひ
ろばが一体化した庁舎をつくります。

□機能的な駐車場配置
• 中学校通りに面した 2 つの高低差に来庁者駐車場
を、北東側の通りに面して公用車駐車場を設け、来
庁者と職員のアクセス動線を明確に分けます。
• 来庁者と職員のアクセス動線を明確に分け、それぞ
れに庇（ひさし）付きの思いやり駐車場を設けます。

□災害時におけるシームレスな機能転換
• 災害発生時は、ひろば全体が防災ひろばとして機能
し、防災ひろばに面する歩道は自衛隊など防災関係
機関の車両が乗り入れできるように整備します。
• 庇（ひさし）の下は、物資荷捌きや炊き出しなど、様々
な災害救助活動を支えるスペースとして機能しま
す。

N

風配図

風向年変動図
（月）

（方位）

21-8時
9-20時
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教育相談教育相談
証明書証明書子育て子育て 相談相談

職員
動線

ネウボラ
動線

成人健診
動線

幼児健診
動線

支援エリア
動線

間仕切りが無く
見通しの良い執務スペース

トイレ、ロッカーの出入口は
執務スペースから見えない位置に設置

市民への一般開放が
可能な会議室

市民の憩いの場を設ける幼児ひろばと一体的に利用できる
子育て支援エリア

明確なセキュリティラインを設定 男女別に歯磨きコーナーを設ける

カーテン等で外からの視線を遮る

　　　市民関連諸室
　　　共用諸室
　　　子育て支援エリア
　　　金融機関

　凡例

　　　執務室
　　　執務関連諸室
　　　議会関連諸室
　　　その他

　　　来庁者・職員出入口
　　　職員出入口
　　　メンテナンス用出入口

■1階平面図

相談室
相談ブース

カフェ

相談ブース

相談サロン

可動間仕切り（ガラス）

会議室

事務室

授乳

プレイルーム 赤ちゃんコーナー

WC

AWC

WWC

総合受付
番号発券機

学習スペース

収納

物品庫

教育長

会議室

会議室

記者
前室 郵便

自転車置場

印刷・作業・物品

風除室

サーバー

相談

社会福祉 町内会

キッズ
コーナー

臨時窓口１・２スペース

男性
ロッカー

オイルタンク 消火栓

女性
ロッカー

クイック窓口

休憩スペース

執務室

市民生活部
保健福祉部
教育部

ひかりのみち（市民ホール）

MWC

手洗い

手洗い

手洗い

手洗い

手洗い

手洗い

歯磨き

小上り

歯磨き

自販機
給湯検尿

洗濯 子HWC

授乳 オムツ替

給湯

（学習支援教室）

下足

温水器

温水器

風除室

風除室

宿直

収納

待合

車寄せ

幼児ひろば

思いやり
駐車場

思いやり駐車場
3台

EV 充電器
8台

EV 充電器

来庁者駐車場
62 台

指定金融機関
家具収納
備蓄庫

議場・ホール

議員 19席 執行部 24 席

会計 組合 監査 会議室

受水槽
消火ポンプ

HWC

EV

UP

UP

物品庫 相談 相談 相談

物品庫

健診ホール

ネウボラ
ルーム

ミニキッチン授乳

耐火
書庫

職員
風除

MWC WWC

HWC

MR

物品庫

収納

□平面計画の基本方針

• 2 層吹抜けの市民ホール（ひかりのみち）をひろばに面して設け、日常的な市
民の居場所となる空間をつくります。
• 執務室は凹凸のない四角形の一体空間として確保し、壁がなくレイアウトの自
由度が高い空間とします。
• 段階的なセキュリティが成立するシンプルな平面計画として、職員専用エリア
と来庁者のゾーンを明確に分離します。
• 災害発生時には、1 階が一時避難者受け入れ対応、2 階が災害対策本部として
シームレスに機能転換する計画とします。

□1階平面計画

• 市民ホール（ひかりのみち）を東西軸として来庁者駐車場と公用車駐車場を直線につなぎます。
• 市民ひろばに面して、子育て支援エリア、学習スペース、カフェスペースや会議室など、市民が日常利
用できる機能を配置します。
• 一般利用の多い金融機関や、多目的な利用を想定している議場・ホールは、一般出入口側に配置します。
• 執務室は建物中央に設置し、市民ホールを介した市民ひろば側と幌別中学校側の両側に面した一体空間としま
す。
• 視認性の良い総合受付を計画し、来庁者が迷わずに利用しやすい窓口計画とします。
• 公用車駐車場側には、執務室に直結する職員専用出入口を設け、ロッカー、トイレを設置します。

N

登別市本庁舎建設基本設計

SCALE:1/4002-2　平面計画【1階平面図】
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活動に応じて間仕切り扉を開閉し
ホールとしても利用可能

職員専用の
内部階段

議会機能を集約して
独立性を確保する

北側の来庁者駐車場から
直接 2階にアクセスできるスロープ

半屋外化して
海風による劣化を抑制

海への眺望を確保した
市民の憩いの場を確保

理事者スペースを
南側に集約

１階とつながる
ひかりのみちの吹抜け

非常時に連携の図りやすい
部屋の配置

ひろばと連続する
市民に開かれた屋上テラス

給湯

EPS

DS

歯磨き

歯磨き給湯 歯磨き

風除室

議会
事務局

正副議長

来庁者駐車場

物品庫

園路

物品庫

会議室

会議室

無線室

室外機

産業
医室

男性
ロッカー

女性
ロッカー

電気
発電機

会議室
（災害対策本部）

議会図書

委員会室

相談

秘書 応接室 副市長 市長

MWC

HWC

WWC

AWC

議場上部

屋上テラス

学習スペース

DN

DN UP

UPUP

UP

EV

HWC MWC

MWC

ミーティング
ラウンジ

親子
部屋

手洗い

手洗い

温水器

温水器

行政経営G
貸出物品

物品庫

物品庫

（１人）

（１人）

（2人）

（３人）

会派室

（６人）（７人）

音響

車いす
スペース

ギャラリー

休憩スペース

執務室

総務部
観光経済部
都市整備部

　凡例

　　　執務室
　　　執務関連諸室
　　　議会関連諸室
　　　その他

　　　来庁者・職員出入口
　　　メンテナンス用出入口

　　　市民関連諸室
　　　共用諸室
　　　

議員
動線

傍聴人 傍聴人

ひかりのみち上部ひかりのみち上部 ひかりのみち上部

吹抜け吹抜け吹抜け吹抜け

職員
動線

市民・業者動線市民・業者動線

□2階平面計画

• 幌別中学校グラウンド側の来庁者駐車場から直接アクセスできる屋上テラスに出入口を設けます。
• 市民ひろばと屋上テラスに面する南西側に海を眺められる市民スペースを確保します。
• 理事者室、災害対策本部となる会議室は吹抜けを挟んで執務室南側に設置し、日常も災害発生時も
迅速な連携が図れる配置とします。
• 議会関連諸室は 2階出入口付近に設置し、市民動線と明確に区分した専用エリアを確保します。

■2階平面図

N

登別市本庁舎建設基本設計

SCALE:1/4002-2　平面計画【2階平面図】
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登別市本庁舎建設基本設計

2-2　平面計画【子育て支援エリア】 SCALE:1/300

□子育て支援エリア平面計画

多目的な利用が可能な一室空間

• 子育て支援エリアとしての日常的な利用に加えて、健診など様々な利用が可能なホールを設けます。

安全性の確保

• 子育て支援エリア担当職員の事務室を、メイン風除室側に設けることで、全体に目が行き届くようにします。

幼児ひろばとの連携

• 南側に面する幼児ひろばと連続して一体的に利用できるように計画します。

• ひろばの周囲は柵等を設けて明確に区分し、子どもたちが安全に利用できる環境を確保します。

各種健康診査への対応

• 現在は別施設で行われている各種健診が開催できるスペースを確保します。

• 可動間仕切りにより、健診時には子育て支援エリアと健診エリアが明確に区分できる計画とします。

■プレイルームから幼児ひろばをみるイメージ

■子宮頸がん・乳がん検診時レイアウトイメージ■3歳児健診レイアウトイメージ

■子育て支援エリア平面図

計測 受付

健診時以外は
子どもたちの遊び場として利用

問診

問診受付・会計

幼児ひろばと一体利用が可能

子育て支援
エリア

健診
エリア

待機席：55 人
託児受付
託児スペース

待機席：28 組 医師による診断

ホール

相談室相談室相談室
給湯

洗濯室
検尿

手洗い

赤ちゃんコーナー

下足

プレイルーム

幼児ひろば

築山

物品庫

授乳室 おむつ
替え ロッカー

事務室
一般・幼児WC

幼児
バリアフリーWC物品庫

薬品庫

風除室

ネウボラルーム

ネウボラ動線

成人健診動線

健診動線

健診動線

幼児健診動線
支援エリア動線

N
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登別市本庁舎建設基本設計

2-2　平面計画【議会機能】

□議場・ホールの構成

席配置

• 議場の４方向に議長席、執行部席、議員席、傍聴席を配

置する「対面配置型」を採用します。

床形式

• 床に段差を設けない「フラット形式」を採用します。机

や椅子などの家具を可動型にすることで、多目的な利用

を可能とします。

• 議場・ホールに隣接して、議場家具を収納するスペース

を確保します。

傍聴席・市民スペース

• 傍聴席は十分な座席数を確保するとともに、車いす利用

者のスペースを確保します。

• 開かれた議会を目指し、市民スペースでの議会中継を検

討します。

視野を確保する
ステップ状のギャラリー

議会用の什器を
全て収納可能

傍受支援用
モニターの設置

□議会機能の配置

• 議会機能は、議決機関としての独立性を確保するととも

に、市民に開かれた施設として多目的な利用が可能とな

るよう、議場を 1 階に配置し、その他関連諸室を 2 階に

配置します。 ■議場設置階の比較

■市民スペースから議場を見た内観イメージ（イベント利用時）

■議場・ホール内観イメージ（議会開催時）

■イベント開催時の
イメージ

■議場・ホール断面イメージ

■議会開催時の
イメージ

□関連諸室

委員会室

• 各委員会の開催、委員会開催中の準備室機能や前室とし

ての利用、会議室など執務スペースの一部としての利用

といった、多目的な利用に対応できるよう、可動間仕切

りで区分できる計画とします。

議会図書室

• 議員の調査研究活動に十分な面積を確保します。また、

市民に開かれたスペースとして、ガラス等で間仕切り開

放的な計画とします。

• 隣接する委員会室とは、可動間仕切りで区分できる計画

とすることで、一体利用が可能となります。

会派室

• 会派構成の変化に対応できるよう、可動間仕切りで区分

できる計画とします。

車いす利用者の傍聴スペースを
確保したギャラリー

会派ごとの議員数の
変化に対応する可動間仕切り

可動間仕切り

明確な
セキュリティ
ライン

明確な
セキュリティライン

可動間仕切り

■議会機能２階平面イメージ

議場・ホール

１階

・多目的利用・市民利用：〇
・コスト：〇

・多目的利用・市民利用：△
・コスト：△

２階

○ △

会派室

議場・ホール

吹抜け

ギャラリー

親子
部屋

議会
事務局

正・副議長室

議会図書室

委員会室

議場・ホール

議長席議員席市民スペース

ギャラリー

傍聴席

傍聴席

（議長席）

（議員） （執行部）

収納
スペース

ガラススクリーンを
開放

ガラススクリーンを
閉鎖
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登別市本庁舎建設基本設計

2-3　立面計画

□利便性と象徴性を兼ね備えた外観

• 外観は、2枚の板が重なったシンプルな構成とします。

• 1 階の四方には庇（ひさし）を設けて軒下空間を確保します。

　庁舎と一体となって、車寄せや市民の活動スペースとしての利用に加えて

　災害発生時の自衛隊車両の停留スペースなど、多目的に利用できる半屋外

　スペースとなります。

• 2 階の屋根は、特徴的な山並み形状を採用します。

　市民の新しい居場所にふさわしい象徴的で親しみのある外観をつくります。

□公園と一体となった庁舎を象徴する建物形状

• かつて陸上競技場であった敷地の特徴を活かした外観とします。

　掲揚塔ステージを中心軸に大きな円弧を描く屋根形状の建物を配置します。

□厳しい気候に適応する外装材の選定

• 屋根や庇（ひさし）にはコンクリート化粧打放し（うちはなし）を検討し

ます。手摺や笠木等には金物を極力用いず、塩害による腐食を防止します。

• 外壁部分は湿式外断熱工法を検討します。外断熱とすることで、壁体内結

露の防止や躯体保護を行います。また四方に設けた庇（ひさし）で外壁を

保護し、長寿命化を図ります。

• 開口部には真空ガラスや Low-e 複層ガラス（アルゴンガス入り）を併用し

高い断熱性を確保しながらも、開かれた庁舎のイメージをつくります。

落雪や着氷落下に配慮した
屋根形状

トップライトからの自然採光 北側の安定した採光を
利用した執務室

連続する 1階の庇（ひさし）見通しが良く
開放的な屋上テラス

山並みの形状に対応する
全面防水

ひかりのみちに自然光を
取り入れるトップライト

海を見渡すことができる
2階市民ホール

ひろばと市民ホールの一体空間を形成ひろばと一体感をつくる
大きな開口部

連続する庇（ひさし）を利用した
天候に影響されにくい屋外活動スペース
・イベント等の開催
・自衛隊車両等の災害支援車の利用

除雪等を考慮して
腰壁を立ち上げる

屋上テラスへ続く階段

連続する庇（ひさし）による
風雪を避けやすいメインアプローチ

子育て支援エリアの様子が感じられる駐車場から庁舎 2階へスロープで
来庁できるバリアフリーブリッジ

防風板を覆うことで
室外機を外部に露出させない

視認性の良いメインエントランス 災害時には、連続する庇（ひさし）下の空間を
災害活動スペースとして活用できる

北西側立面図（幌別中学校側）

南東側立面図（ひろば側）

南西側立面図（来庁者駐車場側） 北東側立面図（公用車駐車場側）

■大きな円弧を描く特徴的な屋根形状

3.
5m

3.
5m
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登別市本庁舎建設基本設計

2-4　断面計画

太陽光パネル
1列あたり 5枚の設置を想定
太陽光パネル
1列あたり 5枚の設置を想定

2階屋根からの落雪は庇（ひさし）で受けることで
地上部に直接落下しないように配慮する
2階屋根からの落雪は庇（ひさし）で受けることで
地上部に直接落下しないように配慮する

旧陸上競技場のスタンドを再利用し
市民や職員の休憩スペースとして活用
旧陸上競技場のスタンドを再利用し
市民や職員の休憩スペースとして活用

敷地内園路の
歩行者ネットワーク
敷地内園路の
歩行者ネットワーク

自然光による明るい執務空間自然光による明るい執務空間

積雪を考慮した太陽光パネルの設置高さ積雪を考慮した太陽光パネルの設置高さひかりのみちのトップライトひかりのみちのトップライト 山並み形状による開放的な空間山並み形状による開放的な空間

庇（ひさし）による日射遮蔽庇（ひさし）による日射遮蔽

市長室 執務スペース 執務スペース

市民ホール市民ひろば

ひかりのみち

執務スペース 執務スペース
メンテナンス
通路 3.

5m

塩害による
腐食防止に配慮した
躯体手摺

塩害による
腐食防止に配慮した
躯体手摺

災害時の自衛隊などの防災関係機関の車両の通行を考慮した軒高さを確保
ひろばと連続したイベントスペースとして活用
災害時の自衛隊などの防災関係機関の車両の通行を考慮した軒高さを確保
ひろばと連続したイベントスペースとして活用

□空調（暖房、冷房）エネルギーの削減

外断熱によるコンパクトで高断熱・高気密な建築

• 2 層の庁舎棟はシンプルな平面形状として外壁面積を小さくします。

• 外断熱工法を採用し、壁や開口部の断熱性能を徹底的に高めて暖冷房負荷を削減します。

「ひかりのみち」の吹抜けを利用した自然通風

• 2 層の吹抜け空間を利用した煙突効果（温度差換気）で中間期の自然換気を促します。

• 2 階の斜めの屋根形状が夏季の東向きの卓越風を受け流し、上部の誘引効果で熱を排出します。

□照明エネルギーの削減

「ひかりのみち」から効果的に自然光を取り入れる

• 登別は年間を通した日照時間が比較的短いため、自然採光を行っても熱取得（冷房負荷）が小さい点が長所です。

• 中央の執務室は、ひかりのみちのトップライトから自然光を取り入れて 2面採光を確保し、照明負荷を削減します。

□登別の自然特性を生かした効率的で居心地の良い庁舎

• 登別の気候特性を生かし、消費エネルギーの小さな建築を目指します。

• 建築の性能を高め、再生可能エネルギーを活用し、最新の省エネ技術を組み合わせることでNearly ZEB を達成します。

□再生可能エネルギーの活用

屋根を利用した太陽光パネルの設置

• 山並み形状の屋根を利用して、屋上面に太陽光パネルを設置します。

• 発電効率のよい傾斜角度を設定し、積雪に考慮した高さにパネルを設置します。

□快適で安定した執務環境

床下を利用した居住域空調

• 執務室はOAフロアを利用した床吹き出しを基本とし、居住域を効率的に空調します。

• 吹出口は個別に風量を調整できる仕様とし、省エネで快適な室内環境をつくります。

感染対策に配慮したゆとりある空間と換気計画

• 市民、職員が利用する居室や共用部は、空間にゆとりを設けて密を防ぎ、自然換気と機械換気により充分な換気量を

確保します。吹抜けから空気が排出されることで、庁舎全体にゆるやかに空気が流れる心地よい環境となります。

設備更新に備えた天井システム

• 天井は、ルーバー等を設けた上に、ダクトや配管を露出で設置する計画とします。将来も容易に改変可能となります。
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登別市本庁舎建設基本設計

2-5　執務室計画

□執務室

• 執務室は見通しの良い一室空間を

基本とします。

• 基本的に職員が専用机を持たない

フリーアドレス制を導入します。

• 多様な座席レイアウトを設けるこ

とで業務内容に応じて働き方を選

択できる環境を整えます。

□会議室、相談室、打合せスペース

• 会議室は、会議形態、利用人数に合わせ柔軟に利用できるよう、可動間仕切りを設置します。

　  また会議運営に必要なモニター等の情報通信環境の整備を検討します。

• 相談スペースは、相談内容に応じてスペースを選択できるよう、間仕切りや個室化など複数のバリエーションを

持ったスペースを各階に設けます。

• 個室化が必要な相談室は、プライバシーに配慮して、遮音性を確保します。

• 日常的に必要となる打合せスペースや作業スペースを各階に確保します。執務室内に点在させることで、どこか

らでも利用しやすい環境を整えます。

• ウェブ会議への対応として、遮音性に配慮した集中ブースを設置します。

□収納

• 執務室内にグループ共有の収納棚を確保します。

• 執務室中央に設ける収納棚は、高さ 1m 程度までの背の低いものを基本として、執務スペースの開放感を確保し

ながら、一定の収納量を確保します。

• 壁面収納を多用し、ペーパーレス化できない書類の一時保管や共有書籍、文房具、消耗品を収納します。

• 各階に共用の物品庫を複数箇所に分けて設置します。

• 書庫は、紙文書のデジタル化を進めることで利便性の確保を図ったうえで、公共施設の空いているスペースへの

設置を検討し、庁舎内には設置しない計画とします。

□休憩室、ロッカー室

• 職員がリラックスしながら休憩や食事をとることができる休憩スペースを各階に設置します。

• 男女別の職員ロッカー室を各階に確保し、人数分の個人ロッカーと共用のコート掛けを設けます。

各階に職員の
休憩スペースを確保

各階に男女別の
ロッカー室を確保

各階に職員の
休憩スペースを確保

可動間仕切りで区画できる
ミーティングスペース

執務室内に
ミーティングスペースを
点在させる

相談内容に応じて選択できる
ブースや個室を設置

入口から認識しやすい
総合受付

開放的で親しみやすい
相談サロン

ゆったりとしたスペースを確保した
待合空間

執務室内に
ミーティングスペースを
点在させる

各階に男女別の
ロッカー室を確保

壁面には背の高い収納棚を
設置して収納量を確保

使い方に応じて分割して
利用できる会議室

WEB 会議に利用できる
個室ブース

共用の物品庫を各階に設置

□窓口サービス

• ワンストップサービスを基本とします。

• 総合受付にて用件の整理を行い、番号発券までを行います。

• 番号発券に際しては、セルフサービスと有人サービスの 2 種類

で行います。

• 窓口は「クイック窓口」と「ステイ窓口」の 2種類を設けます。

• 「クイック窓口」は「諸証明の発行等」を専門に行います。

• 「ステイ窓口」は「ライフイベント」と「その他相談等」につ

いて対応します。

• 窓口には間仕切りを設置するとともに、特定のグループ名や対

応する手続き内容等のサインを掲げないことで、窓口にいる来

庁者がどのような要件で訪れているかといった推察がされない

ようにし、プライバシーを確保します。

■窓口サービスの流れのイメージ

■窓口の運用フロー

■執務空間２階平面イメージ

■見通しの良い執務空間のイメージ■フレキシブルな執務レイアウトイメージ ■執務空間１階平面イメージ

背の低い収納棚を設置し
視線の抜けを確保

集中

打合せ・作業

クイック窓口

相談ブース 相談室

相談サロン

会議室

執務スペース

執務スペース

会議室

会議室

物品庫

物品庫

物品庫

耐火
書庫

休憩
スペース

女性
ロッカー

女性
ロッカー

男性
ロッカー

男性
ロッカー

休憩
スペース

窓口対応
窓口対応

一般執務

一般執務 一般執務

一般執務
一般執務 休憩

スペース

〇 諸証明等に関すること
• 住民票
• 納税証明
• 印鑑証明
• 戸籍謄本
• 保険料納付額確認書

〇 ライフイベントに関すること
書かない窓口
• 転入、転出、転居
• 結婚、離婚、出生、死亡

〇 各種相談
• 年金、納税、生活支援など

ステイ窓口

総合受付（1次対応）

来庁者
i

（ローカウンター）
クイック窓口
（ハイカウンター）

来庁者

①セルフ発券 ②有人発券
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登別市本庁舎建設基本設計

2-6　内装計画

区分 室名 床 壁 天井

市民関連諸室 １階市民スペース 防塵塗装コンクリート金ゴテ コンクリート化粧打ち放し ルーバー
２階市民スペース 防塵塗装コンクリート金ゴテ コンクリート化粧打ち放し コンクリート化粧打ち放し

執務関連室 １階執務スペース タイルカーペット（OAフロア） 石膏ボード+EP-G ルーバー
２階執務スペース タイルカーペット（OAフロア） 石膏ボード+EP-G コンクリート化粧打ち放し
その他個室 タイルカーペット（OAフロア） 石膏ボード+EP-G 岩綿吸音板

議会関連諸室 議場・ホール タイルカーペット（OAフロア） シナ合板 ルーバー
その他個室 タイルカーペット（OAフロア） 石膏ボード+EP-G 岩綿吸音板

子育て支援エリア ホールなど フローリング・カーペット 石膏ボード+EP-G ルーバー
クッションフロア

電気室・機械室 防塵塗装コンクリート金ゴテ グラスウールボード グラスウールボード
水まわり トイレ、給湯室など ビニル床シート 化粧ケイ酸カルシウム板 化粧石膏ボード

□市民スペース

• ひろばと連続し、利用頻度が高い 1 階の市民スペースには、外部仕上と同様の耐久性の高い仕上げを検討します。

防汚性に優れるとともに、外部と連続する一体感のある空間とし、入りやすい雰囲気をつくります。

• 2 階も 1階と同様の素材で統一することで、市民スペースとしての一体感を創出します。

□執務スペース

• 執務室の床はOAフロアとして、レイアウト変更にも対応可能な柔軟性を確保します。

□議場・ホール

• 多目的利用が可能な議場・ホールは利便性と親しみやすさを兼ねた内装とします。

• 会議室としての利用や、ミニコンサート等にも対応可能な吸音性能を確保します。

□子育て支援エリア

• 小さな子どもが利用する子育て支援エリアの床材には、足触りがよく温かみのあるフローリングやカーペット、クッ

ションフロアなどを検討します。

□電気室・機械室

• 電気室・機械室の壁には、グラスウールボードなどの吸音性が確保できる素材を選定します。

• 床は、メンテナンスや機器更新を考慮して、防塵塗装など耐久性のある床材を選定します。

□水まわり

• トイレや給湯室等の水を使用する部屋の床・壁には、耐水性のある素材を選定します。

• 防汚性や抗菌性が付加された素材の採用も検討し、高耐久化を図ります。

■１階ひかりのみち内装イメージ

■１階ひかりのみち、各種窓口内装イメージ

■内装イメージ（クッションフロア）■内装イメージ（防塵塗装コンクリート金ゴテ）■内装イメージ（構造躯体・塗装仕上げ）

■主要室の内装イメージ
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登別市本庁舎建設基本設計

2-7　サイン計画・デジタルサイネージ

□誰にとっても分かりやすいサイン

• 全ての来庁者にとって分かりやすく快適に庁舎を利用できる、ユニバーサルデザインに配慮したサイン計画とします。

• 情報が直感的に伝わるよう、表示内容はシンプルなものにします。

• ピクトグラム等の記号、英語や数字を併用し、外国人や色覚異常の方、高齢者にもわかりやすいサイン表示とします。

• ピクトグラムは、直感的に情報を理解できる内容とし、子どもや外国人など文字を理解しにくい方でも利用しやすい環境を整えます。

　  また建物デザインにふさわしいオリジナルピクトを検討し、空間全体での調和を図ります。

• 書体は、視認性が良く、公共空間で使用されている親しみのある書体を使用します。

• 誘導サインは、庁舎の入口から窓口まで一連の流れでスムーズに移動できる計画とします。

　  また点字表記や点字ブロックを併用して、視覚障がい者の方も安心して利用できるように配慮します。

• 総合受付は、来庁者が話しかけやすい堅苦しくないデザインとします。

□更新しやすいデザイン

• ニーズの変化や将来の変更にも対応できるデザインとします。総合案内サ

インなどは、組織改正などがあった場合にも対応できるよう、更新性に優

れた計画とします。

□建築デザインとの調和

• サインの形状、素材、色彩、書体、記号について、庁舎全体デザインとの

調和を図ります。統一された空間の中に情報が整理され、サイン自体も認

識しやすくなります。

□基本的な考え

• デジタルサイネージの導入を検討し、様々な情報をタイムリーに発信・更新できる環境を整えます。

• 庁舎の利用案内のほか、市の広報、観光情報やイベント情報などを来庁者へ発信します。

• 議会の開催状況の発信を検討し、開かれた議会の実現を目指します。

• 企業情報を発信するとともに、広告料収入を得られるように検討します。

• 災害発生時など、有事の際は緊急情報を発信します。

□ペーパーレスの情報発信

• デジタルサイネージを活用した検索システムにより、利用者が知りたい情報を簡潔に探すことが可能となります。

• 定期的に入替えが必要な紙広告やポスターの掲示をデジタル化することで、職員の管理にかかる作業負担を減らします。

サイン計画

デジタルサイネージ

■ピクトグラムや英語を併用したサインの例 ■利用者の目線にあわせて床に設けたサインの例 ■行き先がわかりやすい誘導サインの例

■タッチパネル式デジタルサイネージ■デジタルサイネージの導入例

■入れ替えが簡単にできる置き型サインの例 ■建物の用途にマッチしたサインの例■直感的に理解できるピクトサインの例

来庁者向け

・庁舎施設案内

・行政情報（試験、講習会、特別週間）

・会議情報

・各業務内容案内

・地域情報（周辺施設、イベント情報など）

・省エネ、創エネ情報
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2-8　省エネルギー計画・ZEB 計画

■省エネ断面計画イメージ

湿式外断熱工法
・ 外断熱とすることで、壁体内結露の防止や
躯体保護を行います。

・ 内部では躯体が蓄熱体となり、温度変化の
少ない環境をつくります。

・ 建物四周に庇（ひさし）を設け、夏期の日射を遮蔽し、
冷房負荷を軽減します。

・ 冬期の低い日射は取り込み、躯体蓄熱を活かし暖房
負荷を軽減します。

・ 外壁材を風雨や雪から保護することで、長寿命化を
図ります。

高窓自然換気
・ 高窓を利用した風力換気、または温度差換気による
効率的な自然換気を行い、空調負荷を削減します。

トップライトによる自然採光
・ 屋根面に設けたトップライトにより、建物中央部に
も効率的に昼光を取り込みます。

・ 北面の拡散光の取得や、ルーバーや遮光フィルムな
どにより、直射光を遮蔽しながら採光を行います。

リサイクル建材 /低環境負荷建材の活用
・ 水平循環型リサイクルタイルカーペットなど、使用
する材料はリサイクル品が利用可能か検討します。

LED 照明 / 調光制御
・ 人工照明は高効率な LED 機器を採用し、
電力負荷を削減します。

・ 昼光連動センサーや人感センサーによる自
動調光制御の導入を検討します。

高効率設備機器 /風量制御
・ 空調機器は高効率機器を採用し、1 次エネルギーを
削減します。

・ 効率的な省エネ運転のため、変風量、変流量制御の
導入を検討します。

高性能ガラスの開口部
・ 真空ガラスや Low-E 複層ガラス（アルゴ
ンガス入り）を併用し、開放性と高い断熱
性を両立します。

庇（ひさし）による日射遮蔽・躯体保護
パッシブ パッシブ パッシブ

パッシブパッシブパッシブ

アクティブ

アクティブアクティブ

・ 太陽光発電を導入し、創エネを行います。

・ 屋根勾配を活かし効率的な角度で太陽光
発電パネルを設置します。

太陽光発電

新庁舎

・外断熱 /高性能ガラス+断熱サッシ
・庇による日射遮蔽

・温度差換気+自然通風

・居住域空調

・トップライトによる 2面採光
・LED昼光利用制御

・高効率機器（ファン・ポンプ・照明等）

・BEMS による計測チューニング
・エネルギーデータの見える化

外皮性能

自然エネルギーの
パッシブ活用
再生エネルギーの活用
空調の効率化

高効率設備導入

自然光利用
照明制御の効率化

最適化した運用

・太陽光発電創エネの活用

市長室

市民ホール

執務スペース

執務スペース

ひかりの
みち

学習スペース

□登別の自然特性を生かした効率的で居心地の良い ZEB 庁舎

• 自然光や通風などの自然エネルギーを活用した「パッシブ」手法と、高効率の設備

機器を活用した「アクティブ」手法を組み合わせることで、消費エネルギー全体を

削減します。

• 最新の省エネ技術と創エネ技術を組み合わせることでNearly ZEB を達成します。

■Nearly ZEB 達成へのロードマップ

庇（ひさし）による日射遮蔽
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登別市本庁舎建設基本設計

2-9　ユニバーサルデザイン計画

屋外への出入口の幅等
スロープの勾配
廊下の構造・幅員等
階段の構造・手すり等
居室の出入り口の幅等
便所の出入り口の幅等

階段の寸法、手すりの設置、廊下の幅等

駐車スペース
便所の仕様・設置等
敷地内の通路
移動円滑化経路の仕様等
案内設備
案内設備までの経路

高齢者、障害者等の移動等の
円滑化の促進に関する法律
（バリアフリー法）

移動円滑化基準適合義務

建築基準法 適合義務

北海道福祉のまちづくり条例 届出義務

関係法令・基準 適合状況 規程内容

ユニバーサルデザイン計画の基本方針

年齢や性別、障がいの有無や国籍によらず、すべての人に対して安全でわかりやすく利用しやすい庁舎、市
民に広く開かれた庁舎とします。

□わかりやすい建築の構成　　　　　　
　　　　　　　

□ゆとりがあり、わかりやすい動線計画

□来庁しやすい建物四周の庇（ひさし）

□車椅子利用を前提とした計画

□滑りにくく段差のない床

□わかりやすいサイン計画　　　

　　　　　
　　　　　
□エレベーター　　　　　　

□誰もが利用しやすいトイレ バリアフリー関係法令・基準の整理

関係法令・基準を下記に示します。

• １階に市民の利用率が高い機能をまとめます。

• 議場を 1 階に設け、市民に開かれた施設として多目的な利用を可能

とします。

• 来庁者が視認しやすい位置に、総合受付、執務室、エレベーター、

階段を設けます。

• ゆとりがあり、分かれ道のない動線を基本とし、利用者が利用しや

すい計画とします。

　　　　　　　　　　　　　

• 建物四周に庇（ひさし）を設け、悪天候時でもスムーズな来庁を可

能にします。

• 共用部をはじめ執務スペースにおいても車椅子の通行に支障の生じ

ないスペースを確保します。

• 議場の傍聴スペースには、車椅子スペースや、子どもと一緒に利用

できる親子部屋を計画します。

• 思いやり駐車場を庇（ひさし）の下に計画します。

• 多くの方が利用される部分は滑りにくく段差のない床面に配慮しま

す。

• 窓口案内は煩雑ではない直感的にわかりやすいデザインとします。

• それぞれのサインは大きな文字やピクトグラム、わかりやすい色彩、

点字表記等を利用した視認しやすいデザインとします。

　　　　　　　　　　

• メインの風除室に近接してエレベーターを設置します。

• 11人乗りまたは13人乗りとして検討します。

• 視覚の不自由な方も利用しやすい点字サインや音声案内を検討します。

• 誰もが利用しやすいトイレを計画します。

• オストメイト付きのバリアフリートイレを各階に設けます。

• トイレには、ベビーキープを計画します。

• LGBT トイレを計画します。

• なお、1 階については、来客が多いことから冬着や大きな荷物を持

つ利用者に配慮したトイレブース のサイズや仕様を検討します。

■２階平面イメージ

■１階平面イメージ

執務室

執務室

物品庫

会議室
会派室正副議長

議会
事務局 議会図書

委員会室議場
吹抜け

HWC

WWC

MWC ギャラリー 相談

秘書 応接 副市長 市長
会議

無線

産業医

電気
発電機

男性
ロッカー

女性
ロッカー

男性
ロッカー

女性
ロッカー

物品

教育長

会議

風除

郵便

印刷
作業
物品

会議
会議 臨時窓口スペース

ひかりのみち
（市民ホール） 記者町内

会
社会
福祉

健診ホール
プレイ
ルーム

事務

宿直

指定金融機関

受水槽
消火ポンプ

会計 組合 監査 会議

収納 物品

耐火
書庫WWC

MWC

HWC

相談 相談

風除

ネウボラ
ルーム 物品庫

サーバー

相談
相談

議場・ホール

MWC

WWC

HWC

MWC

HWC
歯磨き

WWC MR

風除

会議
（災害対策本部）

バリアフリートイレ
各階設置

バリアフリートイレ各階設置

2階傍聴席に車椅子スペースを確保

子どもと一緒に利用できる親子部屋

1階に配置する
多目的利用が可能な議場・ホール

車椅子でも通行可能な寸法の確保

高低差を利用した駐車場から
来庁できるブリッジスロープ

メインエントランスから
すぐ視認できる
総合受付、階段、エレベーター

庇（ひさし）の下を歩行する
フラットなエントランスライン

誰もが使いやすい大きさの
トイレブース

庇（ひさし）の下に
思いやり駐車場

オストメイト付き
バリアフリートイレ

LGBT トイレ

ゆとりがあり分かれ道のない動線

バリアフリートイレ
各階設置
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■セキュリティレベル区分イメージ

（基本計画 P30 表 -17 より）

登別市本庁舎建設基本設計

2-10　セキュリティ計画

レベル１

レベル２

レベル３

レベル４

〇

〇

×

×

〇

〇

〇

△

市民スペース（各種窓口、待合など）、
ホールなど（子育て支援エリア）

議場、相談室・会議室（市民スぺース側）
関連団体・協力団体諸室など

執務室、会議室（職員用）、
ロッカー、倉庫など

重要で機密性の高い情報を扱う書庫、
サーバー室など

業務時間内は来庁者が自由に出入り
できるオープンな空間とする。

窓口では対応できない場合の打合せ
や会議等で利用するエリアで、基本
的に職員を伴う利用とする。

来庁者の立入りは原則不可とし、職
員もカードキー等の認証による出入
を検討する。

限られた職員のみが出入りできる。

セキュリティ
レベル 対象諸室イメージ

立入りの可否
来庁者 職員

特定職員

セキュリティイメージ

執務室

執務室

物品庫

会議室
会派室正副議長

議会
事務局 議会図書

委員会室議場
吹抜け

屋上テラス

HWC

WWC

MWC 音響
ギャラリー 相談

秘書 応接 副市長 市長
会議

無線

産業医

電気
発電機

男性
ロッカー

女性
ロッカー

男性
ロッカー

女性
ロッカー

物品

会議

風除

郵便

印刷
作業
物品

会議会議物品 臨時窓口スペース

ひかりのみち
（市民ホール） 記者町内

会
社会
福祉

健診ホール
プレイ
ルーム

事務

宿直

指定金融機関

受水槽
消火ポンプ 会計 組合 監査 会議

収納 物品

耐火
書庫WWC

MWC

HWC

相談 相談
ネウボラ
ルーム
風除

物品庫

サーバー

相談相談

議場・ホール

MWC

MWC

HWC
歯磨き

WWC MR

風除

会議
（災害対策本部）

□オープンな空間と情報管理を両立するセキュリティ計画

• 各階に市民開放スペースを設けたオープンで見通しの良い空間構成としながら、

セキュリティレベルごとに適切な警備システムを設ける計画とします。

□高精度なシステムを活用した入退室管理
• セキュリティレベルに応じた適切な入退室管理システムを導入します。

• 職員のみが利用する部屋は、カードキー等で確実に施錠管理を行います。

• 限られた職員のみが利用するセキュリティレベルの高い部屋については、

虹彩認証など高精度な管理システムの導入を検討します。

■２階平面イメージ

■１階平面イメージ

■カードキーによる施錠管理のイメージ ■虹彩認証によるタッチレス認証のイメージ
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活動拠点室

活動支援室

活動通路

被災者の受け入れ
の可能性のある室

活動上重要な
設備室

危険物を貯蔵
または使用する室

一般室

機能停止が
許されない室

大地震後に災害応急対策活動の拠点となる室

大地震後の活動拠点室における活動を支援する室で、通信・連
絡、水・電気の確保に関する業務を行う必要最小限の室

外部、活動拠点室、活動支援室及び活動上重要な設備室のそれ
ぞれを結ぶ交通動線となる通路、ホール及び階段

不特定多数の被災者を受け入れて、一時的な生活の場として提
供することができる室

災害対策の指揮及び情報伝達のための施設において、情報の中
枢となる電算室、活動上必要な設備機器等を設置する室

危険物を貯蔵または使用する室で、大地震による転倒または破
損等により施設及び周辺の安全を損なうおそれがある室

上記以外の室であって、災害対策活動とは直接関係のない室

大地震時においても原則として支障なく通常どおり機能する必
要のある室

会議室 ( 災害対策本部設置 )
市長室
副市長室
応接室
総務部総務グループ
秘書広報グループ
無線室（Jアラート含む）
上記に近接する主要な会議室

サーバー室
機械室、電気・発電機室、受水槽
トイレ、給湯室
備蓄庫

通路
階段

議場、市民スペース
子育て支援エリア

無線室（Ｊアラート含む）､
サーバー室

電気・発電機室

上記以外の室

無線室（Ｊアラート含む）
サーバー室

室名 定義と目的 該当諸室

■災害時設備対応表

■非常用発電機対応室凡例

■災害時等の施設機能

登別市本庁舎建設基本設計

2-11　災害時対応計画

冷暖房可能室

利用可能トイレ
コンセント 　　     
照明　　　　　　

照明
コンセント 

：通常時同様に利用可能
：通常時同様に利用可能

：通常時の 30％利用可能
※特定の差し込み口に災害時利用可能表記

：移動等に支障ない照度を確保

共用部照明
（移動に支障ない照度を確保） 　　     

－

非常用発電機から供給

切り替え弁にて排水槽に放流市下水道へ放流

飲用水：受水槽から供給
雑用水：受水槽から供給

飲用水：受水槽から供給
雑用水：受水槽から供給

－

－

非常用発電機により供給

非常用発電機

非常用発電機（燃料：灯油）により供給
燃料備蓄容量は72時間とする

※対応時間は非常用発電機に依存
電気による運転

貯水容量は72時間とする
汚水は災害収束後衛生車にて回収・消毒

飲用水貯水容量：一人当たり3L×1日分×職員数

－

熱源

暖冷房

排水

給水

電気

平常時 災害時 備考

雑用水貯水容量：一人当たり30L×3日分×職員数

執務室

（総務グループ）

執務室

物品庫

会議室
会派室正副議長

議会
事務局 議会図書

委員会室議場
吹抜け

屋上テラス

HWC

WWC

MWC 音響
ギャラリー 相談

秘書 応接 副市長
市長

会議

無線

産業医

電気
発電機

男性
ロッカー

女性
ロッカー

男性
ロッカー

女性
ロッカー

物品

教育長

会議

風除

郵便

印刷
作業
物品

会議会議 臨時窓口スペース

ひかりのみち
（市民ホール） 記者町内

会
社会
福祉

健診ホール
プレイ
ルーム

事務

宿直

金融機関

受水槽
消火ポンプ 会計 組合 監査 会議

収納 物品

耐火
書庫WWC

MWC

HWC

相談相談ネウボラルーム

風除

物品庫

サーバー

相談相談

議場・ホール

MWC

WWC

HWC

MWC

HWC
歯磨き

WWC MR

風除

会議
（災害対策本部）

□災害対策拠点としての対応計画

■2階平面イメージ

■1階平面イメージ
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登別市本庁舎建設基本設計

2-12　フェーズフリー計画

□フェーズフリーを取り入れた防災機能

•「フェーズフリー」とは、「日常時」と「非常時」という二つのフェーズをフリーにするという意味で、

身のまわりにあるモノやサービスを、日常時はもちろん、非常時にも役立てようという考え方です。

( フェーズフリー協会HPから引用 )

• これまでの「日常時の施設＋非常時の備え」で構築されてきた建物ではなく、「フェーズフリー＝日

常時の価値が非常時の価値に連続的につながる」を具現化した庁舎を目指します。

• 庁舎及びその周辺環境に日常から存在する可能性のある脆弱性を、フェーズフリーの発想のもと、

日常の価値によって改善し、結果として災害の発生を防ぎます。

■災害時等の機能転換

■２階平面イメージ

■１階平面イメージ

被災者受け入れスペース議場・ホール
市民スペース

活動支援室サーバー室
機械室

電気・発電機室
受水槽・消火ポンプ室
家具収納・備蓄庫

トイレ

庁舎北側駐車場
公用車駐車場庇（ひさし）

災害物資搬出入拠点

公用車駐車場 各避難所を繋ぐ公用車駐車場

来庁者駐車場
健診車スペース

被災者受け入れ

屋上テラス 周辺状況確認・被災者受け入れ

南側庇（ひさし） 緊急・救急車両　車寄せスペース
急病人搬送/物資搬出入/炊き出し

市民ひろば（若者・幼児・健康） 防災ひろば
緊急・救急車両駐車スペース

平常時 災害時 備考

活動拠点室会議室（災害対策本部室）
会議室
市長室
副市長室
応接室
秘書室

執務室（総務部）
無線室

円滑な災害対応を可能にする可動間仕切り、
机、モニター、電源の常設と転換利用

活動拠点室への電源、情報通信、飲料水、排
水等を常時確保し利用

ゆったりとした家具の常設
災害時は床にマットを敷いて安静に利用

障がい者や子育て世帯等の
被災者受け入れスペース

子育て支援エリア 吸音・クッション性のある床材
ゆったりとした家具の常設
災害時は床にマットを敷いて安静に利用

十分な広さのひろばでイベントスペースか
ら市民の屋外避難場所に転用

天候に左右されず市民ホールと一体利用で
きるイベントスペースから、緊急車両や応援
車両の駐車・通行スペースに転用

来庁者用駐車場から市民の屋外避難場所に
転用

庁舎用務駐車場から各避難所への災害物資
の搬送用車両駐車場に転用

庁舎北側通路はメンテナンス通路から、緊急
車両駐車・通行スペースに転用
公用車駐車場側の庇（ひさし）下のスペース
は、庁舎用務駐車場から災害物資搬出入拠
点・土のう製作等の災害活動拠点へ転用

展望テラスから市民の屋外避難場所に転用

執務室

（総務グループ）

執務室

物品庫

会議室
会派室正副議長

議会
事務局 議会図書

委員会室議場
吹抜け

屋上テラス

HWC

WWC

MWC 音響
ギャラリー 相談

秘書 応接 副市長
市長

会議

無線

産業医

電気
発電機

男性
ロッカー

女性
ロッカー

男性
ロッカー

女性
ロッカー

物品

教育長

会議

風除

郵便

印刷
作業
物品

会議会議 臨時窓口スペース

ひかりのみち
（市民ホール） 記者町内

会
社会
福祉

健診ホール
プレイ
ルーム

事務

物品

宿直

指定金融機関

受水槽
消火ポンプ 会計 組合 監査 会議

収納
物品

耐火
書庫WWC

MWC

HWC

相談 相談ネウボラルーム

風除

物品庫

サーバー

相談相談

議場・ホール

MWC

WWC

HWC

MWC

HWC
歯磨き

WWC MR

風除

会議
（災害対策本部）

屋上テラス⇔市民の屋外避難場所

会議室⇔災害対策本部室近接執務エリア⇔連携する執務エリア

電気室⇔自家発電機室

家具収納⇔災害物資の搬入

議場・ホール⇔一時避難スペース

総合受付⇔避難の受付

バリアフリートイレ
⇔シャワールーム

緊急・救急車両　車寄せ

市民ホール
⇔一時避難スペース

市民ひろば
⇔防災ひろば

子育て支援エリア
⇔一時避難スペース

情報通信の確保

鉄骨柱に
フックを
取り付けて
幕を設置

公用車駐車場
⇔災害物資搬出入拠点

メンテナンス通路
⇔緊急車両駐車・通行
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1. 構造基本方針 

・構造計画方針として、建築計画に適合するとともに、安全性･耐久性･施工性･経済性を考慮した設計を行います。 

・建築基準法、同施行令、関連告示、および日本建築学会の諸規準に従って設計を行います。 

・本建物は庁舎であるため、大震災時には防災に係る業務の中心的施設となることから、Ⅰ類の構造体(重要度係数 1.50)

とします。 

国土交通省「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準」より

 

2. 構造計画 

 
（１）建物概要 

・本計画は庁舎を主用途とし、子育て支援エリア、金融機関等を含む施設です。

・外形は長辺 87[m]×短辺 30[m]の矩形に長辺 135[m]×短辺 15[m]の矩形が南側に取り付いた平面形状で、地上 2 階、

高さ約 12.2[m]の建物です。

 

（２）構造計画 

・構造種別は鉄筋コンクリート造とし、XY 両方向とも純ラーメン構造とし、外周の大庇の先端については部分的に鉄骨

柱で支持します。 

・二階屋根は傾斜屋根とし、リブ付きプレキャストコンクリート床版によって構成します。 

・二階の屋根形状によって生じる短辺方向のスラスト（屋根から受ける水平方向に作用する長期的な荷重）は、

　両端の柱断面を大きくすることによって処理します。 

・柱断面は 800x800～800x1200[mm]、梁せいは 700～1100[mm]とします。 

・耐震設計ルートは XY 両方向ともルート 3（各階各方向の保有水平耐力が必要保有水平耐力以上となることを確かめる）

　とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■解析モデルアクソメ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■プレキャストコンクリート床版断面 ■Y方向軸組図 

分類 耐震安全性の目標重要度係数

Ⅰ類
大地震後、構造体の補修をすることなく使用できる。

人命の安全確保と十分な機能確保を図る。
1.5

Ⅱ類
大地震後、構造体の大きな補修をすることなく使用できる。

人命の安全確保と機能確保を図る。
1.25

Ⅲ類

大地震により構造体の部分的な損傷は生じるが、

全体の耐力の低下は著しくないこと。

人命の安全確保を図る。

1.0

■2F 伏図 
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3. 構造計算基本事項 
 

（１）準拠規準 

 ・建築物の構造関係技術基準解説書          (2020 年版) 

 ・官庁施設の総合耐震・対津波計画基準及び同解説   (2021年版) 

 ・建築構造設計基準及び同解説     (2021 年版) 

 ・鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説    (2018 年版) 

 ・鋼構造許容応力度設計規準     (2019年版) 

 ・建築基礎構造設計指針      (2019 年版) 

 ・建築物荷重指針・同解説          (2015 年版) 

 

（２）構造材料 

材料は原則として日本工業規格(JIS 規格)品とします。 

 ・コンクリート ：Fc = 21~30 [N/mm2]  ・鉄骨 ：SN490、 SN400、 SS400、 STK400 等 

 ・鉄筋  ：SD390(D29 以上)、 SD345(D19～D25)、 SD295A(D10～D16) 

  

（３）荷重及び外力 

本建物の構造設計に採用する荷重及び外力は次のとおりとします。

 ・固定荷重 ・積載荷重 ・地震荷重 ・風荷重 ・積雪荷重 

 

■ 主な積載荷重 
単位：[N/m2]

床・小梁用  大梁・柱・基礎用 地震力用

3500 3200 2100

3500 3200 2100

2900 1800  800

7800 6900 4900

4900 2400 1300

 980  600 400

令第 85条 集会場(非固定席) 

※「令」は建築基準法施行令を示す。

備考

令第 85条 集会場(非固定席) 

令第 85 条 事務室 

建築構造設計基準 倉庫 

建築構造設計基準 機械室 

建築構造設計基準 屋上 

 

地震荷重 

建築基準法施行令第 88 条より算定します。

 Qi = Ci × Wi × I 

 Ci = Z × Rt × Ai × Co 

 Qi ：i 階に生じる層せん断力   Wi ：i 階より上の部分の建築物重量の和 

 I ：重要度係数（=1.50、二次設計時） 　　　　 Z ：地震地域係数 (=0.9) 

 Rt ：振動特性係数    Ai ：i 階の層せん断力分布係数 

 Co ：標準せん断力係数（一次設計時：0.2、二次設計時：1.0）

 

風荷重 

建築基準法施行令第87条及び平成12年5月31日建設省告示第1454号の規定に基づいて算出した設計用風荷重

に対し、建築物の構造耐力上主要な部分に損傷が生じない ことを確認します。

なお風荷重算定用の諸元値は次のとおりとします。 

基準風速：34[m/s] 地表面粗度区分：Ⅲ 建物高さ：12.2[m]    

■ 積雪荷重 

建築基準法施行令第 86条及び平成12年5月31日建設省告示1455 号に定める積雪荷重に対して、各部材に

作用する応力が短期許容応力度以下である ことを確認します。

なお積雪荷重算定用の諸元値は次のとおりとします。 

積雪の単位重量：20[N/㎡/cm]] 垂直積雪量：70[cm] 

（４）構造計算方針 

・解析方針 

本建物は鉄筋コンクリート造であり、その平面および立面形状を考慮して、架構を線材置換した立体フレ 

ーム解析を行います。 

■ 一次設計 

a) 応力解析には下記の線材置換解析プログラムのいずれか、あるいは複数を使用します。 

・「Super Build / SS7」（ユニオンシステム株式会社） 

・「ｍidas iGen」（株式会社マイダスアイティジャパン） 

・「SEIN La CREA」（株式会社NTT ファシリティーズ） 

b) 地震層せん断力は建築基準法施行令第88条の規定に基いて算定します。 

c) 部分的な特殊荷重については適切に評価します。 

d) 主要な構造部材の断面算定については、参照する指針・諸規準等に準拠して、いずれも許容応力度

以下であることを確認します。 

■ 二次設計 

a) 保有水平耐力の算定は一次設計と同様の保有耐力計算プログラムを用います。 

b) 各階の保有水平耐力は標準せん断力係数を C=1.00 とした場合の各階の必要保有水平耐力以上で 

あることを確認する。重要度係数は 1.50 とします。 

4. 基礎計画 

地盤調査の柱状図によると、GL-25～30m近辺からN値の大きい砂礫層が堆積しており、この砂礫層を 

支持層とする杭基礎として計画します。杭種はコストおよび施工性を考慮して決定します。 

室名

屋上(歩行)

市民ホール、議場

事務室、会議室

倉庫、備品庫等

電気室・機械室

傾斜屋根

登別市本庁舎建設基本設計

2-13　構造計画
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2-14　電気設備計画

1. 電灯設備計画
（１）電灯幹線
・ 2階電気発電機室の受変電設備から各階の分電盤に負荷の容量に応じて電源供給します。
・ ケーブルの敷設は将来対応も考慮しケーブルラック上敷設を原則とします。
・ 配電電圧は単相３線２００Ｖ／１００Vとします。
・ 庁舎1・2階、金融機関、子育て支援エリア、外灯、別棟の系統分けを検討します。
・ 幹線の二重化は、電力を供給する負荷の重要度を考慮し検討します。

（２）電灯分岐
・ 照明器具は省エネとしてLED器具を採用し、各室の用途にあった効率の良い器具を
選定し、快適な視環境を作ります。

・ 照度は建築設備設計基準、ＪＩＳ照度基準表を参考にして計画します。
・ 照明制御はＺＥＢ対策、省エネ、ＣＯ２削減を考慮します。
・ 廊下・トイレ・倉庫等に人感センサーによる照明制御を採用し、
使用電力量の削減を図ります。

・ 主要室の照明については、１階宿直室で一括管理できるよう計画します。
・ 調光制御で昼光を取り込むことにより、室内照明の照度を適正に保持する照明計画とします。

（３）コンセント分岐
・ 壁付けコンセント、USB-TYPE C充電対応型、OAフロアコンセントを事務機器の
電源及び保守用、清掃用等に必要な位置に、また屋外コンセント、バス検診対応
コンセントを将来の利用形態変更を考慮して配置します。

（４）非常照明・誘導灯
・ 建築基準法及び消防法に基づき、蓄電池内蔵型を設置します。

2. 動力設備計画
（１）動力幹線
・ 電灯幹線計画にならい計画します。
・ 配電電圧は三相３線２００Ｖとします。

（２）動力分岐
・ 各動力機器への電源供給及び警報ならびに制御用の配線を行います。
・ 各負荷回路は原則として、１台ごとの専用回路とします。
・ 一般分岐回線はMCCB、水回り機器分岐回線はELCBとします。
・ 警報盤は２階執務室に設置し、１階宿直室にも警報が分かるようにます。

３. 受変電設備計画
・ 屋内型キュービクルを2階電気発電機室に設置し、一般動力、電灯分および保安動力、
電灯、屋内消火栓ポンプ、EV充電器、外灯として各負荷等へ電源供給を行います。

・ 変圧器は油入とします。
・ 接地極は個別接地とします。
・ 設置は建築設備耐震設計・施工指針により耐震性を確保します。
・ 力率改善及び高調波対策として、進相コンデンサ及び直列リアクトルを設置します。

４. 発電設備計画
・ 停電時対応として防災負荷および保安負荷に電源供給する計画とし、自然災害等による
停電時でも庁舎機能を維持、継続するための最低限の電源を確保します。

・ 停電時の非常電源として、屋内用パッケージ型非常用ディーゼル発電機（長時間・超低騒音型）を
屋内キュービクルに隣接して設置します。

・ 非常電源は、法規上の必要箇所並びに下記箇所等へ電源供給を行い施設運営維持を行います。
供給対象：執務室PC（一部）、防災行政無線電源（Ｊアラート含む）、サーバー電源、
　　　　　通信・連絡用機器、TVブースター電源,災害対策室のコンセント、
　　　　　執務室コンセント、照明設備、空調設備、防災用設備、受水槽、消火ポンプ
　　　　　非常放送、トイレ、非常用照明、誘導灯

・ 発電機容量は３φ２００Ｖ４００ｋＶＡ相当にて計画します。
・ 主燃料槽は地上タンクとし、７２時間分の燃料備蓄を行います。
・ 設置は建築設備耐震設計・施工指針により耐震性を確保します。
・ 振動対策として防振ゴム又は防振装置付き架台を設置します。
・ 発電機性能の確保のために定期的に保守を行い、発電が必要な発災時に発電できるようにします。
・ 長期的な商用電力途絶に備え電源車を受け入れる設備を計画します。
・ 庁舎への引込は耐震性を考慮しボックスカルバートを敷設の上、フレキシブル配管とします。

５. 太陽光発電設備計画
・ 環境への配慮、自然エネルギーの有効利用、災害時の重要負荷への電源供給から、
屋上の発電効率に適した屋根面に太陽光発電パネルを設置し自家消費型とします。

・ 太陽光発電容量は計250ｋＷを計画します。
・ パワーコンディショナーは2階電気発電機室に設け、系統連系を行います。
・ 災害対策とＺＥＢへの対応を考慮し、蓄電池を併設する計画とします。
・ 蓄電池容量は150kW相当を計画します。
・ 設置は建築設備耐震設計・施工指針により耐震性を確保し風圧力の吹上等に対して設置する
ことで、地震や荒天に耐えることのできる工法とします。

６. 電気自動車用充電設備計画
・ 電気自動車の充電用電力を安定的に供給できるものとし、保全性や電気自動車の使用状況
などを考慮して適切に計画します。

・ 充電装置は普通充電装置・急速充電装置を計画します。
・ 充電器への給電は、太陽光発電設備のパワーコンディショナーとキュービクルを経由する
系統連携とします。

７. 電力計測設備計画
・ 系統および用途等に応じ計量器を設け、エネルギー使用量の把握や表示（見える化・見せる化）が
可能な計画とします。
また、デマンド電力の監視を行い、契約電力の抑制を図る計画とします。

８. 構内情報通信網設備計画
・ 情報用サーバーを１階サーバー室に設置する計画とします。
・ 無線LANを原則として計画します。
・ スイッチングＨＵＢを計画します。
・ １階サーバー室への引込用空配管及び情報用サーバー以降、情報用アウトレット
（CAT6A）までの配管配線を行います。
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１３. 誘導支援設備計画
（１）インターホン
・ 来庁者の受付用、エレベーター用のインターホン設備を計画します。
・ 思いやり駐車場、メイン風除室に体の不自由な市民が来庁した際に
庁舎へ誘導できるよう検討します。

（２）トイレ等呼出
・ 多目的トイレに呼出用押しボタンを設置します。
・ トイレ外部に表示灯やブザーを設置し、異常発生時の対応をすることにします。

１４. テレビ共同受信設備計画
・ 屋外に共聴用アンテナ（ＵＨＦ）、FM、AM、防災アンテナ（マスト）、水道グループ
　 アンテナを設置（自立柱支持）して、混合器・分配器等を経由し各所アウトレットまで
配管配線します。

・ ブースターの電源は災害時に視聴できるように自家発電設備回路にします。

１５. 監視カメラ設備計画
・ 監視カメラは施設管理および防犯用とし、風除室入口、風除室内、１Ｆ共用部、２Ｆ共用部、
その他監視カメラが必要とされる位置に計画します。

・ モニター及び録画装置等は総合防災盤内に設置します。
・ 伝送方式はネットワーク方式とし、記録時間は１ヶ月程度とします。

１６. 議場放送設備計画
・ 効果的な議会運営を実現するため、各種音響装置と映像装置を統合した議場システムを
計画します。

（１）音響設備
・ 指向性の高いマイクやデジタルミキサの調整により、ハウリングが起きにくい音環境を
構築します。

・ マイクユニットを採用し、会場設営の容易化、議場の多目的用途での
利用とする計画とします。

・ ソリッドステートレコーダーを採用し、容易な音声データーの管理と、クリアな音質で
録音することによる、会議録作成の省力化とする計画とします。

（２）映像設備
・ ＨＤカメラで撮影した映像を音声とともに庁舎内で中継を行うことで、来庁者へ議会への
関心を促すとともに職員も議会の流れを確認できるよう計画します。

・ 議場内外モニタによる各種表示（発言者映像など）を行い、議論・傍聴・視聴しやすい
議会運営とする計画とします。

（３）議会運営装置
・ 音響装置と映像装置を統合してシステム全体を集中制御し、スムーズな議会運営と、
議会事務局職員が操作しやすい環境を構築します。

９. 構内交換設備計画
・ ＭＤＦを1階サーバー室に設置する計画とします。
・ 電話交換機はクラウドＰＢＸとしスマートフォンによる運用を主体として計画します。
・ 外線電話の着信を全てスマートフォンで行うことで、固定電話機は原則災害対策用を除き
廃止することを検討します。

・ 端子盤以降、電話用アウトレットまでの配管を行います。

１０. 情報表示設備計画
（１）デジタルサイネージ
・ パソコンから各種案内情報をタイムスケジュールに沿って、デジタルサイネージに
表示させる計画とします。

・ デジタルサイネージの設置個所は、来庁者が認識できる位置に設置し、観光、イベント、
議会、市政等の情報を表示します。

（２）時刻表示装置
・ 館内の正確な時刻表示を図ることを目的に、時刻表示（電気時計）装置を計画します。
・ 親機は総合防災盤に組込みとします。
・ 時刻補正は、テレビ電波（UHF:テレビ共同受信設備より分配）を受信し、自動修正を
行うものとします。

・ チャイム機能、プログラムタイマー機能を有し、本体及びＰＣによる各種設定・制御が
可能なものとします。

１１. 拡声設備計画
・ 業務放送兼用型非常放送設備とし、平常時の館内放送と火災時の非常放送を放送します。
・ 放送アンプは総合防災盤に組込むものとします。
・ 放送アンプには自動音声再生装置等を設け、平常時の案内放送（定型）や緊急時の
放送を再生するものとします。

・ 宿直室に非常用リモコンマイクを設置します。
・ ＢＧＭプレーヤーを設け、館内ＢＧＭ放送を検討します。

１２. 映像・音響設備計画
・ 各会議室にWEB会議に対応できる会議用ディスプレイ機器を計画します。
・ ２階会議室（災害対策本部）は常設、他の会議室は移動式とします。
・ 映像入力：BDレコーダー（入出力兼用）、
　　　　　外部入力（HDMI、USB Type-C、PC想定）

・ 映像出力：超短焦点型プロジェクター（80インチモニター相当、移動ワゴン共）、
　　　　　移動型スクリーン

・ 音響入力：マイク（ワイヤード、ワイヤレス）、
　　　　　SD/SDHC/USB/CDレコーダー（入出力兼用）

・ 音響出力：メインスピーカー（天井吊下型）
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１７. 防犯・入退出管理（機械警備配管）設備計画
（１）防犯設備
・ 外壁開口部に面する諸室及び廊下等や重要物品を収容する諸室に空間センサーを
設置できるよう空配管、ボックスを設置する計画とします。

・ 夜間及び閉庁日に不審者や部外者が進入した際センサー等で把握し緊急対応
できるようにします。

（２）入退出管理設備
・ 風除室や管理の必要な重要室（サーバー室、無線室など）にカードリーダーや
虹彩等を使用した生体認証による電気錠制御を可能とする計画（空配管、ボックス）
とします。

（３）鍵管理設備
・ 公用車の鍵を管理するため、鍵管理システムを導入します。

１８. 火災報知設備計画
（１）自動火災報知
・ 消防法及び市条例により計画します。
・ 受信機はＰ型とし、総合防災盤に組込むものとします。

（２）自動閉鎖
・ 煙感知器連動の防火扉等を制御します。

１９. 無線通信設備用空配管設備計画
・ 防災行政無線、防災放送などの対応として空配管を敷設します。
・ 防災行政無線等の機器は災害時にも使用できるように現庁舎同様に
無停電装置を設置する等の計画とします。

・ 防災行政無線等のアンテナを設置できる架台等を計画します。

２０. 構内配電線路設備計画
・ 構内柱まで架空にて引込み、建物まで地中埋設配管とします。
・ 庁舎への引込は耐震性を考慮し庁舎引込手前でハンドホールを設置の上、
フレキシブル配管とします。

２１. 外灯設備計画
・ 敷地内の必要箇所に外灯を適宜設置します。
・ 避難広場を考慮し、発電機回路又は太陽光電池付き外灯等の配置を計画します。
・ ソーラータイマー及び時刻タイマーで照明を制御します。

２２. 構内通信線路設備計画
・ 通信線路設備のルート等は構内配電線路設備と同様とし計画します。
・ 配線はメタルケーブルとします。

２３. 金融機関
・ 電源供給できるように、金融機関手前まで配電盤を設置します。
・ 金融機関内部や同用途に関わる電気設備は入居者が対応する計画とします。

２４. カフェ又は売店
・ 電源供給できるように、カフェ手前までに配電盤を設置します。
・ カフェ内部に関わる電気設備は入居者が対応する計画とします。

２５. 別途工事一覧
・ 庁内LAN配線、サーバー機器、HUB、アクセスポイント機器
・ IP電話機、MDF以降２次弱電配線
・ 機械警備機器
・ 防災行政デジタル無線、防災アナログ無線機器及びアンテナ（防災担当用）、
防災アナログ無線機器及びアンテナ（水道グループ用）、Ｊアラート関連機器、
北海道衛星アンテナ関連機器

・ 光ケーブル配線
・ 金融機関関連電気設備
・ カフェ関連電気設備
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1. 空気調和設備計画
（１）　熱源計画、暖冷房方式
・
・

・
・
・

（２）　設計室内温湿度
・
・
・

（３）　設計外気温
・

（４）　塩害対策
・

（5）　ＺＥＢ対策
・
・
・
・ 空調の割合が大きいので、積極的に負荷低減を検討します。

2. 換気設備計画
（１）　居室の換気
・

・

（２）　その他の換気
・
・ 物品庫等、臭気の発生する箇所や人の滞在のない箇所は天井扇、もしくは排気ファン

熱源は、主に電気にて計画します。（熱源比較表による）
執務室他諸室の暖冷房を、空冷チラー、電気式空冷ヒートポンプユニット（EHP）にて
行います。
市民ホールには、冷温水パネルヒーターにより暖冷房を行います。
その他空調対応室は電気ヒーターにて暖房を行います。
無線室・サーバー室は、電気式空冷ヒートポンプユニット（EHP）にて冷房を行います。

設計外気温度は夏27.3℃、冬-9.5℃として計画します。

居室の室内温度は、夏26℃、冬22℃として計画します。
トイレは冬15℃とします。
湿度は基本的に室内環境の自然経過に依ります。

余裕係数を見直します。（負荷計算時及び機器選定時の余裕率など）

全熱交換式換気ユニットを用いた第１種換気を行います。また、全熱交換式換気ファ

（気象庁が公表している登別市のデータに、建築設備設計基準令和3年版の各地温度にて
補正を行った数値）

海に近い場所であることから塩害対策として屋外に設置する機器は耐塩害仕様にて
検討します。

二重設備を極力避ける計画とします。（暖房放熱器＋冷暖房エアコンの併設など）

全熱交換器を設置して、熱回収を行います。

トイレには顕熱交換式換気扇を設置し、第1種換気を行います。

機器発熱や外部要因の負荷を想定する場合には、近似値を求めて対応します。

執務室以外の居室には建築基準法に従い、シックハウス対策による24時間換気とし、

ンに電動式ダンパーを設け熱ロスの削減となるよう計画します。

を設置し第3種換気にて換気を行います。

執務室には、外気処理空調機（外調機）を設置して、換気を行います。外調機には、

・

・

３. 自動制御設備計画
・

・
・
・

４. 給油設備計画
・
・ 地上タンクを計画します。防油堤を設置します。
・ 上記オイルタンクより、2階電気発電機室に供給します。
・ 給油口を地上タンクに設置し、給油対応とします。

受水槽室は、第１種換気とします。外気取込み側には、塩害フィルターを設置し、
機器を保護します。
電気室は、第１種換気とします。外気取込み側には、塩害フィルターを設置し、機
器を保護します。

暖冷房は各室内に操作スイッチを取り付け、それぞれの室内にて操作できるよう計画
します。また、執務室に集中コントローラーを設置し各室のエアコンを操作できるよにします。
各換気設備機器は該当室内に操作スイッチを取り付け、各室にて操作を行えるようにします。
機械室等は温度制御にてファンを発停するように計画します。
ＺＥＢに対応するため、計測・測定等のできる、ＢＥＭＳにて対応します。

燃料は灯油とします。
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５. 給水設備計画
（１）　給水方式
・
・
・

人 × L/(d・人) ÷ 8 ｈ ＝ L/h
人 × L/(d・人) ÷ 8 ｈ ＝ L/h (庁舎×10%)
人 × L/(d・人) ÷ 8 ｈ ＝ L/h

合計 L/h (時間平均予想給水量)
時間最大給水量 × ＝ L/h

↑時間最大使用係数
受水槽容量の算定 × ÷ ＝ m3 (QTW)

↑貯蔵時間

非常時に備える場合の必要水量の算定
Qc＝Qa+Qb
Qa＝qa{n1・t1+n2(t2-t1)}/1000
Qb＝[qb{n1・t1+n2(t2-t1)}+qc・t2]/1000
Ｑa ： 飲料用水の必要水量 [m3]
Qb ： 雑用水の必要水量 [m3]
qa ： 1人当たりの1日飲料水使用量 [L/(人・日)] （ 程度）
qb ： 1人当たりの1日雑用水使用量 [L/(人・日)] （ 程度）
qc ： 重要設備(災害発生後の災害復旧対策活動に最低限必要な設備）の機能確保に

必要な補給水1日使用量 [L/日] （飲料水・雑用水以外の補給水など）
n1 ： 在庁舎人数 [人] (原則として在庁舎人数は、職員数及び来庁者数とし、施設の

使用実態に応じて適切に判断します。
n2 ： 災害発生後、災害応急対策活動を行う職員等の数 [人]
t1 ： 災害発生後、一般職員等が施設を離れるまでの日数 [日] （ 程度）
t2 ： 災害発生後、外部からの給水が得られるまでの日数 [日]

（ 想定が困難な場合は３日程度とします。）
想定日数は、登別市地域防災計画より市民へ３日間の備蓄を啓発していることや、官
庁施設の総合耐震・対津波計画基準及び同解説の自家発電設備の容量等より７２時間
程度されているためこれらにより３日間（７２時間）とします。

非常時に備える場合の必要水量の算定続き
qa [L/(人・日)] n1 [人] t1 [日]
qb [L/(人・日)] n2 [人] t2 [日]
qc [L/日] （空調用補給水等）

Qa＝ { ・ + ( - )}/1000
Qa＝ [m3]

Qb＝ [ { ・ + ( - )}+ ・ ]/1000
Qa＝ [m3]

Qc＝Qa+Qb
Qc＝ + ＝ [m3]

20.42 1000

76 80 760
5,110

5,110 2 10,220

3
30

1

飲料水・雑用水については、受水槽給水方式にて計画します。
道路内の市水道本管より、新たに給水管を分岐し、引込む計画とします。
給水量計算
庁舎 395 80 3,950
来庁者 40 80 400

子育て支援エリア

10,220

1
3

3 511 1

3
30
0

511
395

395 3 1
3.9

30 511 1 395

3.9 39 42.9

3 1 0 3
39

Qcはタンク容量(タンク満水容量)(QTW)の70％程度以下とするので、
官庁施設の総合耐震・対津波計画基準及び同解説より
QTW ＝ [m3] ×70％ [m3]
よって、上記非常時に備える水量は、 [m3] ＞ [m3]
全量は無理となるが、雑用水槽を設置して、飲料用水のみ [m3]
を受水槽に貯める計画とします。

・ 受水槽の設置については、建築設備耐震設計・施工指針により設置します。
・ 飲料用水槽 ｍ３以上を確保します。
・ 雑用水槽 ｍ３以上を確保します。

（２）　屋外散水栓に関して
・

６. 排水設備計画
（１）　排水方式
・
・

・

・

（２）　屋外排水管に関して
・ 排水人口 人
・
・

（3）　排水槽容量の算定
QdE＝qd{n1・t1+n2(t2-t1)}/1000
qd ： 1人当たりの1日排水量 [L/(人・日)] （ 程度）
n1 ： 在庁舎人数 [人] (原則として在庁舎人数は、職員数及び来庁者数とし、施設

の使用実態に応じて適切に判断します。
n2 ： 災害発生後、災害応急対策活動を行う職員等の数 [人]
t1 ： 災害発生後、一般職員等が施設を離れるまでの日数

t2 ： 災害発生後、外部からの給水が得られるまでの日数
３日程度とします。

qd [L/(人・日)] t1 [日]
n1 [人] t2 [日]
n2 [人]

QdE＝ { ・ + ( - )}/1000
QdE＝ [m3]
・ 汚水槽 ｍ３以上を確保します。

屋外には適所に散水栓を設置する計画とします。

20.4

排水管及び桝は、硬質塩化ビニル製とします。

20.4 14.28
42.9 14.28

3.9

42.9

3
30
511
395

39

1

39

1

511

30

屋内排水は汚水、雑排水、雨水の分流方式とし、屋外桝へ接続する計画とします。
屋外排水は汚水と雑排水を合流した後、公共下水道に放流します。雨水も公共下水道
に放流する計画とします。
災害時の排水は、配管PITの一部に排水槽を設置し、公共下水道が使えない時には、
一時貯留して、災害復旧時に汲み取る方式を検討します。
屋外マンホールトイレも合わせて検討します。

屋外排水管は管径200mm以上、勾配12‰～45‰にて敷設するよう検討します。

30 511 1 395 3
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７. 給湯設備計画
（１）　給湯方式
・ 個別給湯方式にて計画します。

（２）　給湯箇所
・ 小型電気温水器：トイレ、給湯室、カフェ
・ バリアフリートイレは災害時にシャワー対応
出来るようにします。

８. 消火設備計画
（１）　対象となる消火設備
・

■ 消火器具 粉末消火器
■ 屋内消火栓 広範囲型２号消火栓

（2）　消火器具
・
・

９. 衛生器具設備計画
・

■ 洋風大便器（フラッシュタンク式等の連続使用対応）
■ 小便器（人感式自動フラッシュバルブ式、低リップタイプ）
■ 洗面器（自動水栓、小型電気温水器）
■ 掃除流し
■ 歯磨き洗面台
■ 流し台用混合水栓

・
・
・
には洗浄レバー付とします）を選定します。

バリアフリートイレにはオストメイトを設置します。
災害時対応として、電源がなくても流せる器具（自動水栓は自己発電型とし、大便器

■トイレ用
(参考写真)

■給湯室・カフェ
(参考写真)

トイレ内器具は次のとおりとします。なお、すべて寒冷地仕様とします。

バリアフリートイレには車いす利用者にも使用しやすい衛生器具を選定します。

本建物は消防法別表1の15項に該当します。対象となる消火設備は次のとおり
とします。

消防水利を市の開発行為等による設置基準により設置します。
粉末消火器を建物内各所及びオイルタンク・受変電設備付近の設置します。

■洋風大便器（参考） ■小便器（参考）

■洗面器（参考） ■歯磨き洗面器（参考）

■バリアフリートイレ+オストメイト（参考）
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市民ひろば

健康ひろば
若者ひろば

幼児ひろば

出会いのひろば

ステップひろば

木もれ日ひろば

子どもの遊び場

街かどガーデン

掲揚塔ステージ

健診車
スペース

来庁者駐車場
62 台

思いやり駐車場
3台

来庁者駐車場

38 台

公用車駐車場
65 台 +5 台

石碑

(13.31)

(7.22)

(7.20)7.35

(10.10)

緩衝植栽

既存林

幅員 3.0ｍ

9.50

6.36

13.30

(14.10)

(13.28)

(16.68)

(16.40)

UP

(18.21)

(14.10)

1FL＝14.20

(16.35)

(17.10)

(13.85)

(16.58)

14.31

13.47
(14.00)

前庭と一体利用

園庭と一体利用

掲揚塔・館銘板

□配置計画・外構計画について

• かつて陸上競技場だった記憶を継承し、既設の掲揚塔を中心軸とした全体
配置とします。
• ひろばごとに円形で囲うことで、それぞれの領域を明確化します。
• 既存掲揚塔は市民ひろばのステージや展望ひろばとして再整備します。
• 舗装面積を減らし芝生面積を増やすことで、整備コスト削減を図ります。
• 大型バスが 3台停車可能なスペースを確保します。

既存樹
( ヤエザクラ、
ドウダンツツジ ) 保全

：歩行者の
　ネットワーク

■凡例

【冬季利用】
・市民ひろば：雪あそび、イルミネーション
・ウォーキングコース：歩くスキー、スノーシューコース
・子どもの遊び場：ソリ遊び

■幼児ひろば（芝生）
• 柵に囲まれた幼児のための遊び場
• 小型遊具、砂場、休憩舎、ベンチ

■出会いのひろば（芝生）
• 来庁者や広場利用者がゆっくりと休憩できる場所
• 芝生や園芸観賞用の草類によって修景する

■若者ひろば（コンクリート舗装）
• 若い世代の市民が軽スポーツや遊びで楽しめ、集う場所
• スケートボード、BMX、ダンス等を行う

■ステップひろば（コンクリート舗装）
• 庁舎に向かって緩やかに昇って行く
　大きな階段とスロープによるひろば
• 階段を利用した遊びや運動、周りの景色や
　様子を眺めて休める場所

■木もれびひろば（コンクリート舗装）
• 大階段の中間の平らな広場
• 木陰で休めるベンチ
• 階段を観客席にしてミニコンサートを開催

■街かどガーデン
• 庁舎の入口を彩るために
　宿根草やハーブなどを植え込んだ小規模なガーデン

■子どもの遊び場
• 幼稚園児や小学生のための遊び場
• 大型遊具、斜面滑り台、ボール遊び場

■緩衝植栽
• 住宅地との間に、音や照明を遮るためのバッファーとして植栽を整備

■庁舎軒下（コンクリート舗装）
・マルシェなどの市民イベントが開かれる

■市民ひろば（芝生）
• 広い芝生の多目的広場
• 大きなイベント時の観客席となる

■健康ひろば（ダスト舗装・芝生）
・主に高齢の市民が利用する健康増進と
　休憩・語らいの場
・健康遊具、休憩広場

■掲揚塔ステージイメージ

：開発許可申請区域

登別市本庁舎建設基本設計

2-16　外構計画 SCALE:1/1000

28



登別市本庁舎建設基本設計

2-16　外構計画【施設計画】 SCALE:1/1000

■幼児ひろば

■若者ひろば

■ステップひろば

■子どもの遊び場 ■健康ひろば

■市民ひろば

■照明塔（H=5.0m）

□施設計画について

・多世代がいつでも行きたくなる、通りたくなるような、様々なひろばをつくります。

・敷地の特徴でもある高低差を活かし、庁舎の周りに様々なシーンが広がります。

・遊びや運動のきっかけとなる遊具や休憩施設を設置します。

・いくつになっても安全でわくわくする施設を配置します。

子どもだけでなく年配の方も体を動かしながら
憩えるひろばを設けます。健康遊具やベンチを
設置し、憩いの空間をつくります。

コンクリート舗装のひろ
ばに、大型のセクション
を設置し、若者達の賑わ
いの場をつくります。

子どもの遊び心をくすぐる遊具類を設置します。
誰でも遊べるインクルーシブな遊具も導入します。

中央通りと庁舎を結ぶ階段とスロープを整備します。
高木や低木を植栽し、緑が感じられる気持ち良い空間をつくります。

沢山の遊具が設置してある遊び場。
斜面や広いダスト舗装で思いきり走り回れる空間をつくります。
ベンチや水飲み台を整備します。

旧陸上競技場の国旗掲揚塔跡を中心軸
とした様々な活動やイベントができる
芝生ひろばを整備します。

計画地の出入口やポイントとなる
場所に高さのある照明灯を配置
し、夜も安心して訪れることがで
きるようにします。
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登別市本庁舎建設基本設計

2-16　外構計画【植栽計画】 SCALE:1/1000

■全体植栽

イタヤカエデエゾヤマザクラ ナナカマド

花見や紅葉を楽しめるサクラ類やカエデ類、ヤマボウシ、
ナナカマドを植栽し、市民が季節毎に楽しめる場所にします。

庁舎と中央通りをつなぐ階段・スロープ沿いに
は、四季を通して楽しめる樹木を植栽します。
また日本工学院北海道専門学校の前の交流の森
にある海老名市民との交流の証である桜の木を
移植することで、四季を感じることができる交
流の森としてのひろばの構成を検討します。

可愛らしい花や木陰をつくる樹木を植栽します。
視界が通りやすいようにライラックやツリバナ、
ノリウツギなどの中木を植栽します。

既存木のサトザクラやドウダンツツジの列植は、
四季の移ろいを感じさせています。今後も管理を
行い、庁舎前の彩りとして活かします。

子どもの遊び場には実（ドングリ）をつけるミ
ズナラや大木になるハルニレなど遊べる樹木を
植栽します。

街かどガーデンに
は落ち着いた色合
いの低木や、宿根
草を植栽します。
市の花木であるツ
ツジを植栽するこ
とにより、街かど
ガーデンを多用に
利用することを検
討します。

■ステップひろば、木もれびひろば植栽

アカエゾマツ コブシ カツラ

シダレザクラ

■出会いのひろば・幼児ひろば・若者ひろば植栽

ソメイヨシノ ヤマボウシヤマモミジ

■幌別中学校側植栽

ツリバナ

ノリウツギライラック

■子どもの遊び場植栽

ミズナラ ハルニレ

■街かどガーデン植栽

ツツジ類 エリカ類

ゲラニウム タイム

□植栽計画について

• 庁舎エリアを、「登別市みどりの基本計画」のみどりの将来像として揚げている
　“みどりを守り育て、ともに助け合い、みどりと暮らすまちのぼりべつ” のシンボル
　となる緑を計画します。
• 庁舎の背景として、また散策の場として、市民に愛される植栽計画を行います。
• 土地の記憶になっている既存木（サトザクラ、ドウダンツツジ生垣）を活かしながら、
　四季を通じて楽しめる樹木を植栽します。
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□別棟の計画

• 車庫、倉庫、ゴミ庫を一棟に集約し、公用車駐車場の一角に配置します。
• 車庫は公用車 4台 +作業車 1台の計 5台分を確保します。
• 倉庫は除雪道具やイベントで使用する道具などを収納するための十分な面積（5.4ｍ×5.4ｍ）を確保します。
• ゴミ庫は建物妻側にまとめて配置し、分別間仕切り壁を設けます。
• 木造平屋の計画として軽量化を図り、基礎の負担を軽減します。
• 車庫（作業車用）に洗車用の混合栓と温水器、道具収納棚、
　  ガソリントラップを設けます。

健康ひろば

別棟
倉庫

職員出入口から
行き来しやすい配置

作業車用車庫はスノーブラウ置場も
兼ねて広く確保

出入りのしやすさに配慮した
2台 1組の間口

シャッター屋根、外壁は塩害に強く軽い材料を採用 メッシュ扉

分別ごとに間仕切り壁で区画

筋交い

別棟車庫棟

■別棟車庫　配置イメージ

登別市本庁舎建設基本設計

SCALE:1/1002-17　別棟車庫の計画
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登別市本庁舎建設基本設計

2-18　各種法令チェック

  建築主 氏名：登別市長 住所：北海道登別市中央町6丁目11
  工事名 （仮称）登別市本庁舎建設工事 工事場所 住所：登別市千歳町3丁目1番地5外4筆 区分 条項
  工事種別 ■新築 □増築 □改築 □その他（　　） 工事範囲： 令9 ■消防法：第9条、第9条の2、第15条、第17条
  工事期間 着手： 2024年 8月予定 完了： 2026年 3月予定 □屋外広告物法：第3条から第5条まで

□港湾法：第40条第1項
区分 条項 □高圧ガス保安法：第24条

  建築計画 主  要  用  途 事務所 □特殊建築物 □ガス事業法：第40条の4
耐  火  性  能 ■耐火建築物 □準耐火建築物 □その他の建築物 □駐車場法：第20条
主 要 構 造 部 ■耐火構造　 □準耐火構造 ■水道法：第16条
面          積 敷地面積：33,214.13㎡（うち開発許可申請面積：17,076.75㎡） ■下水道法：第10条第1項及び第3項、第30条第1項

建築面積：5,529㎡ 延床面積：7,406㎡（建築基準法）、7,120㎡（庁舎面積） ■宅地造成等規制法：第8条第1項、第12条第1項
階          数 地上2階建て 最高高さ：約12.2m 軒高：約8.2m　 □流通業務市街地の整備に関する法律：第5条第1項

  地    域 都市 計画 区域 ■都市計画区域内 □都市計画区域外 ■市街化区域 □市街化調整区域 □液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律：第38条の2
  地区指定 □区域区分未設定 □都市計画未設定 ■都市計画法：第29条第1項及び第2項、第35条の2第1項、第41条第2項、第42条、

用  途  地  域 法48 □第（）低層住専 ■第（1種）中高層住専 ■第（2種）住居 □準住居 □商業 　　　　　　　第43条第1項、第53条第1項
規　　　 制 □準工業 □工業 □工業専用 □指定無し □未線引区域 □特別用途地区 □特定空港周辺航空機騒音対策特別措置法：第5条第1項から第3項まで
地区指定 □高度地区 □高度利用地区 □景観地区 □その他（　　　地区） ■自転車の安全利用の促進及び自転車等の駐車対策の総合的推進に関する法律：第5条第4項
防  火  指  定 法61-67 □防火地域 □準防火地域 ■無指定 ■法22条区域　 □浄化槽法：第3条の2第1項

  道路 前  面  道  路 法43 南側：市道中央通り（幅員12.5m）、東側：市道千歳8号線（幅員6.7m）、西側：市道カルルス路線（幅員16.0ｍ） □特定都市河川浸水被害対策法：第8条
道  路  種  別 □国道　   □道道 ■市道 □町道
都市 計画 道路 □無 ■有　幅員12.5 ｍ
高    低    差 ■有（11m） □ほぼ平坦地 特定建築物 法2 □特定建築物 ■特別特定建築物

 一般規定 建  ぺ  い  率 法53 ■指定建ぺい率　60％ □角地適用　10％ 義　　務 法14 □努力義務 ■適合義務
容    積    率 法52 ■指定容積率　200％ 移動円滑化 適合必要部分 令10～23 ■廊下等　 ■階段 □傾斜路 ■便所　 □客室 ■敷地内通路 ■駐車場

□前面道路幅員による容積率（　ｍ）×（□0.4 □0.6）＝（　） 基準 ■移動円滑化経路 ■標識 ■案内設備 ■案内設備までの経路
絶  対  高  さ 法55 ■無 □有（□10ｍ　□12ｍ）
道  路  斜  線 法56 適用距離（■20 □25 □30 □35）ｍ､斜線勾配（■1.25 □1.5）  消防法
北  側  斜  線 法56 □低層住専　（5ｍ　1.25）　　□中高層住専（10ｍ　1.25） 防火対象物用途 ■15項　事務所
隣  地  斜  線 法56 ■住居系地域（20ｍ　1.25）　　□その他地域（31ｍ　2.5） 火を使用する設備 ■無 □有
日  影  規  制 法56の2 □無 ■有　測定面　4.0ｍ　（4ｈ、2.5ｈ） 無    窓    階 ■有窓 □無窓
外  壁  後  退 法54 ■無 □有（□1ｍ　□1.5ｍ） 消 防 用 設 備 ■消火器 ■屋内消火栓 □ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ □水噴霧消火 □泡消火 
用 途 地 域 制 限 法48 法91 ■無 □有 □二酸化炭素消火      □ﾊﾛｹﾞﾝ化物消火 □粉末消火               □屋外消火栓
敷 地 と 道 路 法43 □接道2m以上 ■接道6m以上　 □動力消防ﾎﾟﾝﾌﾟ ■自動火災報知      □ｶﾞｽ漏れ火災警報    □漏電火災警報器
採          光 法28 □無 ■有（子育て支援エリアに限る。） ■消防機関ﾍ通報する火報      ■非常警報 □避難器具 ■誘導灯･誘導標識  
換          気 法28 ■床面積1/20以上の開口部（居室） □消防用水              □排煙設備 □連結散水 □連結送水管 □非常ｺﾝｾﾝﾄ  
シックハウス 法28の2 ■シックハウス対策　居室の内装仕上げの制限、換気設備、天井裏の措置（※F☆☆☆☆＋換気設備） □無線通信補助     □操作盤                  ■その他（非常用電源）
天 井 高 さ 令21 ■居室2.1ｍ以上
避 雷 設 備 法33 □高さ20m超の建築物への設置義務  確認申請以外の基準法申請

許          可 □道路内建物 ■EV設置 □壁面線指定がある場合の容積率許可
  防火規定 22 条 区 域 内 法22 ■屋根の構造の技術的基準 □第1・2種低層住専地域内の高さ制限例外許可 □中高層建築物高さ制限許可

法23,24 ■外壁、軒裏の延焼のおそれがある部分を防火構造 □高度利用地区内の建築物例外許可 □総合設計制度 □建築協定許可
防 火 壁 法26 □1,000㎡ごと区画 ※耐火種別,構造種別による。 □仮設建築物の建築許可 □浄化槽設置 □計画道路を前面道路することの許可
防火上主要な間仕切壁 令114の2 □無 ■有＊子育て支援エリアに限る 認          定 □一団地認定 □避難検証法 □耐火検証法
構 造 制 限 法27 □耐火建築物 □準耐火建築物 ＊1階に設置する場合、制限なし。 □計画決定道路を前面道路とみなす取扱い
防  火  区  画 令112 ■面積区画（耐火・準耐火構造：1500㎡毎/イ準耐45・ロ準耐1：500㎡毎/イ準耐60・ロ準耐2：1000㎡毎） 承          認 □仮使用承認

□高層区画 □竪穴区画 ■異種用途区画　

内  装  制  限 法35の2 □無 ■有  その他関係法令申請など
都  市  計  画 ■開発行為 □都市計画区域外開発行為（１ha以上の場合該当）■景観法

  避難規定 敷 地 内 通 路 令128 ■1.5ｍ以上 土  地  利  用 □地区計画等区域 ■宅地規制区域 □自然公園地域 □急傾斜区域 □電波障害
階 段 の 寸 法 令23 ■幅120cm ■蹴上20cm以下 ■踏面24cm以上 ※直上階居室面積>200㎡の場合 □駐車場設置義務 □緑化協定 □区画整理地区域 □屋外広告物 □農地転用

バリ法 □幅140cm □蹴上16cm以下 □踏面30cm以上 防  災  衛  生 □危険物設置 □事業所付属寄宿舎
福まち □幅150cm □蹴上16cm以下 □踏面30cm以上 営          業 □旅館業法 □医療法 □学校教育法 □児童福祉法 □老人福祉法

避 難 階 段 令122 □避難階段　 □特別避難階段 住          宅 □公住法 □住宅金融公庫法 □住宅品質確保促進法（住宅性能）
直通階段への歩行距離 令120 □歩行距離：40ｍ □準耐火構造又は不燃材料（かつ内装準不燃使用）：50m（60m） そ    の    他 □福祉協議 □保健所協議 ■ｼｯｸﾊｳｽ □廃棄物保管場所 ■建設ﾘｻｲｸﾙ
2以上の直通階段 令121 ■無 □有 （直上階居室面積>200㎡（主要構造部準耐火or不燃で造る場合400㎡）） 関係条例、届出など
排　        煙 令126の2 □無 ■有 （200㎡を超える居室,排煙無窓の居室） ■省エネ法適合性判定 ■景観法
非 常 用 照 明 令126の4 □無 ■有 ※延床1,000㎡以上のため ■バリアフリー法届出 ■土壌汚染対策法
非 常 用進 入 口 令126の6 ■無 □有 (３階以上の階：□40ｍ以下   □代わる窓10ｍ) ■公共的施設新築等工事届出（福祉のまちづくり条例）
廊    下    幅 令119 ■中廊下1.6ｍ以上、片廊下1.2ｍ以上 □ビル管理衛生法

 建築基準関係規定
項目

 建築基準法
項目

 バリアフリー法
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2-19　事業計画・工事工程・各種コスト計画

年 2023（R5） 2024（R6） 2025（R7） 2026（R8）
全体整備スケジュール 年度 R6年度 R7年度 R8年度

月 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
開発行為・確認申請 竣工      供用開始予定

申請関係 ● ●       ●

発注事務・契約事務 発注事務・契約事務 発注事務・契約事務
発注関係

01｜本庁舎建設工事

02｜アンテナ等移設工事

03｜外構工事（1期） 駐車場整備・既存トイレ改修

04｜外構工事（2期） ひろば整備

05｜引越

令和6年 令和7年 令和8年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

契約事務・契約手続きほか 検査・引渡し　

項目 備考

行事

仮設工事

躯体工事

外部仕上工事

内部仕上工事

電気設備工事

機械設備工事

来庁
P

来庁
P

公用
P

来庁車両・公用車動線
凡例

工事用車両動線

新庁舎本庁舎建設

外構工事

資材
置場

□全体事業工程 □工事範囲イメージ

□工事工程

□イニシャルコストの算出 □財源の検討

財源は、次のものを利用することを検討します。

• 地域脱炭素移行・再エネ推進交付金（環境省）

• 日本海溝・千島海溝地震特措法（総務省）

• 森林環境贈与税（林野庁）

• クリーンエネルギー自動車・インフラ導入促進補助金（経産省）

• 緊急防災・減災事業債

• 地域活性化事業債

• 公共事業等債

• 庁舎整備基金

□ランニングコストの算出 □ライフサイクルコストの算出
電気料金 上下水道料金 計

3,581 448 4,029

建設コスト 運用コスト 保全コスト 解体コスト 計

5,282,266 38.8% 1,893,308 13.9% 5,800,208 42.6% 626,560 4.6% 13,602,342（単位：円 /㎡・年） （単位：千円）

（単位：円）

①建築主体工事 ②電気設備工事 ③機械設備工事 ①’附属棟
⑤外構工事

（R8年度、ひろば整備）

直接工事費 2,671,140,000 1,140,282,000 615,803,000 25,000,000 190,320,000 221,670,000

諸経費 474,710,000 205,438,000 128,757,000 4,440,000 133,224,000 155,169,000

工事価格 3,145,850,000 1,345,720,000 744,560,000 29,440,000 323,540,000 376,830,000

消費税（10%） 314,585,000 134,572,000 74,456,000 2,944,000 32,354,000 37,683,000

工事費 3,460,435,000 1,480,292,000 819,016,000 32,384,000 355,894,000 414,513,000

工事費合計 （建築・電気・機械：①+②+③） 5,759,743,000 （808,952円 / ㎡）

建築物工事費計 （建築・電気・機械・附属棟：①+②+③+①’） 5,792,127,000

外構工事費計 （外構：④+⑤） 770,407,000

総工事費計 （建築物・外構：①+②+③+①’+④+⑤） 6,562,534,000

※太陽光発電設備を別途工事とした場合

①建築主体工事 ②電気設備工事 ③機械設備工事

工事費 3,460,435,000 769,175,000 819,016,000

工事費合計 （建築・電気・機械：①+②+③） 5,048,626,000

（709,076円 / ㎡）

（9/24）
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2-20　仮設計画

工事時の仮設電力引込み
想定位置

建物四周に敷鉄板を設置
四方からのクレーン作業を可能にする

外構工事に転用する建設発生土を
一時堆積するための搬出ルートを確保

四周に仮囲いを設けて
安全を確実に確保

工事に先行して
既設ゲートを撤去
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登別市本庁舎建設基本設計

3-1　建物概要・仕上表

区分 室名 床 壁 天井

執務関連室 市長室 タイルカーペット（OAフロア） 石膏ボード+EP-G 岩綿吸音板
応接室 タイルカーペット（OAフロア） 石膏ボード+EP-G 岩綿吸音板
副市長室 タイルカーペット（OAフロア） 石膏ボード+EP-G 岩綿吸音板
秘書室 タイルカーペット（OAフロア） 石膏ボード+EP-G 岩綿吸音板
教育長室 タイルカーペット（OAフロア） 石膏ボード+EP-G 岩綿吸音板
１階執務室 タイルカーペット（OAフロア） 内装用木毛セメント板 木ルーバー
２階執務室 タイルカーペット（OAフロア） 内装用木毛セメント板 コンクリート化粧打ち放し
会計室 タイルカーペット（OAフロア） 石膏ボード+EP-G 岩綿吸音板
監査室 タイルカーペット（OAフロア） 石膏ボード+EP-G 岩綿吸音板
印刷・作業・物品 ビニル床シート 石膏ボード+EP-G 化粧石膏ボード
前室 ビニル床タイル（OAフロア） 石膏ボード+EP-G 化粧石膏ボード
サーバー ビニル床タイル（OAフロア） 石膏ボード+EP-G 化粧石膏ボード
耐火書庫 ビニル床シート 石膏ボード+EP-G 化粧石膏ボード
会議室 タイルカーペット（OAフロア） 石膏ボード+EP-G 岩綿吸音板
会議室（学習支援） タイルカーペット（OAフロア） 石膏ボード+EP-G 岩綿吸音板
相談室 タイルカーペット（OAフロア） 石膏ボード+EP-G 岩綿吸音板
会議室（災害対策本部） タイルカーペット（OAフロア） 石膏ボード+EP-G 岩綿吸音板
家具収納・備蓄庫 ビニル床シート 石膏ボード+EP-G 化粧石膏ボード
物品・無線室 ビニル床シート 石膏ボード+EP-G 化粧石膏ボード
ロッカー室 ビニル床シート 石膏ボード+EP-G 化粧石膏ボード
歯磨きスペース ビニル床シート 化粧ケイ酸カルシウム板 化粧石膏ボード
産業医室 ビニル床シート 石膏ボード+EP-G 岩綿吸音板

議会関連諸室 議場・ホール タイルカーペット（OAフロア） シナ合板 木ルーバー
議場ギャラリー タイルカーペット（OAフロア） シナ合板 木ルーバー
正副議長室 タイルカーペット（OAフロア） 石膏ボード+EP-G 岩綿吸音板
議員控室 タイルカーペット（OAフロア） 石膏ボード+EP-G 岩綿吸音板
委員会室 タイルカーペット（OAフロア） 石膏ボード+EP-G 岩綿吸音板
議会事務局 タイルカーペット（OAフロア） 石膏ボード+EP-G 岩綿吸音板
議会図書 タイルカーペット（OAフロア） 石膏ボード+EP-G 岩綿吸音板
音響 ビニル床シート 石膏ボード+EP-G 化粧石膏ボード
家具収納 ビニル床シート 石膏ボード+EP-G 化粧石膏ボード

その他諸室 連合町内会事務所 タイルカーペット（OAフロア） 石膏ボード+EP-G 木ルーバー
社会福祉協議会事務所 タイルカーペット（OAフロア） 石膏ボード+EP-G 木ルーバー
記者室 タイルカーペット（OAフロア） 石膏ボード+EP-G 木ルーバー
組合室 タイルカーペット（OAフロア） 石膏ボード+EP-G 岩綿吸音板

市民関連諸室 １階市民スペース 防塵塗装コンクリート金ゴテ コンクリート化粧打ち放し 木ルーバー
２階市民スペース 防塵塗装コンクリート金ゴテ コンクリート化粧打ち放し コンクリート化粧打ち放し

共用諸室 物品庫 ビニル床シート 石膏ボード+EP-G 化粧石膏ボード
宿直室 ビニル床シート 石膏ボード+EP-G 化粧石膏ボード
郵便室 ビニル床シート 石膏ボード+EP-G 化粧石膏ボード
給湯室 ビニル床シート 化粧ケイ酸カルシウム板 化粧石膏ボード
機械室 防塵塗装コンクリート金ゴテ グラスウールボード グラスウールボード
電気室・自家発電機室 防塵塗装コンクリート金ゴテ グラスウールボード グラスウールボード
受水槽・消火ポンプ室 防塵塗装コンクリート金ゴテ グラスウールボード グラスウールボード
EVシャフト 防塵塗装コンクリート金ゴテ コンクリート打ち放し補修 コンクリート打ち放し補修
DS 防塵塗装コンクリート金ゴテ 石膏ボード コンクリート打ち放し補修
EPS 防塵塗装コンクリート金ゴテ 石膏ボード コンクリート打ち放し補修
１階廊下・風除室 防塵塗装コンクリート金ゴテ コンクリート化粧打ち放し 木ルーバー
２階廊下・風除室 防塵塗装コンクリート金ゴテ コンクリート化粧打ち放し コンクリート化粧打ち放し
WC ビニル床シート 化粧ケイ酸カルシウム板 石膏ボード+EP-G
自販機スペース ビニル床シート 石膏ボード+EP-G 岩綿吸音板
授乳室 ビニル床シート 化粧ケイ酸カルシウム板 岩綿吸音板

子育て支援エリア 風除室 防塵塗装コンクリート金ゴテ 石膏ボード+EP-G 岩綿吸音板
ネウボラルーム タイルカーペット 石膏ボード+EP-G 木ルーバー
物品庫 ビニル床シート 化粧ケイ酸カルシウム板 化粧石膏ボード
健診ホール フローリング（2重床） 石膏ボード+EP-G 木ルーバー
一般WC、幼児用HWC ビニル床シート 化粧ケイ酸カルシウム板 化粧石膏ボード
相談室 タイルカーペット 石膏ボード+EP-G 岩綿吸音板
給湯室 ビニル床シート 化粧ケイ酸カルシウム板 化粧石膏ボード
洗濯室 ビニル床シート 化粧ケイ酸カルシウム板 化粧石膏ボード
事務室 タイルカーペット（OAフロア） 石膏ボード+EP-G 岩綿吸音板
廊下 フローリング 石膏ボード+EP-G 木ルーバー
赤ちゃんコーナー タイルカーペット（2重床） 石膏ボード+EP-G 木ルーバー
プレイルーム タイルカーペット（2重床） 石膏ボード+EP-G 木ルーバー
下足スペース 防塵塗装コンクリート金ゴテ 石膏ボード+EP-G 木ルーバー
おむつ交換 タイルカーペット 化粧ケイ酸カルシウム板 岩綿吸音板

□内部仕上げ□案内図

(non scale)

計画地

既存庁舎

幌別小学校
幌別東小学校

幌別中学校

Ｎ

□外部仕上げ

□建物概要

幌別駅

市民会館

• 工事名称

• 所 在 地

• 敷地面積

• 用途地域

• 主要用途

• 耐火性能

• 建築面積

• 延べ面積

• 構 造

• 階 数

（仮称）登別市本庁舎建設工事

登別市千歳町 3丁目 1番地 5外 4筆

33,214.13 ㎡（うち開発許可申請区域面積：約 17,076.75 ㎡）

第１種中高層住居専用地域、宅地造成工事規制区域、建築基準法第 22 条区域

※「用途地域」については、令和４年度を目途に「第２種住居地域」に変更予定

事務所、児童福祉施設等

耐火建築物

庁舎棟：5,529 ㎡、別棟車庫：120.96 ㎡

庁舎棟：7,120 ㎡（7,406 ㎡（建築基準法））、別棟車庫：120.96 ㎡

鉄筋コンクリート造

地上 2階建て

区分 部位 仕上げ

屋根1 1階屋根 アスファルト防水（外断熱仕様）の上保護コンクリート

屋根2 2階屋根 ウレタン複合防水（外断熱仕様）

外壁1 外周壁 プレキャストコンクリートパネルの上　湿式外断熱工法

庇（ひさし） コンクリート化粧打放しの上　疎水材

開口部 断熱サッシ/Low-E複層ガラス（アルゴンガス入り）・真空ガラス
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3-2　面積表

面積（㎡）
建築面積 120.96
延床面積 120.96

名称

面積（㎡）
来庁者駐車場（38台） 1,134.68
来庁者駐車場（62台） 1,912.11
公用車駐車場 2,214.11
健診車スペース 583.08
健康ひろば 1,127.12
市民ひろば 2,487.59
若者ひろば 530.93
幼児ひろば 356.21
出会いのひろば 488.37
ステップひろば 1,114.81
こもれびひろば 245.45
子どもの遊び場 1,146.76
街かどガーデン 442.66
その他（園路、植栽、法面など） 14,849.73

名称

■1階求積図

■2階求積図

SCALE:1/600

階 記号 名称 面積（㎡）
1 ① 庁舎 3657.74

② 子育て支援エリア 559.73
③ 金融機関 242.09
④ 一般駐車場（軒下） 86.37
⑤ 公用車駐車場（軒下） 111.25
Ⓐ 5528.64

2 ⑪ 庁舎 3138.55
⑫ 吹抜け 167.98
⑬ 吹抜け 24.11
⑭ 吹抜け 67.97
⑮ 吹抜け 82.40
⑯ 吹抜け 70.79
⑰ 吹抜け 64.75
⑱ 室外機置場 88.56

■延床面積

名称 対象 面積（㎡）
1階床面積 ①+②+③ 4459.56
2階床面積 ⑪  －（⑫+⑬+⑭+⑮+⑯+⑰） 2660.55
合計 7120.11

■延床面積（建築基準法）
名称 対象 面積（㎡）

1階床面積 ①+②+③+④+⑤ 4657.18
2階床面積 ⑪  －（⑫+⑬+⑭+⑮+⑯+⑰）+  ⑱ 2749.11
合計 7406.29

■建築面積
名称 対象 面積（㎡）

建築面積 Ⓐ 5528.64
合計 5528.64

Ⓐ：斜線網掛け部

□庁舎棟

□別棟車庫

□外構

36



00

3-3　配置図 SCALE:1/1000

登別市本庁舎建設基本設計

(13.50)

(7.20)

7.35

(10.10)

9.50

基準点 13.30

KBM №1( 金属標、街区多角点
H10A01)H=16.515

(13.80)

(16.60)

(17.05)

(18.50)

(14.00)

(16.60)

14.05

12.60

(15.30)

(14.00)

1FL＝14.20

凡例凡例

： 来庁者・職員出入口： 来庁者・職員出入口

： 職員出入口： 職員出入口

： メンテナンス用出入口： メンテナンス用出入口

公用車駐車場
66 台＋5台

幌別中学校グラウンド

来庁者駐車場
62 台

来庁者駐車場
38 台

健診車
スペース

市民ひろば
健康ひろば

別棟
倉庫

若者ひろば

埋蔵文化財施工立合
い範囲

埋蔵文化財

出会いのひろば

幼児ひろば

子どもの遊び場

こもれびひろば

ステップひろば

自転車
置場

石碑

館銘板 掲揚塔

パラボラ

オイルタンク
消火栓

マイクロバス

緩衝植栽

既存林

街かど
ガーデン

自転車置場

思いやり駐車場
3台

思いやり
駐車場 EV充電器

8台
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SCALE:1/4003-4　平面図【ピット階平面図】

■ピット伏図
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SCALE:1/4003-4　平面図【1階平面図】

■1階平面図

ネウボラルーム 相談

相談

相談ブース

カフェ

相談ブース

相談サロン

移動間仕切り（ガラス） 移動間仕切り（ガラス）

会議室

事務

授乳

子HWC

プレイルーム
赤ちゃんコーナー

WC

WC

WWC

総合受付

番号発券機

学習スペース

収納

物品庫

教育長

会議室

会議室

記者
前室 郵便

自転車置場

印刷・作業・物品

風除室

サーバー

相談

社会福祉町内会

キッズ
臨時窓口１・２スペース

男性ロッカー

オイルタンク 消火栓

女性ロッカー

クイック窓口

休憩スペース

執務室

MWC

相談
給湯

手洗い

手洗い

手洗い

手洗い

手洗い

手洗い

歯磨き

小上り

歯磨き

自販機

洗濯

授乳 オムツ
替え

給湯

（学習支援教室）

下足

温水器

温水器

風除室

風除室

宿直

収納

待合

車寄せ

幼児ひろば

思いやり駐車場

思いやり駐車場
3台

EV 充電器
8台

EV 充電器

来庁者駐車場
62 台

指定金融機関
家具収納
備蓄庫

議場・ホール

議員 19 席 執行部 24 席

会計 組合 監査 会議室

受水槽
消火ポンプ

HWC

EV

UP

UP

物品庫

物品庫

物品庫

収納

ホール

キッチン授乳

耐火
書庫

職員
風除

MWC
WWC

HWC

W

M

MR

凡例凡例 ： 来庁者・職員出入口： 来庁者・職員出入口

： 職員出入口： 職員出入口

： メンテナンス用出入口： メンテナンス用出入口
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登別市本庁舎建設基本設計

SCALE:1/4003-4　平面図【2階平面図】

■2階平面図

給湯

EPS

DS

歯磨き

歯磨き給湯 歯磨き

風除室

議会
事務局

正副議長

来庁者駐車場

物品庫

園路

物品庫

会議室

会議室

無線室

室外機

産業医室

男性
ロッカー

女性
ロッカー

電気
発電機

会議室
（災害対策本部）

議会図書

委員会室

相談

秘書
応接室 副市長 市長

MWC

HWC

W

WWCM

WC

議場上部

屋上テラス

学習スペース

DN

DN
UP

UP

UP

EV

HWC MWC

MWC

ミーティングラウンジ

親子
部屋

手洗い

手洗い

温水器

温水器

行政経営G
貸出物品

物品庫

物品庫

（１人）

（１人） （３人） 会派室会派室 （６人）

（７人）

音響

車いす
ギャラリー

休憩スペース

執務室

凡例凡例 ： 来庁者・職員出入口： 来庁者・職員出入口

： メンテナンス用出入口： メンテナンス用出入口
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登別市本庁舎建設基本設計

SCALE:1/4003-4　平面図【屋根伏図】

■屋根伏図

屋上テラス

スロープ

　■凡例

　　　太陽光パネル
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登別市本庁舎建設基本設計

3-5　立面図

■北西側立面図（幌別中学校側）

■南東側立面図（ひろば側）

■南西側立面図（来庁者駐車場側） ■北東側立面図（公用車駐車場側）

SCALE:1/400
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登別市本庁舎建設基本設計

3-6　断面図

■断面図

SCALE:1/200
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登別市本庁舎建設基本設計

3-7　矩計図

■矩計図

SCALE:1/60
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登別市本庁舎建設基本設計

3-8　日影図
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登別市本庁舎建設基本設計

3-9　別棟車庫図面 SCALE:1/100
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登別市本庁舎建設基本設計

3-10　構造図【1階床伏図】 SCALE:1/400
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登別市本庁舎建設基本設計

3-10　構造図【2階床伏図】 SCALE:1/400
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登別市本庁舎建設基本設計

3-10　構造図【R階床伏図】 SCALE:1/400
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登別市本庁舎建設基本設計

SCALE:1/10003-11　外構図【外構計画図】
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登別市本庁舎建設基本設計

SCALE:1/10003-11　外構図【造成計画図】

（ステージ高さ）（法面高さ）
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登別市本庁舎建設基本設計

SCALE:1/10003-11　外構図【雨水排水計画図】
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登別市本庁舎建設基本設計

SCALE:1/10003-11　外構図【雨水排水流域図】
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登別市本庁舎建設基本設計

SCALE:1/10003-11　外構図【園路広場計画図】
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登別市本庁舎建設基本設計

SCALE:1/10003-11　外構図【施設計画図】
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登別市本庁舎建設基本設計

SCALE:1/10003-11　外構図【植栽計画図】
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登別市本庁舎建設基本設計

3-12　透視図

■新庁舎とひろばをみる鳥瞰イメージ
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登別市本庁舎建設基本設計

3-12　透視図

■土手と呼応しひろばを包む新庁舎のイメージ
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登別市本庁舎建設基本設計

3-12　透視図

■西側来庁者アプローチからみた新庁舎のイメージ
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登別市本庁舎建設基本設計

3-12　透視図

■北側来庁者用駐車場からみた新庁舎のイメージ
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登別市本庁舎建設基本設計

3-12　透視図

■議場・ホール付近からみた市民スペースのイメージ
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登別市本庁舎建設基本設計

3-12　透視図

■市民スペースからみた各種窓口・執務スペースのイメージ
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登別市本庁舎建設基本設計

3-12　透視図

■市民スペースからひろばをみたイメージ
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登別市本庁舎建設基本設計

3-12　透視図

■2階展望ラウンジからみたひろばのイメージ
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登別市本庁舎建設基本設計

3-13　模型写真

■北側からみた新庁舎とひろば

■南側からみたステップひろばと新庁舎

■西側からみた新庁舎とひろば

■南側からみた敷地全景
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４．現況調査

0716
2015



新庁舎にて集約を行う各行政機能について、既存施設における収納量を整理します。

■対象施設
・登別市役所本庁舎

・登別市役所第2庁舎（水道グループ、下水道グループ、選挙管理委員会）

・総合福祉センターしんた21（健康推進グループ）

・アーニス（観光経済部）

・市民会館（教育委員会）

■既存施設物量調査表（ファイルメーター換算）

登別市本庁舎建設基本設計

4-1　既存施設の収納量調査
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A①

Ⓐ駐車場

A②

A⑪

A⑫
A⑬A⑭A⑮

J⑨

J⑭

J⑮

J⑰

J⑱

J⑯

J⑩J⑪
J⑫

A⑯

J①

J②

J③J④J⑤J⑥

A③
A④

A⑤

A⑧

A⑥

J⑦

J⑧

J⑬

Ⓑ観覧席

Ⓒダッグアウト

Ⓓプレハブ倉庫

Ⓔ走路内園縁石

Ⓙグランド内雨水排水施設

Ⓖ3,000ｍ障害物

A⑦

A⑨

A⑩

Ⓗ旗ポール

Ⅰ入場ゲート門柱 2ヶ所 Ⓕ円盤・ハンマー投げサークル台

Ⓖ

Ⓕ

ⒽⒿ

Ⓔ

Ⅰ

Ⓓ

ⒸⒷⒶ計画地における既設物について整理します。

※残置の記述無しは撤去とする。 

A. 駐車場      
① アスファルト舗装 1,800.0 ㎡  
② 雨水桝   
③ U 型側溝（U240） 27.0 m  
④ 雨水桝   
⑤ 排水管 （φ300） 5.0m  
⑥ 雨水桝   
⑦ 排水管 （φ300） 5.5m  
⑧ 雨水桝   
⑨ 排水管 （φ300） 26.5m  
⑩ 雨水桝  ～残置する。 
⑪ 雨水桝  ～残置する。 
⑫ 排水管 （φ200） 16.0m ～残置する。 
⑬ 雨水桝   
⑭ U 型側溝（U240） 29.5m  
⑮ 雨水桝  ～残置する。 
⑯ U 型側溝（U240） 48.5m ～残置する。
 

B. 観覧席
～コンクリート製、蹴上 0.3m、踏面 0.6m、
　座面モルタル盛 4.0cm厚 
～残置し部分的にベンチとして使用する。
　ベンチ部分はモルタルを取り除き、再生
　木材製の座部を設置する。 

 
C. ダッグアウト
～コンクリート製、W20.0m、D2.20m、H1.03m 
～残置する。
 
D. プレハブ倉庫
～２階建、W9.075m、D5.475m、H6.906m 

 
E. 走路内圏縁石 
～排水ブロック＋内圏縁石ブロック、L400.0m 

F. 円盤・ハンマー投げサークル台
～コンクリート製、φ2.5m
 
G. 3,000m障害物 
～池（コンクリート製）W3.66m、L5.0m、D0.80m 
　障害バー（鋼製）  W3.66m、H0.914m
 
H. 旗ポール
 ～鋼製パイプ、H10.0m 1本、H8.0m 2本 

 
I.入場ゲート
～鋼製（W9.84m、D1.10m、H1.90m） 
　門柱コンクリート製モルタル塗
　（W1.0m、D0.32m、H1.30m）、２ヶ所
 
J. グラウンド内雨水排水施設 
① 雨水桝   
② 排水管   (Φ100)  21.5ｍ  
③ Ｕ型側溝 (U300)  46.2m  
④ 雨水桝   
⑤ U型側溝 (U300)  73.5ｍ  
⑥ 雨水桝   
⑦ U型側溝 (U300)  18.0ｍ  
⑧ 雨水桝   
⑨ 排水管   (Φ120)  管路不明  
⑩ 雨水桝   
⑪ 排水管   (Φ150)  16.0ｍ  
⑫ 雨水桝   
⑬ 排水管   (Φ150)  管路不明  
⑭ 雨水桝   
⑮ 排水管   (Φ100)  10.5ｍ  
⑯ 雨水桝   
⑰ 雨水桝   
⑱ 排水管   (Φ100)  管路不明  

登別市本庁舎建設基本設計

4-2　計画地の既設物調査
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①

③

④

⑤

②
⑥

⑥

⑥

⑦

⑦ ⑧

⑨

⑩

⑪

①

③

⑤

⑧

⑨

⑩

⑪

④

②

H=5.0m、C=0.3ｍ、約 4

ｍ、

サクラ、イチイ、ミズキ、ニセアカシア、マユミ、
ナナカマド、アカマツ
H=10.0m、C=0.4ｍ、約 70 本 (1 本 /4ｍ2)

ミズキ、ナナカマド、オノエヤナギ、ニセアカシア
約 20本 (1 本 /4ｍ2)

ミズキ、ナナカマド、オノエヤナギ、ニセアカシア
0.6ｍ、約 20 本 (1 本 /10ｍ2)

H=12.0m、C=0.6ｍ、

H=12.0 、C=m

サトザクラ ( カンザン )
H=3.0m、C=0.4ｍ、13 本

枯

枯

ドウダンツツジ、イボタ生垣
5H=1. m、L=57.0m

サトザクラ ( カンザン )
H=3.0m、C=0.4ｍ、3本

H=3.0m、C=
エゾヤマサクラ

0.4ｍ、

ナナカマド
H=5.0m、C=0.4ｍ、1本

1本

イボタ生垣
H=1.5m、L=40.0m

ヤマグワ、ニセアカシア、バッコヤナギ、
ダケカンバ、ノリウツギ等
H=10.0m、C=0.2ｍ、約 10 本 (1 本 /10ｍ2)

クマイザサ　2,000ｍ2

ミズナラ、カシワ、バッコヤナギ等
0本 (1 本 /10ｍ2)

(1 本 /10ｍ2)
H=5.0m、C=0.2ｍ、約 20 本
クリ、ミズナラ等

ドウダンツツジ生垣
.0mH=1.5m、L=20

イボタ生垣
H=1.5m、L=39.0m

ドウダンツツジ
H=1.0m、5本 (1 本 /ｍ)

ドウダンツツジ
H=1.0m、4本( 1 本 /ｍ)

ニセアカシア

ヤマモミジ

アカマツ

H=12.0m、C=0.2ｍ、6本

H=8.0m、C=0.4ｍ、1本

H=8.0m、C=0 4ｍ、1本

ニセアカシア
H=12.0m、C=0.6ｍ、4本

プラタナス
H=8.0m、C=0.6ｍ、4本

イチイ、ドウダンツツジ、ヤマモミジ、
カイズカイブキ、サクラ、ヤマグワ等
H=4.0m、C=0.2ｍ、約 15 本 (1 本 /10ｍ2)

ミズナラ、カシワ、バッコヤナギ等
H=10.0m、C=0.3ｍ、約 40 本 (1 本 /10ｍ2)

ウンリュウヤナギ、サクラ
H=5.0m、C=0.3ｍ、2本

ナナカマド

サラサドウダン、
モクレン等

H=8.0m、C=0.3
2 本

H=2.0m、約 15 本
(1 本 /ｍ)

計画地における既存植生について整理します。

登別市本庁舎建設基本設計

4-3　計画地の既存植生調査

68



No. 科名 No. 松井No 環ｺｰﾄﾞ 和名：別名 分類 学 名 帰化
1 トクサ 1 43 00460 スギナ
2 メシダ 2 101 07820 イヌガンソウ
3 マツ 3 199 - ヨーロッパアカマツ:ｵｳｼｭｳｱｶﾏﾂ 高木
4 ヒノキ 4 215 - カイヅカイブキ 中木
5 イチイ 5 236 09380 イチイ:ｵﾝｺ 高木
6 ドクダミ 6 253 19510 ドクダミ ＊
7 モクレン 7 260 - モクレン:ｼﾓｸﾚﾝ 高木
8 アヤメ 8 518 64425 ドイツアヤメ:ｼﾞｬｰﾏﾝｱｲﾘｽ

アヤメ 9 525 64549 ヒトフサニワゼキショウ
9 ツユクサ 10 581 65090 ツユクサ
10 イグサ 11 633 64870 クサイ
11 カヤツリグサ 12 830 77260 ヤマイ

カヤツリグサ 13 851 77505 アブラガヤ
12 イネ 14 861 65875 コヌカグサ ＊

イネ 15 865 65930 ハイコヌカグサ ＊
イネ 16 874 68380 コウボウ
イネ 17 883 66140 コブナグサ
イネ 18 928 67330 カモガヤ:ｵｰﾁｬｰﾄﾞ ＊
イネ 19 932 69355 ニコゲヌカキビ ＊
イネ 20 935 67590 アキメヒシバ
イネ 21 942 67765 タイヌビエ
イネ 22 1004 69090 ススキ
イネ 23 1017 69480 スズメノヒエ
イネ 24 1019 69620 クサヨシ:ﾘｰﾄﾞｶﾅﾘｰｸﾞﾗｽ ＊
イネ 25 1026 69840 アズマネザサ ＊
イネ 26 1063 71220 クマイザサ
イネ 27 1072 68050 オニウシノケグサ:ﾄｰﾙﾌｪｽｸ ＊
イネ 28 1078 72130 キンエノコロ
イネ 29 1081 72170 エノコログサ
イネ 30 1082 72180 ムラサキエノコロ
イネ 31 1098 72660 シバ

13 スズカケノキ 32 1245 - モミジバスズカケノキ:ﾌﾟﾗﾀﾅｽ 高木
14 ユキノシタ 33 1271.5 - ヒマラヤユキノシタ

15 ベンケイソウ 34 1312 22880 イワベンケイ
ベンケイソウ 35 1317 23050 ツルマンネングサ ＊

16 ブドウ 36 1329 34940 ヤマブドウ つる
17 マメ 37 1376 29090 ヤマハギ 低木

マメ 38 1407 29740 ハリエンジュ:ﾆｾｱｶｼﾔ 高木 ＊
マメ 39 1424 29850 ムラサキツメクサ:ｱｶﾂﾒｸｻ ＊
マメ 40 1425 29851 シロバナアカツメクサ:ｾｯｶﾂﾒｸｻ ＊
マメ 41 1426 29860 シロツメクサ:ﾎﾜｲﾄｸﾛｰﾊﾞｰ ＊
マメ 42 1443 30250 フジ つる

18 バラ 43 1472 26180 エゾヤマザクラ: ｵｵﾔﾏｻﾞｸﾗ 高木
バラ 44 1474 - サトザクラ（八重桜：関山） 高木
バラ 45 1479 - ボケ 低木
バラ 46 1481 - ベニシタン 低木
バラ 47 1552 26560 ノイバラ つる
バラ 48 1554 26620 ハマナス 低木
バラ 49 1569 27170 ナワシロイチゴ
バラ 50 1573 27220 エビガライチゴ
バラ 51 1591 27650 ナナカマド 高木

19 クワ 52 1629 12630 ヤマグワ 高木
20 ブナ 53 1649 11700 クリ 高木

ブナ 54 1653 11980 ミズナラ 高木
ブナ 55 1654 11890 カシワ 高木

21 カバノキ 56 1675 11340 ダケカンバ 高木
カバノキ 57 1679 11460 シラカンバ:ｼﾗｶﾊﾞ 高木

22 ニシキギ 58 1698 33720 オニツルウメモドキ つる
ニシキギ 59 1703 34130 マユミ 中木

23 トウダイグサ 60 1723 30945 コニシキソウ ＊

24 ヤナギ 61 1738 09675 バッコヤナギ 高木
ヤナギ 62 1744 10070 イヌコリヤナギ 中木
ヤナギ 63 1746 10310 ウンリュウヤナギ 高木
ヤナギ 64 1762 10885 オノエヤナギ 高木

25 オトギリソウ 65 1851 - セイヨウオトギリ ＊
26 アカバナ 66 1911 38070 アカバナ

アカバナ 67 1914 38150 メマツヨイグサ ＊
27 ムクロジ 68 1929 32760 ヤマモミジ 高木
28 タデ 69 2094 14743 イタドリ ＊

タデ 70 2099 13745 オオイタドリ
タデ 71 2128 14262 ハイミチヤナギ ＊
タデ 72 2132 14380 ヒメスイバ ＊

29 ナデシコ 73 2228 15530 コハコベ ＊
30 ミズキ 74 2278 38400 ミズキ 高木
31 アジサイ 75 2285 - アジサイ 低木

アジサイ 76 2287 24050 ノリウツギ 低木
アジサイ 77 2290 24080 ツルアジサイ:ｺﾞﾄｳﾂﾞﾙ つる
アジサイ 78 2295 24880 イワガラミ つる

32 ハナシノブ 79 2305 47003 シバザクラ
33 ツツジ 80 2381 - ドウダンツツジ 低木

ツツジ 81 2430 41475 ヤマツツジ 低木
34 ガガイモ 82 2537 45720 ガガイモ
35 ヒルガオ 83 2573 47065 ヒルガオ
36 モクセイ 84 2610 - レンギョウ 低木

モクセイ 85 2616 44070 イボタノキ 低木
モクセイ 86 2620 - ムラサキハシドイ 低木

37 オオバコ 87 2637 50174 ムラサキウンラン ＊
オオバコ 88 2647 52300 オオバコ
オオバコ 89 2652 52380 ヘラオオバコ ＊

38 シソ 90 2708 48360 ナギナタコウジュ
シソ 91 2778 49485 イブキジャコウソウ

39 キキョウ 92 2868 54215 ハタザオキキョウ ＊
40 キク 93 2891 54580 ブタクサ ＊

キク 94 2914 54865 ヨモギ ＊
キク 95 2920 54990 オオヨモギ:ｴｿﾞﾖﾓｷﾞ･ﾔﾏﾖﾓｷﾞ
キク 96 2934 55391 エゾノコンギク
キク 97 2964 56076 アオモリアザミ：ｵｵﾉｱｻﾞﾐ
キク 98 3003 57055 ヒメムカシヨモギ ＊
キク 99 3000 57615 ヒメジョオン ＊
キク 100 3026 57858 ハキダメギク ＊
キク 101 3036 58066 ブタナ ＊
キク 102 3075 58915 コウゾリナ
キク 103 3105 59600 ハンゴンソウ
キク 104 3116 59776 オオアワダチソウ ＊
キク 105 3124 59860 ハチジョウナ
キク 106 3125 59870 ノゲシ
キク 107 3126 55396 ネバリノギク ＊
キク 108 3127 55397 ユウゼンギク ＊
キク 109 3139 60170 セイヨウタンポポ ＊

41 レンプクソウ 110 3159 52970 エゾニワトコ 低木
42 ウコギ 111 3196 38580 ウド

ウコギ 112 3207 39580 オオチドメ
43 セリ 113 3243 39450 ミツバ

セリ 114 3245 39465 ノラニンジン ＊
計 ４３科 １１４種 34

※1　調査日は 2022 年 10 月 8日

※2　科名、種名、学名などは、松井洋（編集）・高橋英樹（監修）2015、北海道維管束植物目録を基本とした。

※3　帰化欄について、　＊で帰化植物を示す　植栽種を示す

■登別市幌別　植物目録

＊で帰化植物を示す　植栽種を示す
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５．各種検討

0716
2015



日照の影響 ○ ・ひろばに日影を落とさない △ ・ひろばに日影を落とす △ ・ひろばに日影を落とす

道路からの利便性 ○ ・2つの前面道路取り付き部から建物へ最短でアクセスできる △
・2つの前面道路取り付き部から建物へ最短でアクセスできる
・ 建物出入口が北側となる

△ ・北東側の前面道路から建物までの引込み動線が長くなる

幌別中学校への配慮 ○ ・グラウンドに日影を落とさない ○ ・グラウンドに日影を落とさない ○ ・グラウンドに日影を落とさない

高台避難への容易さ ◎ ・2つの前面道路、街かどガーデンから防災ひろばへのアクセスが容易 〇
・市民ひろばが分割され、防災ひろばが建物の裏側になり、
　避難動線がわかりにくい

△ 中学校通りから防災ひろばへの経路が建物でふさがれる

フェーズフリーへの対応 ◎
・駐車場と防災ひろばを一体として活用できる
・ひろばを一体として大きく確保できる

〇
・駐車場と防災ひろばを一体として活用できる
・ひろばが分割される

△
・駐車場と防災ひろばを一体として活用できない
・ひろばが分割される

卓越風・ビル風の対応 ○
・夏期、中間期の海風を利用して、自然通風を確保しやすい
・ひろばへの出入口を冬期の卓越風から守る

△
・夏期、中間期の海風を利用して、自然通風を確保しやすい
・ひろばへの出入口が冬期の卓越風を受ける

△
・夏期、中間期の海風を利用して、自然通風を確保しにくい
・ひろばへの出入口を冬期の卓越風から守る

積雪・除雪への対応 ○
・駐車場がまとまった形状で除雪がしやすい
・堆雪スペースが日陰にならず、雪が融けやすい

△
・駐車場がまとまった形状で除雪がしやすい
・堆雪スペースが日陰になり、雪が融けにくい

△
・公用車駐車場が変形しており、除雪がしにくい
・堆雪スペースが日陰にならず、雪が融けやすい

新庁舎との一体利用 ○ ・建物南東面全体を1つの大きな市民ひろばに面して利用できる ○ 分割した市民ひろばに対して、異なる面を連続させて使い分けができる ○ 分割した市民ひろばに対して、異なる面を連続させて使い分けができる

建設コスト ○
コスト比率

0.9 ・アスファルトの舗装面積が小さい ○
コスト比率

0.9 ・アスファルトの舗装面積が小さい △
コスト比率

1.0 ・アスファルトの舗装面積がやや大きい

維持管理 ○
・市民ひろばを一体で確保でき、緑地の維持管理がしやすい
・死角がなく、安全面においても管理しやすい

△
・市民ひろばが分断されるため、緑地の維持管理がしにくい
・市民ひろばが分割されることで、死角ができやすい

△
・市民ひろばが分断されるため、緑地の維持管理がしにくい
・市民ひろばが分割されることで、死角ができやすい

総合評価 ◎ 〇 △

A（北側配置） B（南側配置） C（西側配置）

登別市本庁舎建設基本設計
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周辺環境への影響 ◎ ・低層のため、周辺への日影の影響が少ない。 〇 ・周辺への日影の影響が2階建てに比べて大きい。 △ ・中層のため、周辺への日影の影響が最も大きい。

利用者の利便性 ◎
・1階を中心に窓口を配置できるため、利用者がアクセスしやすい。
・垂直移動が少なく、利便性が高い。

〇 ・1階を中心に窓口を配置できるため、利用者がアクセスしやすい。 △
・窓口が複数階に分散した配置となるため、利用者がアクセスしにくい。
・垂直移動が最も多く、利便性が低い。

議場の多目的利用 ○ ・議場を1階に配置できるため、市民開放や避難所に利用できる。 △ ・議場を1階に配置できないため、多目的な利用に向かない。 △ ・議場を1階に配置できないため、多目的な利用に向かない。

施設規模 ◎ ・共用廊下、階段、トイレ、シャフトスペースの面積が最も小さく、最もコンパクトになる。 〇
・共用廊下、階段、トイレ、シャフトスペースの面積がA案に比べて大きくなる。
・共用部分の面積が、A案に比べて増加する。

△
・共用廊下、階段、トイレ、シャフトスペースの面積が最も大きい。
・共用部分の面積が増加する。

工期 ◎ ・土工、地業に工期を要するが、躯体養生機関が最も短い 〇
・A案と比べて、土工および地業の工期は短くなるが、躯体打設階数が増加するため、
　躯体養生期間も必要になる

△
・土工深さが低層より深くなる傾向があり工期を要する。
・躯体打設階数が増加するため、及び躯体養生期間が必要になる。

イニシャルコスト ◎
コスト比率

1.0

・建築面積が大きく、地業工事にかかるコストが大きくなる。
・基礎フーチング、杭本数は多くなるが、1箇所あたりが負担する積載荷重は少ない。
・外壁面積が最も小さく、外壁工事にかかるコストが小さくなる。

〇
コスト比率

1.05
・基礎フーチング、杭本数は少なくなるが、1箇所あたりの負担する積載荷重が大きくなる
・外壁面積がA案に比べて大きく、外壁工事にかかるコストが大きくなる。

△
コスト比率

1.10

・基礎フーチング、杭本数は少なくなるが、1箇所あたりの負担する積載荷重が大きくなるため
　杭径などが、A案に比べて大きくなる。
・躯体重量が重く、地業工事にかかるコストが大きくなる。
・外壁面積が最も大きく、外壁工事にかかるコストが大きくなる。

ランニングコスト 〇
コスト比率

1.0
・年間熱負荷係数（BPIm）：0.61
・空調にかかるコストに差異はない。

○
コスト比率

1.0
・年間熱負荷係数（BPIm）：0.63
・空調にかかるコストに差異はない。

○
コスト比率

1.0
・年間熱負荷係数（BPIm）：0.67
・空調にかかるコストに差異はない。

更新コスト △
コスト比率

1.05
・防水の改修にかかるコストが最も大きい。
・外壁の改修にかかるコストが最も小さい。

〇
コスト比率

1.00
・防水の改修にかかるコストがC案に比べて大きい。
・外壁の改修にかかるコストがA案に比べて大きい。

〇
コスト比率

1.00
・防水の改修にかかるコストが最も小さい。
・外壁の改修にかかるコストが最も大きい。

総合評価

C案：4階建て

△◎ 〇

A案：2階建て B案：3階建て

登別市本庁舎建設基本設計
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計画案の福利厚生諸室面積は休憩
スペース (160㎡ )を含むと370㎡。
執務兼用として執務スペース面積
に算入。

フリーアドレスにより、執務スペー
スをコンパクト化。

□新庁舎面積算定の比較

近年の同規模庁舎事例と職員数による算定から新庁舎の面積が適正であるかを検討しました。

1. 人口規模の概数面積算定について

　基本構想より、想定人口 50,000 人前後、職員数 300 人前後における庁舎延べ床面積：6,000 ～ 10,000 ㎡

　

2. 職員数より

　A：地方債庁舎標準算定基準に基づく算定（総務省）、B：新営一般庁舎面積算定基準に基づく算定（国土交通省）

3. 計画案について

　計画案の庁舎面積と A及び Bの算定基準との比較

庁舎機能として必要な面積を損なわず、
全体面積を基本構想で設定した範囲内
で最小限に抑えます。

電子化により書庫・物品庫面積を
縮減。

十分な市民スペースを確保。

機械室を要さない熱源を採用し、
面積を大幅に縮減。

廊下をつくらない効率的な平面計
画により、共用部を大幅に縮減。

［条件］　
　　　　　・職員 302 人（水道・下水道グループ含む）　
　　　　　・議員 19 人
　　　　　・固有業務（基本構想より）
　　　　　　a 業務支援スペース　　b 市民スペース
　　　　　　c 市政情報スペース　　d 防災対策スペース
　　　　　　e 福利厚生スペース　　f 金融機関スペース

登別市本庁舎建設基本設計
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A案 B案 C案

建築面積 △ ・建築面積が大きい △ ・建築面積が大きい 〇 ・A、B案に比べて建築面積が小さい

建設期間 △ ・基礎工事の施工期間が長くなる △ ・基礎工事の施工期間が長くなる ○ ・基礎工事の施工期間がA・B案に比べて短い

採光の容易 ○
・1階の市民利用エリアに市民ひろば側（南東面）からの採光を多く
　確保できる

○
・1階の市民利用エリアに市民ひろば側（南東面）からの採光を多く
　確保できる

○
・1階の市民利用エリアに市民ひろば側（南東面）からの採光を多く
　確保できる

市民利用の容易 ◎

・前面道路から建物までの距離が短く、雨や雪の日に利用しやすい
・上段の駐車場から屋根を利用して2階へアクセスできる
・1階の市民ひろば側の間口が広く、市民ひろばに面して子育て支援
　機能や市民スペースを配置できる

○

・前面道路から建物までの距離が長い
・上段の駐車場から屋根を利用して2階へアクセスできる
・1階の市民ひろば側の間口が広く、市民ひろばに面して子育て支援
　機能や市民スペースを配置できる

△

・前面道路から建物までの距離が長い
・総2階建てのため、上段の駐車場から2階へのアクセスの確保が難しい
・1階の市民ひろば側の間口がA・B案に比べてせまく、市民ひろばに
　面して子育て支援機能や市民スペースが併置できない

卓越風・ビル風の対応 ○ ・2階のボリュームが小さいため、冬の卓越風を受け流しやすい △
・2階のボリュームがA案よりも大きいため、A案よりも冬の卓越風を
　受け流しにくい

△
・2階のボリュームが最も大きく、A・B案よりも冬の卓越風を受け流し
　にくい

積雪・除雪への対応 △ ・建物際の除雪がややしづらい ○ ・建物際の除雪がしやすい ○ ・建物際の除雪がしやすい

親しみ・シンボル・印象 ○
・旧陸上競技場の土手と建物の円弧状の形で囲われたひろばを作れる
・1階に曲面を用いることで、やわらかい印象となる

△
・A案に比べて、市民ひろばが囲われた印象とならない
・外壁がシンプルな直線形状のため、かたい印象となる

△
・A案に比べて、市民ひろばが囲われた印象とならない
・外壁がシンプルな直線形状のため、かたい印象となる

海への眺望 ○ ・1階屋根面を利用して、海を望める場所を作れる ○ ・1階屋根面を利用して、海を望める場所を作れる △ ・総2階建てのため、1階屋根面を利用した海を望める場所が作れない

安全性 ○ ・市民ひろばと駐車場を、建物で明確に分離できる △ ・市民ひろばと駐車場を明確に分離できない △ ・市民ひろばと駐車場を明確に分離できない

施工性 △ ・部分的に曲面形状を用いるため、やや施工が難しい ○ ・矩形による単純な形状のため、施工が容易 ○ ・矩形による単純な形状のため、施工が容易

ＺＥＢへの対応 △
コスト比率

1.05 ・外皮面積が大きい △
コスト比率

1.05 ・外皮面積が大きい ○
コスト比率

1.00 ・外皮面積が小さい

建設コスト △
コスト比率

1.05 ・基礎部分の施工コストがやや割高となる（杭本数、掘削範囲） △
コスト比率

1.05 ・基礎部分の施工コストがやや割高となる（杭本数、掘削範囲） ○
コスト比率

1.00 ・基礎部分の施工コストが割安となる（杭本数、掘削範囲）

維持管理コスト ◎
コスト比率

1.00 ・1階屋根部分から、2階外壁の点検やメンテナンスが可能 〇
コスト比率

1.10
・外壁の点検やメンテナンスにおいて、2面（長手側）に足場の設置が
　必要となる

△
コスト比率

1.15
・外壁の点検やメンテナンスにおいて、4面に足場の設置が
　必要となる

総合評価 ◎
・市民利用や安全性など、市民のための施設として高く評価できる
・建物形状が複雑だが、大きなデメリットとはならない
・施設の維持管理コストが最も小さい

〇
・市民利用や安全性など、市民のための施設として高く評価できるが
　A案に比べると、親しみやシンボル性という点で乏しい
・施設の維持管理コストがA案よりも大きい

△
・市民利用や安全性で、他案に比べて評価が低い
・建物形状が最もシンプルだが、大きなメリットとはならない
・施設の維持管理コストが最も大きい
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A：横基調 B：縦基調

〇：水平性が強調され海への眺望が確保できる △：壁により水平性が損なわれる

A：横基調

△：腰壁により連続性が損なわれる

B：縦基調

〇：ひろばとの連続性が生まれる

2階｜海への眺望

1
階
｜
ひ
ろ
ば
と
の
連
続
性

• ひかりのみちなど、市民の居場所の中心となるエリアが面する南側立面について

周辺との関係性から適切な立面計画を検討します。

登別市本庁舎建設基本設計
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屋根面積 ○
コスト比率

1.05 ・B案より屋根面積が大きい ◎
コスト比率

1.0 ・屋根面積が最も小さい △
コスト比率

1.10 ・屋根面積が最も大きい

建設期間 ○
・三角形状を利用したハーフプレキャストコンクリートスラブを用いる
ことで、施工期間を短縮できる

○ ・躯体、型枠、鉄筋工事にかかる施工期間が短い △ ・躯体、型枠、鉄筋工事にかかる施工期間が長い

採光の容易 ◎
・屋根面からの十分な採光を確保できる
・斜めの天井が光を拡散し、全体的に明るさを確保できる

△ ・屋根面からの採光が確保できない 〇
・屋根面からの採光を確保できる
・場所によって明るさのムラが大きい

室内環境 ◎
・一体的な執務スペースに屋根形状ごとのゆるやかなまとまりを
　つくることができる
・屋根に包まれた親密な空間ができる

△ ・変化のない均一な空間となる 〇 ・変化はあるが、フラットな天井に吹抜けがあるイメージとなる

太陽光パネル設置対応 ○
コスト比率

1.00 ・屋根面を利用し、他案に比べて簡易な架台で太陽光パネルを設置可能 △
コスト比率

1.15 ・パネル角度に応じた鉄骨架台の設置が必要 △
コスト比率

1.15 ・パネル角度に応じた鉄骨架台の設置が必要

卓越風・ビル風の対応 ○
・勾配屋根が風を受け流し、パネルが屋根と一体化するため
　吹き溜まりが発生しにくい

△ ・パネルの裏側に吹き溜まりが発生する可能性がある △ ・ハイサイドライト間の溝が深い為、吹き溜まりが発生する可能性がある

積雪・除雪への対応 ○ ・屋根全面に日射が当たり、雪が融けやすい ○ ・屋根全面に日射が当たり、雪が融けやすい △ ・ハイサイドライト間で日陰ができるため、雪が融けにくい

親しみ・シンボル・印象 ◎
・三角が連続する特徴的な屋根形状が象徴的な外観をつくる
・太陽光パネルが目立たず、デザインと一体化できる

△
・屋根形状に明快な特徴が無い
・太陽光パネルが目立つ

〇
・凹凸のある特徴的な屋根形状だが、やや複雑な外観となる
・太陽光パネルが目立つ

施工性 △
・シンプルな形状の反復による構成
・プレキャストコンクリートや斜めスラブ部分の施工がやや難しい

○ ・シンプルな形状で施工が容易 △
・シンプルな形状の反復による構成
・R階のボリュームが多いため、施工に手間がかかる

構造・品質 ○ ・プレキャストコンクリートの活用により高い品質を確保 ○ ・シンプルな構造フレーム △ ・ハイサイドライトを支持する中間梁など、構造フレームが複雑となる

重量 〇
コスト比率

1.03
・B案より躯体量が多いが、斜め屋根の気積を活かして、梁下高さを
　小さくできる

◎
コスト比率

1.0 ・躯体量が最も少ない △
コスト比率

1.10 ・躯体量が最も多い

ＺＥＢへの対応 ○
コスト比率

1.03

・階高を抑えながら適切な気積を確保できるため、C案に比べて暖冷房
　負荷が小さくなる
・トップライトを利用した自然採光により照明エネルギーを削減できる

△
コスト比率

1.0
・屋根面積や気積が最も小さく、暖冷房負荷が小さくなる
・屋根面からの自然採光が確保できない

△
コスト比率

1.06

・屋根（＋壁）面積、気積が最も大きく、暖冷房負荷が大きくなる
・ハイサイドライトを利用した自然採光により照明エネルギーを削減
　できる

建設コスト ○
コスト比率

1.0
・躯体、型枠、鉄筋、防水工事にかかるコストがB案よりも大きい
・太陽光パネルの架台の費用を削減できる

○
コスト比率

1.0
・躯体、型枠、鉄筋、防水工事にかかるコストが最も小さい
・太陽光パネルの架台＋基礎の費用がかかる

△
コスト比率

1.05
・躯体、型枠、鉄筋、防水工事にかかるコストが最も大きい
・太陽光パネルの架台＋基礎の費用がかかる

維持管理 〇
・勾配屋根面でのメンテナンスはやや難しい
・谷間に平場を設けて、メンテナンスに配慮する

◎ ・太陽光パネルのメンテナンスが容易 △
・太陽光パネルの周囲に十分なメンテナンススペースを確保することが
　できない

総合評価 ◎ 〇 △

A｜トップライト案 B｜陸屋根採光無し案 C｜ハイサイドライト案

登別市本庁舎建設基本設計

5-6　断面計画の比較検討
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□外装材の比較検討

外壁に使用する外装材について、採用見込みのある素材の洗い出しを行います。

実施設計にて、外壁の部位ごとに適切な外装材を選定します。

押出成形セメント板 PCaパネル 板金（フッ素アルミ板）

参考イメージ

意匠性

・素地（撥水材塗布）、塗装仕上げとも選択可能
・パネルサイズに制限がある
・工場生産のため、高品質で安定した仕上がりとなる
・パネル継ぎ目で目地が生じる

・素地（撥水材塗布）、塗装仕上げとも選択可能
・パネルサイズの自由度が高い
・工場生産のため、高品質で安定した仕上がりとなる
・パネル継ぎ目で目地が生じる

・張り方や色の選択肢が多い
・下地の凹凸が表面に現れやすく、施工精度が求められる

耐久性 パネル自体に硬度があり、強い衝撃でも傷が生じない パネル自体に硬度があり、強い衝撃でも傷が生じない 強い衝撃によりへこみ等が生じることが懸念される

耐塩害性 塩害による影響は受けにくい 塩害による影響は受けにくい 塩害による腐食が懸念される

荷重 ・パネルが重く、構造的負担が大きいことが懸念される ・パネルが重く、構造的負担が大きいことが懸念される

メンテナンス
仕上げ塗装、撥水材、シーリング等の定期的な補修が必要となる
（メーカー推奨：15～20年サイクル）

仕上げ塗装、撥水材、シーリング等の定期的な補修が必要となる
（メーカー推奨：15～20年サイクル）

補修は不要

湿式外断熱工法 断熱複合板 コンクリート打放し

参考イメージ

意匠性
・表面の色やテクスチャの選択肢が多い
・目地のないシームレスな仕上げとすることが可能

・塗装による仕上げ
・パネル継ぎ目でシーリングが必要となる

・素地（撥水材塗布）、塗装仕上げとも選択可能
・目地のないシームレスな仕上げとすることが可能
・現場施工のため、施工精度が求められる

耐久性
他の素材に比べて表面硬度が無いため、強い衝撃への耐久性は
望めない

パネル自体に硬度があるが、パネル厚が薄いため
強い衝撃への耐久性は望めない

壁面自体に硬度があり、強い衝撃でも傷が生じない

耐塩害性 塩害による影響は受けにくい 塩害による影響は受けにくい 塩害による影響は受けにくい

荷重

メンテナンス
仕上げ塗装、シーリング等の定期的な補修が必要となる
（メーカー推奨：15～20年サイクル）

仕上げ塗装、シーリング等の定期的な補修が必要となる
（メーカー推奨：15～20年サイクル）

仕上げ塗装、撥水材、シーリング等の定期的な補修が必要となる
（メーカー推奨：15～20年サイクル）

乾
式

湿
式

登別市本庁舎建設基本設計

5-7　外装計画の比較検討
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□防水工法の比較検討

• 屋根に使用する防水工法について、比較を行います。

• 階ごとに特徴を整理した上、適切な工法を選定します。

アスファルト防水（AI-1) ウレタン塗膜防水 塩ビシート防水 改質アスファルトシート防水（ASI-J1) ウレタン塗膜防水（L-USH） 塩ビシート防水（SI-M2）

〇 〇 △ △ 〇 △

・端部納めに金物が不要 ・端部納めに金物が不要 ・端部納めに金物が必要となる ・シートの重なりにより継ぎ目が生じる
・継ぎ目なく平滑に仕上げることが可能
・複雑な形状にも対応可能

・補強シートの設置が必要

〇 △ △ 〇 △ △
・耐用：30年前後／保証：10年
※メーカー基準より

・耐用：20年前後／保証：10年
※国交省報告より

・耐用：20年前後／保証：10年
※国交省報告より

・耐用：20年前後／保証：10年
※メーカー基準より

・耐用：15年前後／保証：10年
※国交省報告より

・耐用：15年前後／保証：10年
※国交省報告より

△ 〇 ◎ △ 〇 〇
・比率　1.30 ・比率　1.15 ・比率　1.00 ・比率　1.18 ・比率　1.00 ・比率　1.00

〇 △ △ ◎ 〇 △
・比率　1.00 ・比率　1.30 ・比率　1.30 ・比率　1.00 ・比率　1.14 ・比率　1.24

〇 〇 △ △ △ △

・保護コンクリートにより耐久性が向上 ・保護コンクリートにより耐久性が向上
・保護コンクリートにより耐久性が向上
・端部金物が塩害により腐食する懸念有

・紫外線に比較的弱い ・鳥害の懸念有
・鳥害の懸念有
・端部金物が塩害により腐食する懸念有

△ △ △ △ 〇 △
・不具合箇所の特定が困難
・大規模改修時は、保護コンの上に防水可能

・不具合箇所の特定が困難
・大規模改修時は、保護コンの上に防水可能

・不具合箇所の特定が困難
・大規模改修時は、保護コンの上に防水可能

・継ぎ目が多く、不具合箇所の特定が困難
・部分補修が可能
・大規模改修時は、既存防水層の上に防水可能

・補修が容易
・部分補修が可能
・大規模改修時は、既存防水層の上に防水可能

・継ぎ目が多く、不具合箇所の特定が困難
・部分補修が可能
・大規模改修時は、既存防水層の上に防水可能

〇 〇 〇 〇 〇 〇
・接着＋溶着
・火気の使用有り

・塗布 ・接着 ・常温接着 ・塗布 ・点接着

◎ 〇 △ △ ◎ △
・金物が不要なため、塩害地域に適する
・イニシャルコストは高価だが、耐用年数が長く
　維持管理コストを抑えることができる

・金物が不要なため、塩害地域に適する ・金物が必要なため、塩害による劣化が懸念される
・防水面に継ぎ目が生じ、複雑な形状への対応が
　難しい
・イニシャルコストが高価となる

・複雑な形状にも対応可能
・補修が容易

・防水面に継ぎ目が生じ、複雑な形状への対応が
　難しい
・金物が必要なため、塩害による劣化が懸念される

総合評価

1階屋根 2階屋根

・陸屋根形状
・重歩行可能
・保護コンクリート仕様

・傾斜屋根形状

施工方法

意匠性

耐用年数
保証期間

建設費

耐久性
耐候性

メンテナンス性

維持管理費

登別市本庁舎建設基本設計
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5-8　収納量の検討【物品庫等】

登別市本庁舎建設基本設計

□物品庫等の収納量の算定（A3文書保存箱）

• 物品庫等に収納できる文書量を算定します。

• 算定にあたっては、A3文書保存箱（W:316mm D:466mm H:351mm）で換算します。

印刷スペース（62㎡）は、現庁舎の印刷室（21㎡）と
比べてゆとりある面積を確保できます。

物品庫：60箱

物品庫：140箱物品庫：100箱物品庫：20箱

無線室：105箱

物品庫：220箱

印刷・作業・物品：385箱耐火書庫：40箱

物品庫：30箱

■中量ラック収納イメージ

（平面イメージ）

（立面イメージ）

■物品庫収納量

■1階平面図

■2階平面図

階 室名 収納量（箱）
１階 物品庫 60
１階 物品庫 220
１階 耐火書庫 40
１階 印刷・作業・物品 385

小計 705
２階 物品庫 20
２階 物品庫 100
２階 物品庫 140
２階 物品庫 30
２階 無線室 105

小計 395
合計 1100

印刷・作業・物品印刷・作業・物品
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5-8　収納量の検討【家具収納備蓄庫】

収納奥行：D=（収納ピッチ：360）×机台数＋345

収納幅：W=天板幅＋185

議場では、折りたたみ式の机の採用を検討し、
収納時の省スペース化を図ります。

16箱

16箱

16箱

16箱

16箱 16箱 16箱 16箱

20箱

20箱

20箱

20箱

20箱

□家具収納備蓄庫の収納量の算定

• 家具収納備蓄庫の収納量について、議場の家具を収納した上で、備蓄可能な容量を算定します。

• 算定にあたっては、A3文書保存箱（W:316mm D:466mm H:351mm）で換算します。

• 壁に設けた収納棚の下部に椅子を収納した上で、上部に４段の A3文書保存箱を収納することが可能です。

• 右図より合計 192 箱分の備蓄が収納できます。

■家具収納備蓄庫平面イメージ　S＝1/50■収納イメージ（下部に椅子収納）　S＝1/50

■収納イメージ（議場の折りたたみ式可動机）　S＝1/50

79



登別市本庁舎建設基本設計

5-9　職員ロッカーの検討
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■2Fロッカー (2 段 ) 平面図

■2段ロッカー収納イメージ

■1F ロッカー (2 段 ) 平面図■コート掛けのイメージ■コート掛け収納イメージ ■1F ロッカー (3 段 ) 平面図

■2F ロッカー (3 段 ) 平面図

■3段ロッカー収納イメージ

男性
ロッカー
男性

ロッカー
女性

ロッカー
女性

ロッカー

男性
ロッカー
男性

ロッカー

女性
ロッカー
女性

ロッカー

男性
ロッカー
男性

ロッカー

女性
ロッカー
女性

ロッカー

男性
ロッカー
男性

ロッカー
女性

ロッカー
女性

ロッカー

現場用の長靴など

コート

15
00

50
0

900

450 450 450 450

モバイルバック、
ファイルボックスなど

長靴以外の個人の靴

2段ロッカーの必要台数の算出

• 1 階男性　124 人 / 4 人＝31 台

• 1 階女性　112 人 / 4 人＝28 台

• 2 階男性　134 人 / 4 人＝34 台

• 2 階女性　  35 人 / 4 人＝  9 台

□コート掛けの必要台数の算出

• 1 階男性　124 人 / 10 人＝13 台

• 1 階女性　112 人 / 10 人＝12 台

• 2 階男性　134 人 / 10 人＝14 台

• 2 階女性　  35 人 / 10 人＝  4 台

3 段ロッカーの必要台数の算出

• 1 階男性　124 人 / 6 人＝21 台

• 1 階女性　112 人 / 6 人＝19 台

• 2 階男性　134 人 / 6 人＝23 台

• 2 階女性　  35 人 / 6 人＝  6 台

□共用コート掛け・靴収納の１人あたりのスペースの算定

コート掛け

　1人当たりの必要寸法｜W:60mm D:450mm H:1500mm

　※冬の厚手のコートを想定し、1.5 倍の幅で設定する

　∴１人当たり　W:90mmとする

　コート掛け：W900mm

　∴１台あたり 10 名収納を想定

靴収納

　1人当たりの収納寸法｜W:265mm D:380mm H:200~250mm

　　　　　　　　　　　　長靴の場合H:400mm程度

　∴コート掛け 1台あたり 3～ 4人分の靴を収納する想定 3434

99

1414

3131 1313

44

2323

66

1414

44

28281212 2121 1313 19191212

：共用コート掛け・靴収納
：個人ロッカー（男性）
：個人ロッカー（女性）
：休養スペース
：ベンチ

【凡例】

□ロッカーのレイアウトの検討

• ロッカーは、執務室内に個人の机や収納を持たないフリーアドレスの導入を踏まえ、１人当たりの収納量が大きな２段ロッカーを採用します。

• 職員ロッカーの収納レイアウトについて検討します。

• 各階に職員全員分のロッカーを確保しながら、省スペース化を図ります。

• 個人ロッカー（W：450mm,H：1800mm）を人数分配置する方法に比べて、

共用コート掛け・靴収納と個人ロッカーを分けて配置する方法では、ロッカー

の面積を縮小することができます。
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□構造種別の比較検討  鉄筋コンクリート造 

（純ラーメン） 

鉄筋コンクリート造 

（耐震壁付きラーメン） 

鉄骨鉄筋コンクリート造 鉄骨造 木造 

模式図 

 

 

 

 

 
     

概要 主体構造は鉄筋コンクリート

造で純ラーメン構造とする 

目安スパン６～１０ｍ 

主体構造は鉄筋コンクリート

造で耐震壁付きラーメン構造

とする 

目安スパン６～１０ｍ 

主体構造は鉄骨鉄筋コンクリ

ート造で純ラーメン構造とす

る 

目安スパン１０～１５ｍ 

主体構造は鉄骨造でブレース

付きラーメン構造とする 

目安スパン１０～２０ｍ 

主体構造は大断面集成材とし、

集成材ブレースを設ける 

目安スパン６～８ｍ 

耐火性能 耐火構造が容易○ 耐火構造が容易○ 耐火構造が容易○ 耐火構造とするためには耐火

被覆を要する△ 

準耐火構造とするために燃え

代設計を要する△ 

平面計画 基準○ 耐震壁が配置されることで制

約を受ける△ 

RC 造に比べて柱スパンを大き

くできる○ 

大スパンを構成可能◎ 

ブレースが配置されることで

制約を受ける△ 

多数のブレースが配置される

ことで制約を受ける△ 

屋根 RC 梁とプレキャスト梁が並ぶ

○ 

RC 梁とプレキャスト梁が並ぶ

○ 

SRC 梁とプレキャスト梁が並

ぶ○ 

被覆または仕上げされた鉄骨

梁が並ぶ△ 

燃え代設計を行った集成材の

梁が並ぶ△ 

工期 基準○ 基準○ RC 造に比べて鉄骨工事の分長

い△ 

躯体工事は短いが、被覆や仕上

げを含めると長い△ 

RC 造に比べて短い◎ 

施工費 基準◎ 基準◎ やや高い○ 高い△ 高い△ 

その他 

長所 

・防錆に優れている 

・防音性に優れている 

・防振性に優れている 

・防錆に優れている 

・防音性に優れている 

・防振性に優れている 

・純ラーメンに比べて部材断面

は小さい 

・防錆に優れている 

・防音性に優れている 

・防振性に優れている 

・自重は軽く基礎工、杭工が割

安 

 

・自重は軽く基礎工、杭工が割

安 

 

その他 

短所 

・自重が重く基礎工、杭工が割

高 

 

・自重が重く基礎工、杭工が割

高 

 

・自重が重く基礎工、杭工が割

高 

 

・耐塩害および防錆は塗装また

は溶融亜鉛メッキの施工が

必要 

・防音性は仕上材で対応 

・腐朽は材料の選定及び塗装の

施工が必要 

・防音性は仕上材で対応 

 

積算基準 ①標準単価採用より地域間価

格の格差が小さい 

②標準単価より市場価格変動

影響が少ない 

①標準単価採用より地域間価

格の格差が小さい 

②標準単価より市場価格変動

影響が少ない 

①コンクリートは標準単価採

用より地域間価格の格差が

小さいが、鉄骨は標準単価が

無く鉄骨加工場の見積金額

採用より地域間価格の格差

と鉄骨加工場の価格差が大

きい 

②コンクリートは標準単価よ

り市場価格変動影響が少な

いが、鉄骨は見積金額より市

場価格の影響が大きい 

①標準単価が無く鉄骨加工場

の見積金額採用より地域間

価格格差が大きい 

②見積金額より市場価格の影

響が大きい 

①材料は標準単価採用より地

域間価格格差が小さいが、建

て方手間等の施工人工数は

標準歩掛が無く工務店の見

積金額採用より価格差が大

きい 

②材料は標準単価より市場価

格変動影響が少ないが、建て

方手間等の施工人工数は見

積金額より市場価格の影響

が大きい 

 い多 い多 いな少 い多も最 い多も最 績実舎庁

地元 PCメ

ーカーの参

入 

 し無 し無 り有 り有 り有

総合評価 

 

◎ △ 〇 △ △ 

◎ ◎ △ 〇 〇 

鉄筋コンクリート造（RC造）
【純ラーメン】

鉄筋コンクリート造（RC造）
【耐震壁付きラーメン】

鉄骨鉄筋コンクリート造
（SRC 造）

鉄骨造
（S造）

木造
（W造）
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□構造形式の比較検討
耐震構造 制振構造 免震構造 

模式図 

概要 ラーメン構造等で架構を構成し、大地震時には主架構

の損傷によって地震力に抵抗する 

制振部材をラーメン構造に付加し、大地震時には制振

部材が地震力を吸収する 

1 階床と基礎の間に免震層を設け、大地震時には免震

層の免震部材が地震力を吸収する 

大地震後の

使用 

建物に変形や損傷が生じる可能性がある△ 建物に変形は比較的残らず、制振部材の点検および交

換で済む〇

建物に変形は残らず、免震層の点検および交換で済む

◎

施工費 基準◎ やや高い〇 高い△

工期 基準◎ 若干長い〇 長い△

その他 

長所 

基準 ・耐震構造に比べて居住性は向上する ・耐震構造に比べて部材断面を小さくできる 

・居住性が高い 

その他 

短所 

・免震構造に比べて部材断面は大きい 

・応答加速度や変形が大きく、非構造部材の損傷の可

能性がある 

・免震構造に比べて居住性はやや劣る 

・制振部材の配置により平面計画が制限される 

・外からの設備配管にフレキシブルな対策が必要 

・免震ピット分基礎が深くなる 

・敷地境界との間に 1ｍ程度のクリアランスが必要 

庁舎建築物

の実績 

多い〇 少ない△ 少ない△ 

特殊部材の

種類 

なし ダンパー要素 

・制振壁 

・制振間柱 

・座屈拘束ブレース 

免震装置の組み合わせ 

・天然積層ゴム+オイルダンパー+鋼製ダンパー 

・鉛プラグ入り天然積層ゴム+オイルダンパー 

・高減衰ゴム系積層ゴム 

・滑り振り子型免震装置 

・弾性滑り支承 

確認申請 ・一般の確認申請 ・付加制振の場合は一般の確認申請 告示免震と大臣認定がある。 

・大臣認定 

 地盤条件、構造仕様に制限がない。通常の確認申

請に半年程度設計工程が延びる。現場変更の際に

も変更性能評価および大臣認定を要する。 

・告示免震 

 地盤条件、構造仕様に制限がある。 

積算基準 ・標準単価採用より地域間価格の格差が小さい 

・標準単価より市場価格変動影響が少ない 

・標準単価が無くメーカーの見積金額採用より地域

間価格格差が大きい 

・見積金額より市場価格の影響が大きい 

・標準単価が無くメーカーの見積金額採用より地域

間価格格差が大きい 

・見積金額より市場価格の影響が大きい 

地元経済の

波及 

・元請事業者を筆頭に関連業者による施工で波及効

果が期待できる。 

・メーカーや大臣認定工法の内容により、専門業者の

施工となり波及効果が限定されやすい 

・告示免振はメーカーや大臣認定工法の内容により、

専門業者の施工となり波及効果が限定されやすい 

・大臣認定は専門業者の施工となり波及効果が限定

されやすい 

総合評価 ◎ 〇 △
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直接基礎 独立基礎

地盤補強 地盤改良 深層混合処理工法

締固め工法

布基礎

べた基礎

ラップルコンクリート工法

打込み工法 打撃工法

中堀り根固め工法

プレボーリング根固め工法

プレボーリング拡大根固め工法

鋼管杭 打込み工法 打撃工法

埋込み工法

振動工法

プレボーリング根固め工法

中堀り工法

鋼管ソイルセメント杭工法

回転杭工法

場所打ちコンクリート杭 アースドリル工法

リバース工法

オールケーシング工法

杭基礎 既製コンクリート杭

埋込み工法

□地盤調査結果　柱状図 □基礎仕様の選定フロー図

選定条件

• 直接基礎、地盤改良は表層地盤の状況により除外

• 打込み工法については、騒音や振動による公害により除外

• 既製コンクリート杭、鋼管杭、場所打ち杭の工法選定については、

地盤状況・建物規模・工費を考慮して各杭種から１工法ずつ選定

□杭工法の比較検討
 

 法工ルリドスーア 法工杭管鋼きつ根羽 法工め固根大拡グンリーボレプ 

模式図 

   

概要 

アースオーガーによって所定の深度まで掘削し、支

持層付近において根固め液を注入、底部に根固め球

根を建造した後に杭周液を注入し、杭を建て込む。 

（設計支持力=350） 

羽根つき鋼管杭に回転推進力を与えて地中に埋没し

ていき、杭長に応じて溶接継手あるいは無溶接継手に

よって杭を接続して支持層まで根入れをおこなう。 

（設計支持力=270） 

アースオーガーによって所定の深度まで掘削し、鉄筋

を吊り入れ、コンクリートを打設して杭を形成する。 

（設計支持力=150） 

施工費 基準 ○  △  ○ 

工期 基準 ○  等同と法工め固根大拡 ○ い長 △ 

その他 

長所 

・既製杭のため杭体の品質は保証されている 

・認定工法による高い杭先端支持力係数 

・既製杭のため杭体の品質は保証されている 

・残土はほとんど出ない 

・逆回転で引抜きが容易 

・大径の杭が施工可能 

・長さの調整が容易 

その他 

短所 

・杭頭の装置が複雑 

・残土処理が必要 

・地中障害がある場合は他工法による対応が必要 

・硬い地盤では回転羽が破損する場合がある 

・残土量は既製杭の約 6倍 

・施工管理が他工法に比べて複雑 

・杭体の信頼性は既製杭に比べて低い 

総合評価 ◎ 〇 △ 
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□非常用発電機・熱源の比較検討

• 非常用発電機の燃料方式を下記に比較します。

　なお、ガスタービン発電機のＬＰＧ方式は対応製品が無いため、比較対象の考慮外とします。

①黒煙が多い（A重油>軽油>灯油） ①黒煙が多い（A重油>軽油>灯油） ①黒煙が多い（A重油>軽油>灯油） ①ディーゼルより黒煙が少ない ①軽油・A重油より黒煙が少ない
②硫黄酸化物（ＳＯｘ）、窒素酸化物（ＮＯｘ） ②硫黄酸化物（ＳＯｘ）、窒素酸化物（ＮＯｘ） ②硫黄酸化物（ＳＯｘ）、窒素酸化物（ＮＯｘ） ②ディーゼルより硫黄酸化物（ＳＯｘ）、窒素 ②軽油・A重油より硫黄酸化物（ＳＯｘ）、窒素

-25℃～40 0℃～40 5℃～40

(3号は-25℃～40℃まで対策不要)

種類と長所

（約 1～5日、周期 3年）
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□非常用発電機・熱源の比較検討

• 非常用発電機の燃料方式を下記に比較します。

　なお、ガスタービン発電機のＬＰＧ方式は対応製品が無いため、比較対象の考慮外とします。

△ △ △
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□太陽光パネルの設置方式の比較検討

注１：発電効率は「建築設備計画基準（令和 3年度）」より抜粋

　　　設置面の一日あたりの年平均日射量（kWh/（㎡・日））による

注２：方位角は真南より 45 度とする
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00

□太陽光パネルの両面型と片面型の比較検討

太陽光パネルについて、両面型と片面型の比較を行います。

注：型式は参考品

国内の実績のあるメーカー

国内の他のメーカー
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□クラウド PBX の比較検討

• クラウド PBX 導入による長所、短所、導入コスト、維持管理コストについて

　従来の電話交換機の場合との比較を行います。

クラウド PBX 方式

従来オフィス内に設置する必要があった PBX（電話回線の交換機）をクラウド化することでインターネット上での通話を実現した

次世代の通信サービスです。

スマホさえあればどこでも固定電話の電話番号で発着信が可能であり、保留や転送などの従来のビジネスフォンの機能も同じように

利用できます。

従来の電話交換機方式

複数の内線・外線を共有し、留守番電話・転送などの機能を搭載することができる、執務機能に特化した電話機です。

一般的に、多機能型電話機と電話交換機（主装置）と言われる交換機をセットにして「従来の電話交換機方式」と呼びます。

職員
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□太陽光発電系統図

屋上

2階

1階

（公用車用） （公用車用）
電気自動車充電設備
急速充電器

高圧引込
電気自動車充電設備
急速充電器

普通
充電

急速
充電

パワー
コンディショナー

非常用
発電機 キュービクル蓄電池

蓄電池
150kW相当

太陽光パネル（250kW相当）
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□空調設備の比較検討

● EHP：庁舎の冷暖房 ● GHP：庁舎の冷暖房 ● EHP・地中熱ヒートポンプ：庁舎の冷暖房 ● 冷温水発生機：庁舎の冷暖房
● 空冷チラー：ホール冷暖房 ● GHPチラー：：ホール冷暖房 ● 地中熱ヒートポンプ：ホール冷暖房 ● 冷温水発生機：ホール冷暖房

①空調に関する設備費 　 　 　 　

②高圧受電設備

③補助金

①＋②－③設備費
（ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄ）
④更新費

（建替え周期：60年）
　運転費(ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ)

：年間
⑤運転費(ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ)

：60年間
　保守管理費

：年間
⑥保守管理費

：60年間
④＋⑤＋⑥小計
（ﾗﾝﾆﾝｸﾞ･ﾒﾝﾃﾅﾝｽｺｽﾄ60年）
※建物建替え周期：60年
LCC(ﾗｲﾌｻｲｸﾙｺｽﾄ:60年)

20年

機械室スペース（小）が必要。
（機械室に温水循環ポンプ）

機械室スペース（大）が必要。
（機械室に冷温水発生機、冷温水循環ポンプ、冷却水ポンプ、
オイルサービスタンク、オイルポンプ）

火気使用が無いため安全である。

EHP・地中熱ヒートポンプ(冷媒)の場合は温風のため早い、地
中熱ヒートポンプ(冷温水)は冷温水のため、温風より遅い。

屋外機設置スペースが必要。
バルクタンクスペース+パーパライザー設置スペースが必要。
（GHP屋外機、GHPチラー）

円 100% 72,941,733 円

項　　　　目
EHP+空冷チラー GHP＋GHPチラー 冷温水発生機EHP+地中熱ヒートポンプ

システム概要

GHPチラー：空冷チラーと同
様の装置で、ガスエンジンを
駆動試運転する装置

A B C D

主たるエネルギー 電気 LPG・電気 灯油・電気地中熱・電気

空冷チラー：空気を媒体して
冷却と加温を行い冷暖房に必
要な温度で運転する装置

20年

円

冷温水発生機のは、冷温水を放熱器に送ってから、放熱器運転
となるため、EHP・GHPより遅い。

特
徴

安全性 火気使用が無いため安全である。 火気使用が有るため、注意が必要である。（屋外機) 火気を使用するので、火災のリスクが大きい。

保守性 フィルター清掃有り。 燃焼機器の整備及び、フィルター清掃有り。 冷温水発生機メンテンナス有り、フィルター清掃有り。

屋内スペース
機械室スペース（小）が必要。
（機械室に温水循環ポンプ）

機械室スペース（大）が必要。
（機械室に地中熱HP、温水循環ポンプ）

(1/2） 89,412,267

立上り時間(暖房時)
EHPの場合は温風のため早い、空冷チラーは冷温水のため、温
風より遅い。

GHPの場合は温風のため早い、GHPチラーは冷温水のため、
温風より遅い。

15年

補助金対象 無し 無し

(1/2）

寒冷地対応
対応外気温：-10℃
屋外機霜取運転：寒冷地形採用により、霜取り運転軽減

対応外気温：-10℃
屋外機霜取運転：特に発生しない

屋外機設置スペースが必要。
ボアホールを掘る空地が必要。（45本）
（EHP屋外機）

屋外スペース
屋外機設置スペースが必要。
（EHP屋外機、空冷チラー）

フィルター清掃有り。

29,456,000

円

無し

オイルタンクスペースが必要。

円

更新年数 20年

円

8,017,000 円 884,000 円 2,004,250円

161,470,000 132,540,000

70% 134,544,250

0 円(2/3） 89,412,267

165,839,733 円 159%

円

251,560,000 円 417,940,000 円

円 円

104,341,000

265,080,000円279,630,000

10,265,000 円 100% 11,109,000 円 108% 11,291,5009,840,000 円 96%

615,900,000 円 666,540,000 円 677,490,000590,400,000 円

円 1222% 27,000,000円 100%

81,000 円 990,000 円 450,000

872,320,000 円 100% 1,143,880,000 円 131% 969,570,000874,890,000 円 100%

二酸化炭素排出量[t-CO2/年] 126.3 t-CO2/年 155.7

①+②-③+④+⑤+⑥ 1,104,114,250 円 113%①+②+③-④+⑤+⑥+⑦ 976,661,000 円 100% ①+②-③+④+⑤+⑥ 1,216,821,733 円 125%

経
済
性

125,780,000

円

123.7 t-CO2/年t-CO2/年 164.2 t-CO2/年

円

地中熱ヒートポンプ

247,820,000 円

円 556%

円

円 110%

円 129%

円

7,432,000

対応外気温：-10℃
屋外機霜取運転：寒冷地形採用により、霜取り運転軽減

対応外気温：-10℃
屋外機霜取運転：屋外機が無いため対象外

塩害対策 屋外機は耐塩害仕様 屋外機は耐塩害仕様 屋外機は耐塩害仕様 冷却塔は耐塩害仕様

①+②-③+④+⑤+⑥ 1,040,729,733 円 107%

81,000 円

4,860,000

111%

4,860,000 円 100% 59,400,000

登別市本庁舎建設基本設計
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□換気設備の比較検討

● EHP室外機→外調機(直膨コイル) ● 地中熱ヒートポンプ熱源→外調機(冷温水コイル) ● 空冷チラー→外調機(冷温水コイル)
D案として、全熱交換形ユニットも検討しましたが、
執務室の送風量が大きいため、除外とします。

直膨コイル：冷却・加熱サイクルを
空冷EHP屋外機にて行うコイル

①空調に関する設備費 　 　 　

②高圧受電設備

③補助金

①＋②－③設備費
（ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄ）
④更新費

（建替え周期：60年）
　運転費(ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ)

：年間
⑤運転費(ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ)

：60年間
　保守管理費

：年間
⑥保守管理費

：60年間
④＋⑤＋⑥小計
（ﾗﾝﾆﾝｸﾞ･ﾒﾝﾃﾅﾝｽｺｽﾄ60年）
※建物建替え周期：60年
LCC(ﾗｲﾌｻｲｸﾙｺｽﾄ:60年)

※1 経済性の金額は、概略数値となりますので、積み上げ等により増減があります。 ※6 ③補助金：二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金
※2 二酸化炭素排出量に関しては国の電力政策によって将来的に変化していきます。 (現状は泊発電所の長期停止により火力発電量が増加したため大幅に上昇しています)
※3 北海道電力：排出原単位 0.000533 t-CO2/kWh
※4 日本LPガス協会：排出単位 0.005970 t-CO2/kWh
※5 環境省（灯油）：排出単位 0.002490 t-CO2/kWh

主たるエネルギー 地中熱・電気電気 電気

主要機器
ボアホール→熱原水ポンプ→地中熱ヒートポンプ→外調機（冷温
水コイル）
外調機（冷温水コイル）仕様：全熱交換器付

空冷EHP用室外機→外調機（直膨コイル）
外調機（直膨コイル）仕様：全熱交換器付

空冷チラー→冷温水ポンプ→外調機（冷温水コイル）
外調機（冷温水コイル）仕様：全熱交換器付

項　　　　目
地中熱ヒートポンプEHP(直膨コイル) 空冷チラー 備考

A B C

火気使用が無いため安全である。

保守性

屋外機は耐塩害仕様

更新：20年 更新：20年 更新：15年 

塩害対策 屋外機なし

保守性は、外調機フィルター清掃必要。

屋内スペース
配管用機械室スペース（大）が必要。外調機設置室必要。
（屋内に地中熱ヒートポンプ、外調機）

配管用機械室スペースが不要。外調機設置室必要。
（屋内に外調機）

配管用機械室スペース（小）が必要。
（屋内に冷温水ポンプ、外調機）

立上り時間(暖房時) 地中熱を熱交換して、水媒体での加熱のため、遅い。冷媒管での運転のため、ロスが少ないく、早い。 水媒体での加熱のため、遅い。

安全性 火気使用が無いため安全である。火気使用が無いため安全である。

133,440,000 円

保守性は、外調機フィルター清掃必要。

80,350,000 円

2,224,000 円 100%

補助金対象 地中熱ヒートポンプ、外調機外調機 外調機

屋外スペース ボアホールを掘る空地が必要。（49本）屋外機設置スペースが必要。 屋外機設置スペースが必要。

寒冷地対応 屋外機なし
対応外気温：-10℃
屋外機霜取運転：寒冷地形採用により、霜取り運転軽減

対応外気温：-10℃
屋外機霜取運転：屋外機が無いため対象外

特
徴

保守性は、外調機フィルター清掃必要。

（1/2） 83,572,000 円

円

屋外機は耐塩害仕様

経
済
性

206,880,000 円65,450,000

（1/2） 25,270,000

154,900,000 円 57,990,000

1,868,000 円1,196,000

円 57,990,000 円

円 2,062,000

125,176,000 円 303%41,376,000 円 100% 48,229,000

円 （1/2） 11,823,000 円

円 117%

2,458,000 円 111% 2,722,000

円

円 122%

147,480,000 円

円

163,320,000

21,000,000 円 100% 18,000,000

300,000 円350,000 円 2,722,000

円

①+②+③-④+⑤+⑥+⑦ 445,556,000 円 161%

320,380,000 円 136% 239,310,000

円 86%18,000,000 円 86%

①+②-③+④+⑤+⑥ 276,166,000 円 100%

円 102%

287,539,000 円 104%

234,790,000 円 100%

総合評価
経済性の部分で、A案とB案でAの案が圧倒的に安い状態となっています。システム的にシンプルなA案とします。
A案～C案の外調機には、全熱交換器組み込みで見込んでいます。

システム概要

t-CO2/年 36.1 t-CO2/年二酸化炭素排出量[t-CO2/年] 33.8 t-CO2/年33.1

①+②-③+④+⑤+⑥

登別市本庁舎建設基本設計
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計画案

・庁舎南側は「市民ひろば」「健康ひろば」を配置し、静的活動エリアとする

敷地南側からの
アプローチの利便性

◯ ・ステップひろばを活用することで、非常時にも庁舎へのアクセスが容易 △ ・庁舎への園路が限定される

動的活動エリアの位置 ◯ ・敷地南側から庁舎へのアプローチに動的活動エリアが現れ、活気が生まれる △ ・敷地南側からの庁舎アプローチと動的活動エリアの位置が遠い

幼児ひろばと
子育て支援エリアの関係

◯ ・幼児ひろばと子育て支援エリアをデッキで連続させることが可能 ◯ ・幼児ひろばと子育て支援エリアをデッキで連続させることが可能

土手の活用 ◯ ・既存の土手の形状を活かして適度に囲われて落ち着いた印象のひろばをつくる △ ・土手に盛土することで多様な空間を作るが、南側法面への荷重が懸念される

・庁舎南側は「幼児ひろば」「子どもの遊び場」「若者ひろば」「市民ひろば」を配置した
　動的活動エリアとする

概要

A案 B案

・敷地南側の高低差のある土地には、庁舎に向かって緩やかな階段とスロープ、
　休憩場所からなる「ステップひろば」を設ける
・敷地南側の土地は「子どもの遊び場」「ステップひろば」「若者ひろば」を配置し、
　動的活動エリアの「市民公園」とする

・敷地南側のT字路に面した「市民公園」の入り口に「街かどガーデン」を設ける

・既存の土手に手を加えない

・敷地南側のT字路に面して、緩やかな芝生の斜面と植え込み、散策路を配した「市民ガーデン」を設ける

・敷地南側の土地は「市民ガーデン」「健康ひろば」と合わせて静的活動エリアとする

・発生土を活用して既存の土手を修景する

健康ひろば

幼児ひろば

ウォーキングコース

市民ひろば

(13.50)

(7.20)
7.35

(10.10)

若者ひろば

子どもの遊び場

木もれびひろば

ステップひろば

街かど
ガーデン

緩衝植栽

緩衝植栽

既存林

柵

9.50

13.30

既存樹
( ヤエザクラ、ドウダンツツジ ) 保全

(13.80)

(16.60)

(17.05)

(18.50)

(14.80)

(16.6

14.05

12.60

(15.30)

(14.00)

幼児ひろば

子どもの遊び場

健康ひろば

市民ひろば

(13.50)

(10.10)

木もれびひろば

ガーデン

既存林

緩衝植栽

緩衝植栽

若者ひろば

市民ガーデン

柵

7.35

9.50

13.30
(13.80)

(16.60)

(17.05)

(18.50)

(13.80)

(16.60)

14.05

12.60

(15.30)

(7.20)

(14.00)

既存樹
( ヤエザクラ、ドウダンツツジ ) 保全

検討結果より、既存の高低差を有効利用し災害時には高台への避難が容易である A案を採用することとします。

子育て支援エリアと一体利用

非常時にも容易な避難を可能にする幅の広い階段とスロープ

子育て支援エリアと一体利用

： 敷地南側から
   庁舎へのアプローチ
： 敷地南側から
   庁舎へのアプローチ

凡例凡例
： 敷地南側から
   庁舎へのアプローチ
： 敷地南側から
   庁舎へのアプローチ

凡例凡例

自衛隊車両用園路

子育て支援エリア 子育て支援エリア

自衛隊車両用園路

NN
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5-14　コスト縮減方策

コスト縮減方策について、次のとおり整理します。

配置計画

■建設コスト

・コンパクトな駐車場配置による舗装面積の縮減

・旧陸上競技場の駐車場を再利用した配置計画

平面計画 ・効率的な平面計画による共用部面積の縮小化

・フリーアドレス制の導入による執務スペースのコンパクト化

・低層化（2階建て）による上部躯体重量の軽量化

・敷地の高低差を利用した動線計画

・議場を 1階に配置することによる床面積の縮減

・ペーパーレス化による書庫スペースの削減

立面計画 ・規格化されたサッシの採用、種類を増やさないことで単価を下げる

・高さを抑えた開口部に真空ガラスを採用し、高断熱化とコスト削減を図る

断面計画 ・山型の屋根形状による気積のコンパクト化、躯体量の低減

・屋根形状を活かした太陽光パネルの設置による架台の削減

内外装計画 ・外装、内装ともに汎用的で高耐久な材料を採用する

・2階は天井を貼らず構造体を現し、仕上げコストを削減

構造計画 ・工期、施工費の両方を抑える杭の選定

・プレキャストコンクリートの採用による工期の短縮

電気設備計画 ・受変電設備、発電設備を屋内設置とすることで屋外型に比べ費用を削減

・太陽光発電設備屋根形状に合わせてに乗せることで、ケーブル長さを削減

機械設備計画 ・ピットを有効活用して埋設配管を少なくし、土工事を削減

・機械室面積縮小を可能とする省エネ機器の採用

外構計画 ・敷地内造成における建設発生土の再利用

・既設物を再利用した新たな憩いのスペースの整備による、産業廃棄物の抑制

・可能な限り、旧陸上競技場の高低差を利用した外構計画

配置計画

■維持管理コスト

・コンパクトな駐車場配置による除雪範囲の縮小

平面計画 ・純ラーメン構造によって将来の間仕切り変更にも対応可能

内外装計画 ・庇（ひさし）による外壁保護、外装材劣化の抑制

・塩害に強い外装材の採用による劣化防止

・金属製の笠木や手摺を設けない工夫によって塩害による劣化防止

断面計画 ・コンパクトな断面による空調負荷の低減

・自然採光の併用による照明負荷の低減

構造計画 ・外断熱工法による躯体保護

電気設備計画 ・Nearly ZEB の達成による、太陽光発電の創エネに伴う電力量削減

機械設備計画 ・Nearly ZEB の達成による、空調の省エネ機器採用

・外断熱工法の躯体蓄熱効果により、外気温の影響を受けにくい安定した空調運転

外構計画 ・高耐久、維持管理の容易な舗装材料の採用
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5-15　ZEB の検討

□一次エネルギー消費量の試算

• Nearly ZEB の達成に向けて、基本設計段階における一次エネルギー消費量を試算します。

• 次の試算結果より BEI＝0.25 となり、現状の建物仕様でNearly ZEB の達成を見込んでいます。

屋根断熱

外壁断熱

建具

ガラス

空調

換気

給湯

照明

太陽光パネル

硬質ウレタンフォーム保温板（2種 1号）t150

ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ保温板（1種 2号）t120

トップライト：アルミ建具、一般部：アルミ樹脂複合建具

複合ガラス（Low-E 複層）、アルゴンガス入り（層 16mm）

一般部：空冷パッケージ＋空冷チラー（冷温水パネル）
トイレ等：電気ヒーター
個室：全熱交換形換気扇（ロスナイ）＋外気処理空調機（熱交換器付）

倉庫他、機械室、電気室

洗面器各所と給湯箇所に電気温水器を設置

類似施設から器具数を按分して算出

250kW
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5-15　ZEB の検討

□建具仕様の比較検討

• 前述の試算結果を踏まえて、Nearly ZEB を達成するにあたって採用可能な建具仕様について整理します。

• 建具においては、次のいずれにおいても採用可能です。

　ただしガラスとの組み合わせによって断熱性能が異なるため、適正な組み合わせを今後検討します。

合複ミルア・脂樹熱断ミルア合複ミルア・木

60 80 80

△
・1.09

〇
・1.00

◎
・0.96

排煙設備
〇

不燃処理により可能
〇

×
アルミ断熱サッシの排煙設備を使用

防火設備
〇

告示仕様、個別認定、網入
×

一般アルミサッシの防火設備を使用
×

一般アルミサッシの防火設備を使用

・外側アルミ押し縁のため耐久性は高い
・内部枠は色褪せ発生する
・内部結露は発生しにくい

・外側内部ともアルミ押し縁のため耐久性は高い
・内部結露は発生しやすい

・外側アルミ押し縁のため耐久性は高い
・内部枠は傷がつきやすい
・内部結露は発生しにくい

断熱性能
H-5

・トリプル可能、ガラス仕様によりH-6可能
H-4

・トリプル不可
H-5

・トリプル不可

7~5-S7,6-S6-S圧風耐

4-A4-A4-A性密気

5-W5-W5-W性密水

2-T性音遮 T-1 T-1

〇
・制作寸法、形状の自由度が高い

△
・制作寸法、形状に制限有

△
・制作寸法、形状に制限有

種類

その他

防火性能

各種性能

耐久性

コスト

方立見付

概略図

押縁：アルミ

※木の製品も有

（外部）
※縦断面

（内部） （外部） （内部） （外部） （内部）

ガラス：Low-e5+A12+FL5

内枠：木

押縁：アルミ

ガラス：Low-e5+A12+FL5

内枠：アルミ

緩衝材

押縁：アルミ

ガラス：Low-e5+A12+FL5

内枠：樹脂
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5-15　ZEB の検討

ガラスのパターン

◆ガラス構成の多様性(防火・防犯・断熱等) ◆ガラス構成の多様性(防火・防犯・断熱等) ◆ガラス構成の多様性(防火・防犯・断熱等)

◆普及率が上がり比較的安価 ◆普及率が上がり比較的安価 ◆普及率が上がり比較的安価

◆単板用サッシに施工可能

♦封着部の劣化有(寿命が存在する) ♦封着部の劣化有(寿命が存在する) ♦封着部の劣化有(寿命が存在する) ♦封着部の劣化有(寿命が存在する)

FL5+V0.2+Low-E5　 2,400×1,500
G5+V0.2+Low-E5　 1,800×1,200

t10         4,450×2,300 t10         4,450×2,300 t10         4,450×2,300 t10         4,450×2,300

備考

網入り断熱性能 上記に同じ 上記に同じ 上記に同じ 上記に同じ 上記に同じ

トップライト
使用可否

可能 可能 可能 可能 使用不可

網入り対応 可能 可能 可能 可能 可能

製作可能
厚み・寸法

t3～5      2,400×1,600 t3～5      2,400×1,600 t3～5      2,400×1,600 t3～5      2,400×1,600
t6           3,200×2,300 t6           3,200×2,300 t6           3,200×2,300 t6           3,200×2,300
t8           4,470×2,300 t8           4,470×2,300 t8           4,470×2,300 t8           4,470×2,300

t12         4,060×2,300 t12         4,060×2,300 t12         4,060×2,300 t12         4,060×2,300

日射熱取得率(η) 0.71 0.71 0.71 0.71 0.47

断熱性能(W/㎡K)
1.9 1.6 1.7 1.5 0.65

参考設計価格
(材のみ)

35,300円/㎡ 37,800円/㎡ 37,700円/㎡ 40,200円/㎡ 38,500円/㎡

ガラスのみ

補償内容
◆内部結露が発生しない事
　・・・中空層内部での結露

◆内部結露が発生しない事
　・・・中空層内部での結露

◆内部結露が発生しない事
　・・・中空層内部での結露

◆内部結露が発生しない事
　・・・中空層内部での結露

◆マイクロスペーサーが落下しない事

特徴

長所

◆ガラス構成の多様性(防火・防犯・断熱等) ◆Low-E複層の約2.9倍の性能

◆普及率が上がり比較的安価

補償期間
１０年 １０年 １０年 １０年 １０年

♦封着部の劣化が無い(半永久に真空)

短所

◆強化ガラス仕様不可

10.2㎜

FL5+真空層0.2+Low-E5

Low-E色 ｸﾘｱ：ﾍﾟｱﾏﾙﾁEA ｸﾘｱ：ﾍﾟｱﾏﾙﾁEA ｸﾘｱ：ﾍﾟｱﾏﾙﾁEA ｸﾘｱ：ﾍﾟｱﾏﾙﾁEA ｸﾘｱ

◆真空層により結露軽減

ガラス構成 FL5+A12+Low-E5 FL5+Ar12+Low-E5 FL5+A16+Low-E5 FL5+Ar16+Low-E5

総厚 22㎜ 22㎜ 26㎜ 26㎜

断面図

複層ガラス(Low-E仕様） 複層ガラス(Low-E仕様） 複層ガラス(Low-E仕様） 複層ガラス(Low-E仕様） 真空ガラス

□ガラス仕様の比較検討

• 前述の試算結果を踏まえて、Nearly ZEB を達成するにあたって採用可能なガラス仕様について整理します。

　ただし建具との組み合わせによって断熱性能が異なるため、適正な組み合わせを今後検討します。
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5-15　ZEB の試算

ガラスのパターン

◆重量が重くなる・厚みが厚くなる ◆重量が重くなる・厚みが厚くなる ◆重量が重くなる・厚みが厚くなる ◆重量が重くなる・厚みが厚くなる

t3～5      2,400×1,600 t3～5      2,400×1,600 t3～5      2,400×1,600 t3～5      2,400×1,600 FL3+V0.2+Low-E3 2,400×1,500
t6           3,200×2,300 t6           3,200×2,300 t6           3,200×2,300 t6           3,200×2,300 G3+V0.2+Low-E3 1,800×1,200
t8           4,470×2,300 t8           4,470×2,300 t8           4,470×2,300 t8           4,470×2,300 FL5+V0.2+Low-E5　 3,000×2,000
t10         4,450×2,300 t10         4,450×2,300 t10         4,450×2,300 t10         4,450×2,300 G5+V0.2+Low-E5　 1,800×1,200
t12         4,060×2,300 t12         4,060×2,300 t12         4,060×2,300 t12         4,060×2,300 PWN+V0.2+Low-E3   2,400×1,500

GW+V0.2+Low-E3　 1,800×1,200

備考
※ 総重量350㎏迄 ※ 総重量350㎏迄 ※ 総重量350㎏迄 ※ 総重量350㎏迄

※ 基本総厚41㎜迄 ※ 基本総厚41㎜迄 ※ 基本総厚41㎜迄 ※ 基本総厚41㎜迄

網入り断熱性能 上記に同じ 上記に同じ 上記に同じ 上記に同じ 上記に同じ

トップライト
使用可否

可能
ただし重量等問題あり

可能
ただし重量等問題あり

可能
ただし重量等問題あり

可能
ただし重量等問題あり

使用不可

製作可能
厚み・寸法

網入り対応 可能 可能 可能 可能 可能（耐熱強化にて対応）

日射熱取得率(η) 0.63 0.63 0.55 0.55 0.55

断熱性能(W/㎡K)
1.4 1.2 1.1 0.9 0.8

ガラスのみ

参考設計価格
(材のみ)

74,700円/㎡ 79,700円/㎡ 98,000円/㎡ 103,000円/㎡ 68,600円/㎡

補償内容

◆内部結露が発生しない事
　・・・中空層内部での結露

◆内部結露が発生しない事
　・・・中空層内部での結露

◆内部結露が発生しない事
　・・・中空層内部での結露

◆内部結露が発生しない事
　・・・中空層内部での結露

◆内部結露が発生しない事
　・・・中空層内部での結露
◆マイクロスペーサーが落下しない事

補償期間
１０年 １０年 １０年 １０年 １０年

◆トリプルガラスに比べ多少割高

◆サッシがトリプル用となりコストアップ ◆サッシがトリプル用となりコストアップ ◆サッシがトリプル用となりコストアップ ◆サッシがトリプル用となりコストアップ

◆Low-E複層の約2倍の断熱性能

◆真空層により結露軽減

◆通常の複層用サッシに施工可能特徴

長所

◆Low-E複層の約1.4倍の断熱性能 ◆Low-E複層の約1.4倍の断熱性能 ◆Low-E複層の約1.4倍の断熱性能 ◆Low-E複層の約1.4倍の断熱性能

短所

♦封着部の劣化有(寿命が存在する) ♦封着部の劣化有(寿命が存在する) ♦封着部の劣化有(寿命が存在する) ♦封着部の劣化有(寿命が存在する)

断面図

総厚 39㎜ 39㎜ 39㎜ 39㎜ 27㎜

Low-E色 ｸﾘｱ：ﾍﾟｱﾏﾙﾁEA ｸﾘｱ：ﾍﾟｱﾏﾙﾁEA ｸﾘｱ：ﾍﾟｱﾏﾙﾁEA ｸﾘｱ：ﾍﾟｱﾏﾙﾁEA ｸﾘｱ

ガラス構成 FL5+A12+FL5+A12+Low-E5 FL5+Ar12+FL5+Ar12+Low-E5 Low-E5+A12+FL5+A12+Low-E5 Low-E5+Ar12+FL5+Ar12+Low-E5 Low-E5+Ar12+真空ガラス(5+5)

トリプルガラス(Low-E有) トリプルガラス(Low-E有) トリプルガラス(Low-E有) トリプルガラス(Low-E有) 真空複層ガラス
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5-16　出来形・補助対象事業費の試算

金額 ㎡単価 %

A 建築主体 3,460,435,000 486,016 68.6%

B 電気設備 769,175,000 108,030 15.2%

C 機械設備 819,016,000 115,030 16.2%

A～C　計 5,048,626,000 709,076

□出来形の試算

• 年度ごとの出来形について、工事種別ごとに試算します。

□補助対象事業費の試算

• 地域脱炭素移行・再エネ推進交付金の対象事業費を試算します。

２．重点対策加速化事業

　ア　屋根置きなど自家消費型の太陽光発電

　イ　地域共生・地域裨益型再エネの立地

　ウ　公共施設など業務ビルなどにおける徹底した省エネと再エネ電気調達と更新や改修時のＺＥＢ化誘導

※太陽光発電設備を別途工事とした場合
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5-17　ランニングコストの試算

●電気料金計算
最大需要電力 力率 力率修正値 契約電力 基本料金単価 電力量料金単価 燃料費調整単価 再エネ賦課金単価 使用電力量 基本料金 電力量料金 燃料費調整額 小計 再エネ賦課金 電気料金合計

4月分 229.51 100% 85% 330 1,870.00 18.45 9.51 3.45 59,047 524,535.00 1,089,417.15 561,536.97 2,175,489 203,712 2,379,201

5月分 209.56 100% 85% 330 1,870.00 18.45 9.51 3.45 50,257 524,535.00 927,241.65 477,944.07 1,929,720 173,386 2,103,106

6月分 178.82 100% 85% 330 1,870.00 18.45 9.51 3.45 45,597 524,535.00 841,264.65 433,627.47 1,799,427 157,309 1,956,736

7月分 217.50 100% 85% 330 1,870.00 18.45 9.51 3.45 51,332 524,535.00 947,075.40 488,167.32 1,959,777 177,095 2,136,872

8月分 189.47 100% 85% 330 1,870.00 18.45 9.51 3.45 50,141 524,535.00 925,101.45 476,840.91 1,926,477 172,986 2,099,463

9月分 144.71 100% 85% 330 1,870.00 18.45 9.51 3.45 43,769 524,535.00 807,538.05 416,243.19 1,748,316 151,003 1,899,319

10月分 201.32 100% 85% 330 1,870.00 18.45 9.51 3.45 60,293 524,535.00 1,112,405.85 573,386.43 2,210,327 208,010 2,418,337

11月分 255.68 100% 85% 330 1,870.00 18.45 9.51 3.45 67,029 524,535.00 1,236,685.05 637,445.79 2,398,665 231,250 2,629,915

12月分 296.70 100% 85% 330 1,870.00 18.45 9.51 3.45 99,576 524,535.00 1,837,177.20 946,967.76 3,308,679 343,537 3,652,216

1月分 325.19 100% 85% 330 1,870.00 18.45 9.51 3.45 103,813 524,535.00 1,915,349.85 987,261.63 3,427,146 358,154 3,785,300

2月分 329.98 100% 85% 330 1,870.00 18.45 9.51 3.45 99,441 524,535.00 1,834,686.45 945,683.91 3,304,905 343,071 3,647,976

3月分 300.24 100% 85% 330 1,870.00 18.45 9.51 3.45 97,564 524,535.00 1,800,055.80 927,833.64 3,252,424 336,595 3,589,019

年間 827,859 6,294,420.00 15,273,998.55 7,872,939.09 29,441,352 2,856,108 32,297,460

※燃料費調整単価：令和5年1月分

※再エネ賦課金単価：令和4年度分

●太陽光発電料金計算 1.634

電力量料金単価 燃料費調整単価 計合金料気電計小額整調費料燃金料量力電量電発

4月分 984,947984,94778.229,45254.665,494608,6215.954.81

5月分 964,187964,18714.008,56265.966,515059,7215.954.81

6月分 302,396302,39604.877,53289.424,754397,4215.954.81

7月分 330,516330,51695.091,90259.248,504799,1215.954.81

8月分 421,885421,88529.730,00291.680,883430,1215.954.81

9月分 679,675679,67523.642,69152.037,083636,0215.954.81

10月分 201,935201,93512.463,38141.837,553182,9115.954.81

11月分 939,363939,36383.687,32193.351,042610,3115.954.81

12月分 751,533751,53395.699,31195.061,122789,1115.954.81

1月分 864,504864,50446.119,73182.755,762205,4115.954.81

2月分 134,415134,41569.279,47195.854,933993,8115.954.81

3月分 841,907841,90736.102,14293.649,764363,5215.954.81

935,178,6935,178,629.902,733,267.433,435,4367,542間年
※システム容量はNearly ZEBを基に算定した250kWとし、屋上に30°で配置を想定。

●ランニングコスト計算

●電気料金　-　●太陽光発電料金　＝●ランニングコスト

年間 32,297,460 - 6,871,539 ＝ 25,425,921

□電気料金の試算

• 年間の電気料金の試算を行います。

• 試算にあたっては、類似施設での電気使用量を元に、機器仕様の差異を加味した上で、月ごとの最大需要電力量を算出します。

電気料金　‐　太陽光発電料金　=　ランニングコスト
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5-17　ランニングコストの試算

■給水量の計算

給水量の算定
使用人員からの算出
建物種類：庁舎 40 ～ 80 [L/(d・人)]

395 人 80 L/(d・人) L/d
40 人 80 L/(d・人) L/d
76 人 80 L/(d・人) L/d

L/d

通常 40,880 L/日 ÷ 1000 ＝ 40.9 m3/日

■上水道料金積算表 家事用以外

稼働日数(日) 22 23 22 23 23 22 23 22 23 23 20 23
1日の給水量(m3/日) 40.9 40.9 40.9 40.9 40.9 40.9 40.9 40.9 40.9 40.9 40.9 40.9

負荷率 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5
1ｶ月の給水量(m3/月)

（円）
10m3まで 3,584

（円）
11～25m3 222

（円）
26～30m3 222

（円）
31～50m3 250

（円）
51～100m3 250

（円）
101～500m3 338

（円）
501～1000m3 250

 1ｶ月の水道料金(円)

※水道料金は登別市水道グループより

円 → 円
円

円

水道料金(使用料)

合計

水道料金(使用料)
12,250 12,250 12,250 12,250 12,250 

水道料金(使用料)
117,962 124,722 117,962 124,722 124,722 117,962 124,722 117,962 

水道料金(使用料)
888 888 888 888 

水道料金(使用料)
4,750 4,750 4,750 4,750 

来庁者 3,200
子育て支援エリア 6,080

人員計算 人員 使用水量 一日使用水量
庁舎 31,600

４月 ５月 ６月 ７月 ８月

計 40,880

３月９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月

470.0 409.0 470.0

水道料金(基本料金)
3,584 3,584 3,584 3,584 3,584 3,584 3,584 3,584 3,584 

450.0 470.0 450.0 470.0 470.0 450.0 470.0 450.0 470.0

水道料金(使用料)
3,108 3,108 3,108 3,108 3,108 3,108 3,108 

3,584 3,584 3,584 

142,542 149,302 142,542 149,302 149,302 142,542 149,302 142,542 

888 888 888 888 

4,750 4,750 4,750 

12,250 

104,104 

税込み 1,925,000

124,722 

3,108 3,108 3,108 3,108 3,108 

888 888 888 888 

4,750 4,750 4,750 4,750 4,750 

年間上水道料金 1,925,000

149,302 149,302 128,684 149,302 

1,743,966 再計 1,750,000

12,250 12,250 12,250 12,250 12,250 12,250 

124,722 124,722 

■下水道料金積算表

稼働日数(日) 22 23 22 23 23 22 23 22 23 23 20 23
1日の排水量(m3/日) 40.9 40.9 40.9 40.9 40.9 40.9 40.9 40.9 40.9 40.9 40.9 40.9

負荷率 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5
1ｶ月の排水量(m3/月)

（円）
8m3まで 1,520

（円）
8～50m3 195

（円）
51m3～　超過分 208

 1ｶ月の下水道料金(円)

※下水道料金は登別市下水道グループより

円 → 円
円

円

87,152 82,992 87,152 82,992 87,152 
下水道料金(使用料)

82,992 87,152 82,992 87,152 

３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月

470450 470 450 470 470 450 470 450 470 470 409

8,190 8,190 8,190 8,190 8,190 8,190 8,190 8,190 8,190 8,190 

1,520 
下水道料金(基本料金)

1,520 1,520 1,520 1,520 1,520 

92,702 

1,520 

下水道料金(使用料)
8,190 8,190 

1,520 1,520 1,520 1,520 1,520 

92,702 96,862 92,702 96,862 96,862 96,862 

87,152 74,464 87,152 

96,862 92,702 96,862 96,862 84,174 

合計 1,133,016 再計 1,140,000

年間上水道料金 1,254,000

税込み 1,254,000

□上下水道料金の試算

• 年間の上下料金の試算を行います。

• 試算にあたっては、設備計画基準における 1人当たりの使用水量を目安に、一日使用水量を算出します。
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• ライフサイクルコストの試算を行います。

• 試算にあたっては、国土交通省大臣官房長官営繕部 監修（2019）、「建築物のライフサイクルコスト」による試算方法を活用します。

（単位：千円）

（単位：千円）

登別市本庁舎建設基本設計

5-18　ライフサイクルコストの試算
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年月 取組内容 備考

令和4年3月22日 登別市本庁舎建設基本設計・実施設計等業務に係る公募型プロポーザル実施要領等の公表

令和4年4月11日 登別市本庁舎建設基本設計・実施設計等業務に係る公募型プロポーザルの参加意向申出書の提出 ６者

令和4年4月28日 登別市新庁舎建設用地測量委託の実施

令和4年5月13日 フリーアドレス制の試行実施（総務部の一部）

登別市本庁舎建設基本設計・実施設計等業務に係る公募型プロポーザル第２次審査
（技術提案書に係るプレゼンテーション及びヒアリング審査）

６者

登別市本庁舎建設基本設計・実施設計等業務プロポーザル選定委員会の開催、
受注候補者及び次点者の選定

登別市本庁舎建設基本設計・実施設計等業務に係る公募型プロポーザル第２次審査
（技術提案書に係るプレゼンテーション及びヒアリング審査）結果の通知及び情報提供

６者、市議会

市公式ウェブサイトでの審査結果報告書の公表

令和4年6月29日 連合町内会役員会にて受注候補者の決定、各地区での意見交換会の開催等の情報提供

令和4年7月1日 広報のぼりべつに新庁舎建設に関する小特集記事を掲載

令和4年7月7日 株式会社アトリエブンクと「登別市本庁舎建設基本設計・実施設計等業務委託」の契約を締結

新庁舎の執務環境の検討に向けた新しい働き方、執務環境体験事業の実施
（日本工学院北海道専門学校サテライトオフィスen）

連合町内会３役会にて各地区での新庁舎に建設に関する意見交換会の開催の情報提供

令和4年8月17日 市民自治推進委員会（全体会議）との意見交換会の開催

令和4年8月22日 中央地区、札内・来馬地区連合町内会との意見交換会の開催

令和4年8月23日 幌別西地区連合町内会との意見交換会の開催

令和4年8月24日 幌別鉄南地区連合町内会との意見交換会の開催

令和4年8月25日 青葉地区連合町内会との意見交換会の開催

市議会総務・教育委員会での情報提供
（交通量等検討業務委託、フリーアドレス制の試行実施）

富岸地区連合町内会との意見交換会の開催

令和4年8月29日 新生地区連合町内会との意見交換会の開催

登別温泉地区連合町内会との意見交換会の開催

登別地区連合町内会との意見交換会の開催

商工会議所会頭・副会頭との意見交換会の開催

市民自治推進委員会（全体会議）との意見交換会の開催

令和4年8月26日

令和4年8月30日

令和4年6月10日

令和4年7月13日

令和4年6月5日

令和4年8月31日

年月 取組内容 備考

令和4年9月1日 美園・若草地区連合町内会との意見交換会の開催

令和4年9月2日 鷲別地区連合町内会との意見交換会の開催

令和4年9月9日 フリーアドレス制の試行実施（市民生活部の一部）

市議会総務・教育委員会での情報提供（新庁舎の建設について）

市民自治推進委員会（部会長副部会長会議）と株式会社アトリエブンクを交えた
意見交換会の開催

令和4年10月3日 フリーアドレス制の試行実施（総務部の一部）

令和4年10月4日
令和４年度地区懇談会（幌別西地区、青葉地区）での説明及び意見交換
（市役所新庁舎の建設及び現庁舎の跡地利活用について）

令和4年10月5日
令和４年度地区懇談会（登別温泉地区、登別地区）での説明及び意見交換
（市役所新庁舎の建設及び現庁舎の跡地利活用について）

令和4年10月6日
令和４年度地区懇談会（幌別鉄南地区、札内・来馬地区、中央地区）での説明及び意見交換
（市役所新庁舎の建設及び現庁舎の跡地利活用について）

令和４年度地区懇談会（鷲別地区、美園・若草地区）での説明及び意見交換
（市役所新庁舎の建設及び現庁舎の跡地利活用について）

登別市役所庁舎建設に伴う交通処理等検討業務委託の実施

令和4年10月18日
令和４年度地区懇談会（富岸地区、新生地区）での説明及び意見交換
（市役所新庁舎の建設及び現庁舎の跡地利活用について）

令和4年10月27日 地中熱調査の実施

令和4年11月7日 市議会から「登別市本庁舎建設（案）議会関連機能に係る意見書」

令和4年11月18日
新庁舎の執務環境の検討に向けた新しい働き方、執務環境体験事業の終了
（日本工学院北海道専門学校サテライトオフィスen）

令和4年12月6日 地質調査の実施

令和4年12月9日 第１回中央地区まちづくり協議会の開催

令和4年12月15日 市議会議長、副議長に対し、庁舎計画の意見交換会等に関する説明

令和4年12月16日 市議会全議員に対し、庁舎計画の意見交換等に関する説明

令和4年12月20日 令和４年度町内会等会長会議（市民会館中ホール）にて説明

令和5年2月1日
市議会総務・教育委員会での情報提供
（登別市本庁舎建設基本設計書（案）のパブリックコメントについて）

令和4年9月16日

令和4年10月7日

• 新庁舎建設に関するこれまでの取組内容を次に整理します。
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